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　地上に張りついた一般道の上に、巨大な柱にささえられて、ゆるやかなアールを描く高速道路が三層に積み重なっている。

　下から見上げれば、それはもはや奇観といっていいだろう。

　首都高速、箱はこ崎ざきジャンクションは、その複雑な構造のために、渋じゆう滞たいのメッカとまでいわれている。

　茜あかね色いろに黒を垂らしたような陰いん鬱うつな西日を浴びて、無数の自動車が列をなしていた。ほとんど動かず、アスファルトの上にそうしてひしめき合っている姿は、まるで身を寄せ合って甲こう羅ら干ぼしをする亀を思わせる。

　しかし、正確にいえば、それは亀以下だった。

　亀ならばまだのろのろと動くものだが、そこに並ぶクルマは、ほとんど動かないのではなく、まったく動かない。渋滞で動けないのではなく、そも、この世界には動くものがないのである。

　この永遠の黄昏たそがれの世界、〝逢魔が刻トワイライト〟の中で動けるのは、この世界に立ち入ることを許されたウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟のみ――。

　そして、この黄昏の地平に立つロード同士は、どちらかが倒れるまで戦うことが宿命づけられている。




「――がっ！」

　体重一〇〇キロ近くはありそうな巨きよ軀くが、あざやかな放物線を描いて茜色の空をよぎり、黒塗りのミニバンに激突する。その衝撃でミニバンは大きくかしぎ、隣となりの乗用車とこすれて耳みみ障ざわりな音を立てた。

　ミニバンの側面をぐしゃぐしゃにしてようやく止まった男は、おびただしく血を吐はきながら苦しげに咳せき込こんだ。巨漢の右手には、長さ二メートルを超える巨大な両刃の戦せん斧ぷが握にぎられていたが、激しい戦いを物語るかのように、その刃にはすでに幾いく条じようものひびが走っている。

「ぐっ、く、そ……ぉ！」

　ミニバンのボディになかばめりこんでいた身体からだを強引に引き起こした男は、背の高い標識の上に立っている若者を見上げ、悔くやしさに歯をきしらせた。

　まだそばかすが残る白人青年のまなざしには、男に対する明らかな侮ぶ蔑べつの色がにじみ出ていた。男の弱さを明らかに嘲あざ笑わらっている。

　男は眉まゆを吊つり上あげ、斧おのを両手で握り締めた。

「この小僧が――！」

　ひびだらけの刃が一度アスファルトに食い込み、細こまかな破は片へんをまき散らして一気に振り上げられる。

　その切っ先から、小さな三日月にも似た光の刃が飛んだ。

「見てくれのわりにはお粗そ末まつだね。そのサイズに見合った、もっと派手なのが飛んでくるかと期待していたのにさ！」

　若者は軽く後ろへと飛んで光の三日月をかわした。無論、若者の背後には何もない。その細身の身体はそのまま重力に引かれて地上へと落ちていった。

「くたばりやがれ！」

　敵意剝むき出だしの粗そ野やな怒ど号ごうを載のせて、男がふたたび光の三日月を飛ばした。

「――イグレイン、〝燐翅フエアリーライド〟だ」

『はい』

　ただ自由落下していたはずの若者の背中に、ぼんやりとした光の翼が広がった。と同時に、落下の軌道が不自然に変化する。

「!?」

　ふわりと風に乗るようなゆるやかな動きで三日月の刃をかわした若者は、一転、地上の獲物を発見した猛もう禽きんのような速さで男に襲いかかった。白く輝く槍やりを大上段から振り降ろし、スピードを加えた重い一撃を叩たたきつける。

「ぐっ……！」

　反射的に斧をかざして受け止めた男の膝ひざが、ぶるぶると細かく震え出し、すぐにかくんと折れた。体格では明らかに男におとっているはずの若者が、パワーでは男を完全に凌りよう駕がしている。

「ば、馬鹿な――っぐふっ!?」

　その事実に驚きよう愕がくした表情のまま、男はコンクリートの壁に背中から激突した。斬ざん撃げきを受け止められたと見た若者が、すぐさま槍を半回転させて石いし突づきで男のみぞおちを打ち、体勢が崩れたところに回まわし蹴げりを叩き込んだのである。

「この程度の相手じゃろくなレベルアップにならないと思うけど――ま、塵ちりも積つもれば何とやら、だね」

　壁に張りついた男に向け、若者は槍を振るった。

　その穂先から、銀の氷柱つららのような細い輝きの矢が無数にほとばしった。

「ちょ……っ！　ま、待て――」

「は？　いまさら待てはないんじゃない？」

「ひ、い――！」

　槍の一撃は斧で受け止められても、高速で撃ち込まれるすべての矢をはじき返すことはできない。かろうじて急所をかばうのが精一杯で、男はほとんどまともに集中砲火を浴びてしまった。

「ぐ、ほお……っ！」

　男の身体をずたずたにした矢は背後の側壁さえも突き崩し、男は瓦が礫れきとともに高速道路から転げ落ちた。満足に受け身を取ることもできず、一〇メートル以上も下の一般道に叩きつけられる。

「……！」

　全身の傷口から鮮血を噴き出しながら、それでも男はすぐに立ち上がろうとした。戦闘状態にあるロードは、〝魔性の血エルフインブラツド〟によって常人とはまったく別次元の身体能力と頑がん健けんさ、それに回復力を手に入れる。常人なら即死のはずの高さから落下してなお立ち上がれるのも、その〝血〟のなせる業わざだった。

「そのタフさは認めるけど、きみのウォーライクごときじゃ、とてもぼくのイグレインとは張り合えないな」

　壁の上に立って男を傲ごう然ぜんと見下ろしていた若者は、手にした槍を右手に持ち直し、大きなテイクバックを取って投とう擲てきした。

「く、おぉぉ……っ！」

　満まん身しん創そう痍いの男は、血にぬめる手で戦斧を振り上げ、自分めがけて飛んできた槍を渾こん身しんの力で打ち返した。

　――打ち返そうとした、のだろう、おそらくは。

　斧と槍とが激しくぶつかり合った瞬間、斧の刃は完全に砕くだけ散ちり、殺しきれなかった衝撃のために男はふたたびはじき飛ばされた。一方、くるくると回転しながら宙に浮いた槍は、目に見えない力に引かれるかのように若者の手もとへと戻っていった。

「……トレーニングにもならなかったな」

　両手で槍を握り締めた若者は、光の翼を背中に広げて男のそばに舞い降り、あたりを見回した。

「とはいえ、このまま放置していったら大事故になっちゃうね」

　完全に意識を失った男が大の字になって倒れているのは、大きな交差点の真ん中だった。もしクルマの流れがあれば、たちまち跳はね飛とばされてわずかに残った息も断たれてしまうだろう。

　若者は男の後うしろ襟えりを摑つかんで持ち上げ、歩道のほうへ無造作に放り投げた。

「この貧弱なウォーライクできみはよく戦ったよ。敢かん闘とう賞しようものだ。……強さはゴミみたいなレベルだったけどさ」

　ガードレールの向こうのゴミ集積所に男を移動させ、若者は冷ややかに笑った。

　すでにその時、男が持っていた戦斧は、淡あわい燐りん光こうを立ち昇らせて煙けむりのように消え去りつつあった。

　　　　　[image: ]

　どこか遠くで鳴っていた鐘かねの音が消え去り、やがて、自動車の排気音とクラクションにいろどられた騒々しい日常の世界が戻ってきた。

　ポケットに手を突っ込んだまま歩いていくパトリック・ハーンの背後では、救急車のけたたましいサイレンの音がしていた。名前までは知らないが、その救急車に載せられて運ばれていく人間のことを、パトリックはよく知っている。

　赤い警告灯の光がちらつく夜の街角を肩越しに振り返り、パトリックはイグレインに聞くでもなく呟つぶやいた。

「急所ははずしておいたつもりだけど――助かるかな、彼は？」

「〝血〟の効果が切れる前にどれだけ傷がふさがるかにもよりますが……輸血が早ければ助かるでしょう」

　イグレインはスマートフォンを操作しながら答えた。

　救急車の出動に色めき立つ物見高い人々は、すれ違うパトリックたちには特に意識を向けることなく、徐々にふくらみ始めた人ひと垣がきのほうへと走っていく。じきにパトカーもやってくるだろう。

「――ぼっちゃま」

　イグレインがパトリックとの距離を詰めてそっと耳打ちした。

「シャーロック氏から連絡がありました。――来日すると」

「へえ？　意外だったよ。彼がぼくなんかの誘いを受けてくれるなんて。自分で呼びつけておいて何だけどさ」

「ですが、かならずしも友好的な返答だとはかぎりません。あのかたとはいろいろとありましたから――」

「もちろん、それは判ってるよ」

　鼻の頭をかきながら、パトリックは唇くちびるを吊り上げた。

「――でも、利用できるものなら利用したいよね。その上で使い捨てにできればベストなんだけどさ」






















　おそらく伊い織おりの通っている学校にも、この書類の空くう欄らんを埋めたことのある人間はひとりもいないに違いない。ごくふつうの生活を送っている人間なら、まず死ぬまでお目にかかることのない書類だろう。

　そんなことをぼんやり考えながらボールペンを走らせていたら、申立人だけでなく不在者の氏名欄にまで自分の名前を書いていた。

「……くそ」

　書かき損そんじの家事審判申立書をくしゃくしゃに丸めてゴミ箱に放り込み、あらためて書き直す。

　ほとんど人ひと気けのないフロアに、ときおり誰だれかの足音が響き渡る。平日の午前中だから空すいているのか、それともいつもこんな感じなのか、初めてこの裁判所を訪れた伊織にはどちらとも判断できかねたが、ここが人であふれ返っていないのは、それはそれでいいことなのだろう。それはつまり、伊織のような身の上の人間の数が多くないということなのだから。

　五分ほどかけて、今度は遺い漏ろうも間違いもなく申立書の記入を終えた伊織は、自分の名前のところに判を押し、印紙や必要な書類を添そえて窓口に提出した。

「…………」

　長々と嘆たん息そくし、伊織は裁判所を出た。




　家庭裁判所に行くので学校を休んでもいいかと担任に尋たずねたら、思いのほかすんなりとお許しが出た。たぶん、きのうで期末テストがすべて終わっていたからだろう。

　テストの結果についてはいまさら考えたくもない。

　家事と育児と、一般人には想像もつかない理由によって絶対的に不足した勉強時間をおぎなうため、最終的にはクリスタベルの〝血〟に頼って強引に徹てつ夜やを繰くり返かえし、どうにか詰め込むことには成功した。しかし、文字通り血のにじむようなその努力が点数となって現れるかどうかは判らない。

　ただ、それも今はどうでもいいことだった。

　上りの中央線に揺られて吉きち祥じよう寺じまで戻ってきた伊織は、駅前で軽く買い物をしてから帰宅した。

「おかえりー、イオリー！」

　玄関に入るなり飛びついてきた小さな怪獣が、おかえりのあとに何をいうかはもう判っている。伊織はクリスが次の句を継ぐ前に、さっき買ったたい焼きをその口に押し込んでキッチンに向かった。

「アナタ、どうして起こしてくれなかったわけ？」

　伊織が家を出る時にはまだベッドの中にいたルテティアが、明るい陽ひ射ざしが射し込むキッチンの窓辺に座り、カラフルな絵葉書を読んでいた。帰ってきた伊織のことなど見もしない。

　手を洗ってエプロンを締めながら、伊織は冷ややかにいった。

「勝手に部屋に入るなといったのはおまえだろう？　少なくとも、おれはドア越しに声をかけてから出かけたぞ。それで起きなかったのはおまえの怠たい慢まんだ」

　朝食の準備を手伝うわけでもなし、ルテティアが早起きしてきたところで伊織には何のメリットもない。むしろフルーツの皮を剝むけだの何だのわがままをいわれなくてすむぶん、だらだらと寝坊をしてもらっていたほうが都合がいいくらいだった。

　使い込まれた寸ずん胴どうをコンロにかける伊織をちらりと一いち瞥べつし、ルテティアはいった。

「学校は？」

「きょうは休ませてもらった。何しろ裁判所は土日は休みらしいからな」

「失しつ踪そう宣せん告こくの申し立てってのをしてきたわけ？」

「……よく知っているな」

「まぁね～」

　答えたルテティアは、なぜか機き嫌げんがいい。

「イオリ！　お昼お昼！　いつもの赤いパスタにじゅわっとするパン！」

「……おまえは毎度毎度同じメニューでよく飽きないな」

「だっておいしいもん！　イオリの赤いパスタ！」

「まあ、手がかからないという意味では助かるが」

　お湯が沸わくのを待つ間、伊織はトマトの缶詰を開けて手早くソースを作った。自分ひとりで食べるだけなら、にんにくと唐とう辛がら子しをたっぷり入れたいところだが、あいにくとクリスはそうした大人の味覚に対応できていない。代わりにケチャップを大量投入して甘みを加え、お子さま向けの味に調整する。

　またたく間にトマトソースのスパゲティを完成させた伊織に、ルテティアがいまさらのようにいった。

「わたしもそれ食べるわけ？　ソースがはねるとイヤなんだけど」

「安心しろ。おまえのぶんは用意していない」

「ちょっとぉ！」

「残念ながら、おれは甘ったるいパスタのレシピは知らんからな」

「別にそんなものまで甘くなくてもいいの！　トマトでなければ何でもいいから」

「ならもう少し待て」

「わーい♪　クリスのがいちば～ん！」

　大皿に盛ってどんと出されたパスタを前に、クリスが歓喜の声をあげる。

「で、わたしには何を作ってくれるわけ？」

「せめて静かにしていろ。気が散る」

　溜ため息いき混じりに大きなボウルを用意し、卵らん黄おうをふたつと生クリームを一五〇ミリリットル、粉チーズ大さじ二杯に塩少々を無造作に投入後、泡立て器でかしゃかしゃとかき混ぜる。その一方で、伊織は新しいフライパンにオリーブオイルを引き、ベーコンを炒いため始はじめた。

　何しろクリスという食欲魔人がいるから、現在の宮みや本もと家けでパスタといえばまずトマト味と相場が決まっているのだが、もともと伊織はクリーム系のパスタが好きだった。気が向けばこうしてカルボナーラも自分で作る。

　レストランでカルボナーラを注文すると、店によってはクリームパスタの上に黄き身みが載のっていて、自分で混ぜて食べるようになっているところもあるが、個人的にはあれはよろしくないと伊織は思っている。きちんと最初から混ぜておいてもらわないと、黄身が部分的に固まってしまって舌した触ざわりがよくないのである。

　だから自分で作る時は、伊織はクリームと卵黄を念入りによく混ぜる。

　その姿を、クリスがパスタをすすりながらじっと見ていた。

「……よそ見をしていて服を汚すなよ？」

　クリスに釘くぎを刺さし、伊織はフライパンを振るった。茹ゆでたてのパスタをベーコンとよく混ぜ、さらにそれをオリーブオイルごとボウルの中に放り込む。余よ熱ねつで徐々にねっとりしてくるソースをパスタによく絡からめて、あとはたっぷりブラックペッパーを振れば完成だった。

「――へえ、やっぱり小器用なのね。そこはミッチーに似たの？」

「叔お父じさんといっしょにするな」

　感心するルテティアをひと睨にらみし、伊織はエプロンをはずした。

「……おれは家庭環境のせいで否いや応おうなく料理を覚えるはめになっただけだ。女にモテるために料理を覚えたあの人といっしょにされたくない」

「でも、結局は同じようなことになってるじゃない。毎日美少女たちに手料理をふるまうなんて、たぶんミッチーでもやってないわよ？　おまけにそれで実際にモテモテじゃないのよぅ？」

　テーブルに着いてフォークを手に取ったルテティアは、クリスを見やって目を細めた。すでに大皿のパスタを半分近くたいらげている少女の健けん啖たんぶりを見れば、彼女がどれだけ伊織の料理を喜んでいるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「――うん、おいしいじゃない、意外に」

「意外は余計だ」

　相変わらずいただきますのひと言がいえない無ぶ礼れいな女をひと睨にらみし、伊織はカルボナーラをすすった。

「イオリー」

「ん？」

「クリスもそれ食べたい」

「は？」

「そのとろ～っとした白いの食べてみたい！」

　これがふつうの少女なら、「あー、はいはい、ひと口味見したいんだね」ですむが、この少女の場合、「それ食べてみたい」というのは、「それ全部食べたい」と同義語と考えたほうがいい。

　そして、それを拒こばむすべは伊織には残されていないのだった。

「…………」

　伊織は無言で自分の皿をクリスのほうに押しやると、ふたたびキッチンに立ってバゲットを輪切りにし始めた。

「――そういえばさあ、さっきミッチーから葉書届いたよ」

「何？」

「はいこれ」

　ルテティアは自分が読んでいた葉書を伊織に差し出した。

「……どう見ても宛あて名ながおれになっているんだが、どうしておまえが勝手に読んでいるんだ？」

「読んでないわよ。たまたま目に入っただけ」

「……おまえらは便利だな。どこの国の言葉にもすぐに順応できて」

　バゲットをオーブントースターに放り込み、伊織は叔父からのエアメールに目を通した。といっても、書いてあるのは最低限の時候の挨あい拶さつと、あとは捜そう索さく願ねがいを出して七年以上たったから父の失踪宣告を出せという指示、それに夏休みの間に一度日本に戻るということくらいだった。

　ルテティアの機嫌がいいのは、たぶんこの便りのせいだろう。絵葉書をマグネットで冷蔵庫に留とめた伊織は、窓から空を見上げて眉まゆをひそめた。

　気象庁からの宣言はまだだったけれど、もう関東は実質的に梅つ雨ゆが明けているのかもしれない。恨うらめしいほどに晴れ渡った空にきょうの暑さを予感して、伊織は重苦しい溜息をもらした。

　　　　　[image: ]

　午後九時四三分。

　平日、それも営業時間終了間際ということもあってか、地上二五〇メートルの特別展望台に人の姿は少ない。

　だからなのだろう、その奇妙なふたり組に注視する目もなかった。

「グレアムさん！　グレアムさん！」

　手て摺すりに寄りかかってガラス越しの夜景を眺ながめていた少年が、かたわらの男を見上げてはしゃいだ声をあげた。

　白い長なが袖そでのドレスシャツにサスペンダーで吊つった半ズボン、蝶ネクタイにハンチングという、どこかクラシカルな良家の子息といったスタイルの少年は、しかし、そのファッション以上に顔立ちのほうが目を惹ひく美少年だった。栗色の髪に青ざめた瞳ひとみ、抜けるような白い肌は、この東京でもまだまだ珍しい部類に入るだろう。

「ほら、すごいよ、グレアムさん！」

「そうか」

　半ズボンの美少年の声に、男は低くかすれた声で応じた。

　まるで朽くちかけた枯れ木のような印象の男だった。無数のしわが刻まれた肌はひどく青白く、げっそりとやつれた横顔には病やんだような影がこびりついている。上等なスーツを着てはいるが、第三者の目からすれば、まず間違いなく不気味な男との感想を持たれるに違いない。

　そんな男と美少年の組み合わせ――奇妙なふたり組ではある。

「すごいや……。この街、一時期のロンドンよりもたくさんのウォーライクがいるんじゃないかな？」

「判るのか、オルトニート？」

「はい、感じます！」

「そうか……」

「すぐそこにもひとりいますよ」

　少年は後ろを振り返ってエレベーターのほうを指差した。

「――やあ」

　ちょうどエレベーターから降りてきたのは、パトリック・ハーンとイグレイン――アイルランドからやってきたふたりだった。

「久しぶりだね、ミスター・シャーロック？　オルトニートも相変わらず元気なようで何よりだよ」












　愛想よく言葉をかけながら歩いてくるパトリックに対し、かたわらのイグレインはやや表情をこわばらせている。眼鏡めがねの奥のその瞳は、グレアムとオルトニートの間をせわしなく行き来していた。

「それにしても、きみはまた少し顔色が悪くなったんじゃないか、ミスター？　少しオルトニートの元気を分けてもらったらどう？」

「余計なお世話だ」

　小さく咳せき払ばらいをしたグレアムは、うつむき加減のまま、上うわ目め遣づかいにパトリックを睨みつけた。

「……それより、俺おれをこんな極東の島国まで呼びつけた理由を聞こうか？　三年前のロンドンでの決着をつけたいというのなら、今ここでつけてやってもかまわないが」

「――――」

　グレアムの剣けん呑のんな言葉を受けて、イグレインが一歩パトリックに寄り添う。

　しかしパトリックは、人を食ったような笑みを崩すことなく、大おお仰ぎように肩をすくめて首を振った。

「いやぁ、あの時はぼくも若かったよ。まだ未熟だった」

「ようやく判ったか」

「きみの実力も読みきれず、それどころか自分の実力さえ把は握あくしきれていなかった。思い出すだけで顔から火が出る思いがするよ。――今やればああはならないだろうと判っているだけに、あの頃の自分が恥ずかしくてしょうがないね」

「……それは、この三年で俺に勝つ自信がついたという意味か？」

「自信はあとからついてくるものさ。ぼくが手に入れたのは確かな力だよ。別にぼくたちだって三年間遊んで暮らしていたわけじゃない」

「だろうな。……〝白い魔女〟の噂うわさ、イギリスを離れてからもたびたび耳にした」

「逆にぼくはきみたちの噂をとんと聞かなくなった。あれからきみたちはどこへ行っていたんだい？」

「ドイツです！」

　グレアムは答えず、代わりにオルトニートが元気よく答えた。

「――ライン川沿ぞいにドイツの古城を訪ね歩いていたんです。古いお城ってすばらしいですよ。ねえ、グレアムさん？」

「この小僧にいっても通じないだろうよ。……そうした情緒や風ふ情ぜいとはまるで無縁の人間だからな」

「それはひどいな、ミスター。ぼくにだって芸術を愛めでる心はあるよ。――今はただ、ほかに優先すべきことが多すぎるだけでね」

　パトリックとグレアムの間に、人工的に冷却されたものとは明らかに違う、殺気をはらんだ冷ややかな空気が流れ始めたのを感じたのか、にこにこ笑っていたオルトニートが口を閉ざし、ポケットから出ていたグレアムの左手を握にぎり締しめた。

「優先すべきこと、か」

　白い手袋につつまれた右手をゆっくりと握ったり開いたりしながら、グレアムはひとりごちた。

「三年前のあの時、俺は自分たちの身を案じるよりも、まずはおまえの息の根を止めることを優先すべきだった。……そのことを今でも後悔している」

「よくあるよ、そういうことってね。ぼくも最近は後悔することばかりさ。――きみをわざわざ呼んだのも、まんざらそれと無関係というわけでもなくてね」

「……詳くわしく聞こうか」

　張り詰めた空気がややゆるんだが、グレアムのまなざしの鋭さに変わりはない。

「もうオルトニートは気づいていると思うけど」

　グレアムから視線を逸そらし、パトリックはいった。

「――今この国には、ミスターが想像している以上に多くのウォーライクがいる。どうしてそういうことになっているのかは知らないけど、とにかくたくさんの〝獲え物もの〟がいるんだ」

「入れ食いだな」

「確かにそうだけど、個人的には雑ざ魚こに興味はないよ。ぼくが狙ねらうのは大物だけさ」

「いるのか、そういうのが？」

「何人かね。……そこで、きみに頼みがあるんだ」

「……俺に頼みだと……？」

　グレアムは目を細めてそばかす青年の言葉を反はん芻すうした。

「とびきりの大物とはいえないけど、この街にひとり、どうしてもぼくの手で決着をつけなければならないロードがいるんだ。彼とはちょっとした因いん縁ねんがあってね」

「まだはたちにもならない小僧が因縁といったか？　いっぱしの口を聞くものだ」

「長くなるから詳細ははぶくけど、簡単にいえば、彼の父がぼくの祖そ父ふの仇かたきなんだよ。だから、そいつだけはどうしてもこの手で始末をつけたい」

「それで？」

「そのロードには何人かの仲間がいることが判っている。決着をつけるにはそいつらが邪じや魔まなんだ」

「だから俺にそいつらを始末しろというのか……？　ずいぶんと虫のいい話だな」

「そういうだろうとは思ったよ」

　展望台の営業時間の終わりを告つげるアナウンスが流れる中、パトリックはイグレインをうながし、エレベーターに向かった。パネルのボタンをリズミカルに連打しながら、肩越しにグレアムを見やる。

「――でもね、きみがこうして日本まで来てくれたことで、ぼくの願いの半分以上はかなったも同然だよ。だってきみは、戦うことが好きなんだろう？　これだけのウォーライクがいるのに、きみがそれを無視して帰国するとは思えないよ」

「知ったふうな口を聞くな。……おまえに俺の何が判る？」

「判らないよ。判りたくもないね。いったい何が楽しくて生きてるんだか……ま、きみの好きにしたらいいさ。きみがこの街で好きにする、イコールぼくの目的が遂すい行こうしやすくなるってことだからね」

「…………」

　無言のグレアムに見送られ、パトリックとイグレインは東京タワーの特別展望台から姿を消した。

「……相変わらず可か愛わいげのない小僧だ」

　グレアムは肩を揺らして何度か咳き込むと、ふたたび東京の夜景に見入った。

　扉の閉じたエレベーターをじっと凝視していたオルトニートは、やがてグレアムの顔を見上げ、

「いったい何が狙いなんでしょうね、グレアムさん？」

「奴やつのか？」

「はい。何かの罠わななんじゃないでしょうか？」

「さあな。……だが、この街に多くのウォーライクが集まってきているのは事実だ。となれば、ある程度は想像がつく」

「……〝書〟、ですか？」

「奴はとぼけていたが、まず間違いないだろう。――ウォーライクは〝書〟に引き寄せられるものだというからな」

「そうですかぁ？　ぼくはぜんぜんそういう感覚ありませんけど」

「自覚のあるなしにかかわらず、運命のように引き寄せる力を持つのだろう。……思えば、俺が小僧の呼びかけを断らずにこの国まで来たこと自体が、おまえを招き寄せようとする〝書〟の采さい配はいだったのかもしれない」

　エレベーターがふたたび上がってきたのを見て、グレアムはそちらに足を向けた。

「――いわば〝書〟とは、ウォーライク同士をめぐり会わせ、戦いへとみちびく死神の書なのかもしれんな。おそらくその表紙は、多くの妖精たちの血でつねに赤く濡ぬれているのだろうよ」

「へえ……何かカッコいいです！　詩人ですね、グレアムさん！」

「おまえは何にでも感動するんだな……」

　喉のどの奥で苦笑いをくぐもらせ、グレアムはオルトニートの手を引いてエレベーターに乗り込んだ。ふたりのほかに、下界へと降りようとする客はもういない。

　ひとしきり笑っていたグレアムは、せまい鉄の箱の中でひとつ嘆息した。

「……〝詩人〟は俺ではない。あいつらだ」
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　返ってきた期末テストの答案用紙を前に、伊織はひとまず安あん堵どの吐と息いきをもらした。

　それこそ幼稚園児の頃から本の虫だった伊織は、体育と音楽は苦にが手てだったが、それ以外の科目は比較的よくできる子供だった。天才というほどではないにしても、理解が早いというのか、ガリガリと根を詰めてやらなくてもそれなりの成績は出せるタイプだったので、中学校でも勉強で苦労したことはない。特に国語や歴史関係は、特に勉強もする必要がないくらいに得意中の得意だった。

　今回の試験をとにもかくにも乗り切れたのは、そうした中学時代までの学力貯金と、クリスから分けてもらった〝魔性の血エルフインブラツド〟で集中力を極限まで高め、一いち夜や漬づけに臨のぞんだ結果だろう。この先テストのたびにクリスの世話になろうとは思わなかったが、いざという時にこれで勉強時間を短縮できると判ったのは収穫だった。

　もっとも、暗記科目でもなければさして貯金もない数学の点数は惨さん憺たんたるもので、赤点を回避するのが精一杯だった。

「……まあ、昔から数学はよくなかったからな」

　自己弁護の呟つぶやきとともに、伊織はバツの多い答案を折りたたんでカバンに押し込んだ。

「おーい、宮本！」

　後ろの席の山やま崎ざきが、やけに明るい調子で話しかけてくる。そこに不ふ穏おんなものを感じた伊織は、山崎が二の句を継ぐ前に口を開いた。

「保証人になれという話ならよそを当たれ。おれを頼るな」

「どうしてそうなるんだよ！　オレすなわち金のハナシか!?」

「違うのか？」

「違う！」

「なら女の話か？」

「ソレだ！」

　山崎は丸めた答案用紙で伊織の胸をつんつんつつきながら、馴なれ馴なれしげに肩を組んできた。

「……今度の週末、プールに行かねえか？」

「おれが学校の授業でもないのにわざわざプールに泳ぎにいくような人間に見えるのか、おまえには？」

「見えないな。ああ、まったく見えん！　おまえはみんなが楽しげに泳いでいる間中、青白く痩やせこけたカラダにバスタオルをはおって、パラソルの下でひとりくら～く文庫本でも読んでいそうなヤツだ！」

「……だったら誘う相手が違うだろう」

「いやいやいや、そういうおまえだからいいんだよ！」

　隣の席の牧まき島しまさつきが不審げな顔をしていることに気づくと、山崎は伊織を教室の隅すみへと引っ張っていき、ことさら声を低く落として続けた。

「――おまえ、例の美少女を連れてこい」

「誰のことをいっているんだ？」

「だからほら、この前スクーターで学校に来てた、白いチャイナの――」

「あれはアオザイだ。チャイナドレスじゃない」

「どっちでもいいんだよ！　とにかくあの美少女を連れてこいよ！　あと、おまえが行くって聞けば、きっと牧島だって来るだろ？　あとは牧島の妹とか、そのへんの女子だって自然に誘えるじゃんかよ！」

「……まあ、そんなことだろうとは思ったが」

　山崎の手から答案用紙をひったくり、その点数を一瞥した伊織は、冷ややかに唇くちびるを吊り上げた。

「現げん実じつ逃とう避ひもほどほどにしておけよ、山崎」

「げっ、現実逃避なんか、べっ、別にオレは――」

「だったらまず古ふる田た先生にお伺うかがいを立てろ」

　伊織たちのクラスの担任は、数学教師の古田真しん一いちである。自分の担当科目ということもあって、試験前から、数学で赤点を取った生徒にはみっちり補習をしてやると鼻息を荒くしていた。放課後の教室に暗い顔をしている生徒たちが少なからずいるのは、そういう補習確定組だろう。無論、山崎もそのひとりだ。

「週末におまえを待っているのは女子の水着姿じゃない。数学の補習だ」

「そういう哀かなしい現実をオレに見せつけるなぁ、宮本ォ！」

　伊織から奪い返した答案をくしゃくしゃに丸め、山崎は頭をかきむしった。

「親と教師の両方から、テストがどうの成績がどうのと小言をいわれるオレの苦しみが貴様に判るか!?　判らねえだろ!?　だったらせめて貴様のしあわせの一部をオレに寄よ越こせっていってんだよ！　少しはオレを哀れと思え！」

「おまえのことはいつも哀れんでいるが」

「そっ、それもまた腹が立つぜ……！」

「いずれにしろ、おれはおまえとプールに行く気はさらさらない。どうしても行きたければ、合コン好きのおまえのアニキだかイトコにセッティングしてもらえ」

　クリスがプールに連れていけとさかんに騒いでいたことを思い出し、おかげで暗あん澹たんたる気分になってしまった伊織は、軽いいきどおりを言葉の刃に載せて山崎を無む慈じ悲ひに斬って捨て、足早に教室を出た。

　期末テストが終われば、夏休みまではすぐである。テスト期間中の張り詰めたようなギスギス感は綺き麗れいさっぱりと消え去り、いまや学園を支配しているのは、長期休暇を前にしたゆるゆるとした開放感だった。

「――伊織くん！」

　昇降口で靴くつに履はき替かえていると、さつきが小走りに追いついてきた。

「数学の点数、どうだった？」

「どうにか補習には出なくていいという程度だ。……おまえは？」

「わたしもまあまあ……かな？　直前でけっこう詰め込んだから――」

「そうか」

　事務的に答え、伊織は歩き出した。

　梅雨が終わって本格的な夏が始まった。午後四時を回っても、じりじりとした暑さが引く気配はない。たっぷりと日中の熱を溜め込んだアスファルトの上を、伊織はさつきと並んで駅へ向かった。

「あの、さ」

「何だ？」

「あの子……ルテティア、さん、のことなんだけど」

「さんづけは不要だ。……で、あれがどうした？」

「あの子とメアドの交換したんだけど……よかった？」

「どうしておれに聞く？　別におれはあいつの保護者でもなんでもないんだ、いちいちおれに断る必要はない。……だいたい、どうせあいつのほうから交換しろといってきたんだろう？」

「うん、まあ……」

「ただ、あいつはまだ日本語が不自由な上に身勝手で、おまけに空くう想そう癖へきもあるからな。あいつのいうことをすべて真まに受うけていると気き疲づかれするぞ？　イヤならさっさと着信拒否して知らん顔をするんだな」

「そ、そういうのはいいんだ、別に。……メールが来るっていってもたまーにだし」

　ふたりで並んで歩いていると、歩ほ幅はばのせいで、さつきのほうがどうしても遅れがちになる。そのたびにさつきは歩調を速はやめて伊織に追いつき、遅れるとまた速めて……ということを何度も繰り返している。

　しかし、伊織は自分のペースをゆるめようとは思わなかった。並んで歩きたいと思っているのはさつきのほうであって伊織ではない。だから自分がわざわざ合わせてやる必要もない。

　そんなふうに考えてしまうところが、伊織がひどい男と――常葉ときわあたりに――いわれてしまうゆえんなのだろう。

「あの……伊織くん？」

　何度目かに追いついてきたさつきが、おずおずと尋ねた。

「……ルテティアさん、いつまでいるの？」

「日本にいつまで滞たい在ざいするのかという意味か？」

「っていうか、いつまで伊織くんちにいるのかなって――」

「おれのほうが聞きたいくらいだ」

　軽い苛いら立だちを溜息に混ぜて吐はき出だした伊織は、恩知らずの美少女の横顔を脳のう裏りに思い浮かべ、心の中で舌を出した。

「……叔父さんがあいつを連れてよそに移り住んでくれれば助かるんだが」

「叔父さんて、海外に行ってるっていう……？」

「ああ。もうすぐ帰国するという知らせがきのう届いた」

　もっとも、帰国した叔父がルテティアだけを連れてよそで暮らす可能性はほぼゼロだろう。単純な広さだけでいえば豪ごう邸ていの部類に入る宮本家に住みながら、あらたに別の部屋を借りて別居するなど金の無む駄だでしかない。

「そっか……クリスちゃんもお父さんといっしょに暮らせるならそのほうがいいよね」

「そうだな」

　そんな〝設定〟があったことをいまさらのように思い出し、伊織は口もとを引き締めた。叔父が帰国したら、真っ先にそのことを教えて徹底させておかなければならないだろう。
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「……これぞ自由業の特権ってヤツだな」

　世間の人々が学校での勉学や会社での労働に従事している昼日中、ビーチベッドに横たわってのんびり冷たいジンジャーエールを堪たん能のうしていられるのは、確かにそうした時間に束そく縛ばくされない自由業の人間だけだろう。

　もっとも、現在の由ゆ良ら健けん二じは自由業ではなく、厳密にいえば無職である。時間は切って売るほどにありあまっていた。

　都内の各所では、関東地方の梅雨明け宣言を待たずに次々にプールがオープンしている。このホテルでもリニューアルしたばかりの屋おく外がいプールが先週オープンし、週末にはかなりの人出でにぎわった。平日のきょうも、若い女性客を中心になかなかの盛せい況きようぶりである。

　そんな中、健二は水に入ることもなく、かといって身体からだを焼くこともなく、日ひ陰かげでちびちびとジンジャーエールを飲みながら、マラハイドが泳ぐさまを眺めている。

「どうでもいいけど……あれはあれで楽しんでるのかね、まーちゃんは？」

　サングラスをずらしてマラハイドを見つめ、健二は苦笑した。

　スレンダーな肢し体たいを黒いワンピースの水着に包んだマラハイドは、ただひとり競泳でもしているかのような速さで泳ぎ続けている。ただひたすらプールの端から端へ、飽あきることなくクロールで何往復もしているその姿は、ストイックというよりもいっそ異様というべきかもしれない。浮き輪やビーチボールとじゃれている周囲の女性客の中から完全に浮いている。

　ジンジャーエールを飲み干した健二は、バスタオルを片手にプールサイドに歩み寄った。

「おーい、まーちゃん」

「――はい」

　見事な抜き手で泳いでいたマラハイドが、耳ざとく健二の呼びかけを聞きつけ、ゆっくりと近づいてきた。

「何ですか、ケンジさん？」

「いったい何がまーちゃんをそこまで駆り立てるのか判らねえけど、とにかく一度上がって休んだら？」

「ケンジさんがいうなら……はい」

　ざぱりとプールから上がったマラハイドは、受け取ったバスタオルで全身を拭ふきながら、ふと健二の肩越しに視線を移した。

「――――」

　健二がその視線を追いかけると、テラスのところにひどく場違いな黒ずくめが立っているのが見えた。

「あいつは……キーツだったっけか？」

「ジョンです」

「……区別つかねえよ、オレには」

　肩をすくめて振り返った健二は、まっすぐこちらへとやってくるジョンに軽く手を振った。

「よう、珍しいとこで会ったな。ホテルマンのバイトか？」

「マダムの前ではそういう冗じよう談だんは口になさらないほうが賢明です」

　健二の軽口を無情に叩たたき落おとし、古風な執事然としたジョンは淡々と告げた。

「――マダムがお待ちです。どうぞこちらへ」

「きょうここで会うなんて約束をした覚えはないぜ？　きょうは完全にオフのつもりでここにいるんだがな」

「マダムがお待ちです」

「……こっちの意見はシカトかよ」

「それ以前に、どうかあなたさまのお立場をお忘れなきよう」

「へいへい」

　あくまで慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなジョンにうながされ、健二はマラハイドと顔を見合わせてホテルの中に入った。




　着替えをすませた健二たちが案内されたのは、同じホテルの最上階にあるレストランだった。伝統的なベトナムの宮廷料理とフレンチの融合を謳うたった、やや敷しき居いの高めな人気店らしかったが、まだ夕刻前という時間帯を考えても、やけに人気がない。

「……休みじゃねえの？」

「どうぞこちらへ」

　健二の呟きを無視し、ジョンはふたりを店の奥へと案内していく。

　フランス統治下のベトナムをイメージしたヴィラ風の店内には、明るすぎない照明がともされ、かすかにＢＧＭも流れている。少なくとも休業日ではないようだが、店内に客の姿は皆かい無むだった。

「よっぽど評判が悪いのか、それとも――」

「余人には聞かせられないお話になるでしょうから」

　そう答えたジョンがしめした先には、店の一番奥の席に悠ゆう然ぜんと待ち受ける、無む慈じ悲ひな美女の姿があった。

「…………」

〝無慈悲で美しい人ラ・ベル・ダム・サン・メルシイ〟――ラ・ベルは、無言で健二たちに自分の向かいの席を勧すすめた。その隣には、ジョンと瓜うりふたつの黒衣の青年、キーツが無言ではべっている。

「最初に聞いておきたいんだが」

　席に着くなり、健二は切り出した。

「アポなしでいきなりオレたちを呼びつけたってことは、オレたちにご馳ち走そうしてくれるって考えていいんだよな？　途中でアンタが消えて、ここの支払いがオレ持ちになるなんてことはないんだろ？」

「くだらないことを心配するのね」

　ラ・ベルは赤い唇を吊り上げて健二を笑った。

「見ての通り、きょうは貸し切りよ。わたしがそんなに狭きよう量りような女に見えるの？」

「何しろ就職活動中の身としては、ホテルのプールで涼を取るのが精一杯のゼイタクでね。……この子、えらく食うだろ？」

「すいません」

「まーちゃんがあやまることじゃねえよ」

　健二は隣に座ったマラハイドの頭をくしゃりと撫なでた。

「――きょうはマダムのおごりだってさ。せいぜい腹いっぱい食えよ、まーちゃん」

「はい。……ハンバーガーはありますか？」

「……ねえだろ、ふつうに」

　ずしりとした重みさえ感じるメニューを開き、健二はジャンクフード好みのマラハイドが気に入りそうなものをいくつか注文した。そのどれかがマラハイドの琴きん線せんに触ふれれば、あとは同じものを満足するまでオーダーし続けるだけだ。ふつうの店では、経済的な問題と外がい聞ぶんの悪さのせいでなかなかこういうことはできないが、サイフの中身も周囲の人の目も気にしないでいいとなれば、遠えん慮りよする理由はどこにもない。

「――あとはこれとこれとこれ。ドリンクは冷たいロータスティーで」

「ビールやウオッカもあるのよ？」

「酒は嫌いなんだ」

「下げ戸ことは意外ね」

「飲めないんじゃない、飲まないんだ。……酔よっ払ぱらいが嫌いなんでね」

　黒光りするテーブルの表面を指でつつき、健二はその話題をここで打ち切るかのように切り出した。

「――で？　きょうはまた何の御ご用ようで？」

「仕事はどう？　楽しい？」

「は？　さっき就職活動中っていったろ？　もうホストはやめたんだよ」

「そうじゃないわ。――わたしが命じた〝仕事〟のほうよ」

　命じたというところにアクセントを置き、ラ・ベルはワイングラスを傾かたむけた。人にはビールやウオッカを勧めておきながら、自分ではビンテージワインを飲んでいる美女に心の中で毒づき、健二はちょうど運ばれてきたハス茶を軽くすすった。

「……楽しいだの楽しくねえだの、そういうモンじゃねえだろ」

「何か不満でも？」

「さてね」

　健二がおとなしくラ・ベルにしたがっているのは、それがマラハイドとともにいるための絶対条件だからにほかならない。ラ・ベルは気に食わない女だが、マラハイドのためと思えば我が慢まんもできる。

　ただ、肝かん心じんなことは何ひとつ教えようとしないラ・ベルのやりかたに、苛立ちを覚えているのも事実だった。

「――そういやこの前、銀座ですげェのに出くわしたぜ」

「すげェの、ねえ……？」

「ああ」

　生なま春はる巻まきを口に放り込み、健二はうなずいた。

「オレと同じか少し年下くらいの青い目の小僧と、白ずくめのウォーライクのカップルだ。小僧のほうはともかく、ウォーライクのほうはかなりやりそうだったな」

「手は出さなかったの？」

「……それでもしまたオレたちが死にかけたとしても、もうアンタは助け舟を出しちゃくれねえんだろ？」

「そうね……頭の悪い猟りよう犬けんを二度助けるより、別の猟犬をあらたに仕込むほうがいいかもしれないわね」

「犬呼ばわりかよ」

「もののたとえよ。いちいち突っかかるなんて子供ね、あなた」

「ふん」

「〝白い魔女〟というのよ」

「は？」

「だから、あなたたちが出会ったそのすげェの――よ」

「アンタ……」

　箸はしを持つ健二の手が止まった。

「いたのか、あの場に？　見てたのか、オレたちを？」

「ええ」

「……判らねェな」

　健二が未知のウォーライクと遭そう遇ぐうしたあの銀座の雑ざつ踏とうのひとコマを、どこからかラ・ベルが見ていたというのは少なからぬ驚きではあったが、それ以上に今は彼女のやりようが不思議に思えて仕方がなかった。

「アンタはオレたちに、ほかのウォーライクを始末しろという。始末しながら、〝書〟とかいうモンを捜さがせという。――けどよ、アンタはオレたちよりもよっぽど強いじゃねえか。だったらその時、どうしてヤツらを始末しなかったんだ？　その魔女とかいうのがどの程度の強さか、オレにはまだよく判らねェけど、アンタの実力なら確実に勝てただろうが」

　かつて健二は、一度だけラ・ベルに戦いを挑いどんだことがある。

　いや、戦いを挑んだといえば聞こえはいいが、実際には戦いなどというレベルではなかった。マラハイドを振りかざして斬りかかっていった健二は、ラ・ベルに触れることすらできずにはじき飛ばされ、そのまま動けなくなってしまったのである。

　断じて戦いなどというレベルではない。ラ・ベルは健二を自分の敵として認識すらしていなかった。

　あれからいくつもの戦いをくぐり抜け、健二とマラハイドは力をつけてきた。だが、それでもまだ健二は、ラ・ベルが自分たちを歯し牙がにもかけていないということを察さつしている。

「それだけの強さがあるのに、アンタ、なぜ自分で手を下さない？　まさか、面倒だから、なんていわねえだろうな？」

「それもあるわね」

「おい」

　平然と答えたラ・ベルに対し、健二は思わず腰を浮かせかけた。

「――――」

　ラ・ベルの両脇にじっと立ち尽くしていたジョンとキーツが、健二の動きに呼応するかのように視線を動かし、後ろ手に組んでいた手をほどいた。

　だが、激げつ昂こうしかけた健二を引き止めたのは、ジョンでもキーツでも、ましてやラ・ベルでもなく、運ばれてきたコム・ガー――いわゆるハイナンチキンライスをもぐもぐと食べていたマラハイドだった。

「ケンジさん、これ、おいしいです」

　のんびりとしたマラハイドの声に毒どく気けを抜かれた健二は、ふ～っと溜息をもらして椅い子すに腰を落ち着けた。

　そんな健二を面白そうに見つめ、ラ・ベルはいった。

「……ジュニアリーグにプロが参戦できる？」

「そりゃアンタ――いや、確かにオレたちとアンタとじゃ、プロとアマ以上の力の差があるだろうけどよ」

「そういうルールがあるのだと思っていなさい」

「ルール？」

「そうよ。それがルール。わたしたちがあなたたちの戦いに手を出すことはできない。できるのはせいぜいこうして口を出すことくらいね」

「この前みたいな助け舟は、ホントならルール違反――ってわけか？」

「そういうことになるわね」

「……ますます判らねェ」

　弱々しくかぶりを振った健二は、次々に運ばれてくるコム・ガーを無心に食べ続けるマラハイドを見やった。

「……アンタら〝吟遊詩人ミンストレル〟てのは、いったい何がしたいんだ？　〝妖精の書レボル・シオグ〟ってのはいったい何なんだ？」

「いい猟犬は、飼い主の素す性じようや考えに疑問をさしはさまないものよ」

「また犬呼ばわりかよ」

「もののたとえよ」

　同じフレーズを繰り返し、ラ・ベルは笑った。

「――余計なことに気を回す暇ひまがあったら、さっさとあの魔女を倒してマラハイドを強く育てることね」

「アンタがやれというなら、そいつを最優先でやるけどよ」

「そうしてちょうだい。――そばかすのあるローエングリンなんて、可愛くも何ともないわ」

「は？」

「〝白い魔女〟――イグレインは強敵よ」

　健二の疑問の声を無視し、ラ・ベルは空からになったグラスを脇に寄せた。すぐにキーツがワインクーラーからボトルを取り、グラスにワインをそそいでいく。

「でも、あなたたちが勝てない相手じゃないわ」

「そりゃどうも」

「……期待してるわ」

　青い水銀のような輝きを帯びた瞳を細め、ラ・ベルはワイングラスに口をつけた。























　鬱うつ々うつとした梅つ雨ゆの終わりを歓迎するかのように、冷たい水みず飛沫しぶきと人々の歓声がはじけていた。巨大なプールも、それに広いプールサイドも、水とたわむれる人々であふれ返っている。まだ夏休み前でこの人出なら、お盆の時期にはいったいどうなるのか、想像したくもない。

「……ぬう」

　まばゆい陽ひ射ざしに目を細め、伊い織おりはあまりの混みように、どこぞの無口な少女のような呻うめき声ごえをあげた。

「……ぬぅ」

　まるであとを追うように聞こえてきた声にふとかたわらを見ると、くだんの無口な少女が伊織を見上げていた。

　いつもはミニ浴衣ゆかたを着ていることの多いリリオーヌも、きょうはさすがに水着を着ている。おそらく常葉ときわが見立てたのだろう、彼女の少女趣味が丸出しの、フリルたっぷりのピンク色のワンピースだった。

「……別におまえの真ま似ねをしたわけじゃないからな？」

　じっと自分を見つめるリリオーヌに、いまさら言い訳のようにそういって、伊織は視線を女子更衣室のほうへ向けた。

「とうっ！」

　ちょうどその時、頭の上に浮き輪をかつぎ上げたクリスが、更衣室から駆け足で飛び出してきた。いかにも幼い女の子らしい青と白のビキニの水着は、伊織ではなくルテティアが買ってきたものだ。

「お待たせ、リリオ！　早く入ろ！」

「……人ならぬ身のおまえに準備体操をしろなどとはいわないが、そもそもおまえは泳げるのか？」

「泳げるよ！」

　浮き輪をたすきがけにして元気よく挙きよ手しゆして答えたクリスは、すぐにまた元気よく、「たぶん！」とつけ足した。

「……たぶんというのはどういう意味だ？　泳げるのか泳げないのかはっきりしろ」

「泳げるよ！　泳いだことないけど！」

「…………」

　伊織はこめかみを押さえ、根こん拠きよのない自信を披ひ露ろうする少女を見下ろした。

　考えてみれば、クリスはシャワーの最中に目を開けていることすらできないような小娘である。常識的に考えて、そんな少女が泳げるわけがない。第一、本当にクリスが泳げるというのなら、わざわざ浮き輪などレンタルしないだろう。

　伊織は浮き輪を持っていないリリオーヌに視線を移し、尋たずねた。

「……おまえは泳げるのか？」

「……ぬ」

　こくりとうなずき、両腕をばたつかせてクロールの真似をするリリオーヌ。イメージで決めつけるのはどうかと思うが、文武両道の常葉に世話になっているリリオーヌが、まったく泳げないというのは考えにくいので、たぶん泳げるのだろう。

「いっておくけど、わたしはかなり泳げるわよ？」

　白いビキニ姿で出てきたルテティアが、聞かれてもいないのに得意げに答える。

「ああ、おまえはイギリスからフランスまでドーバー海かい峡きようを自力で渡ってきた口だろうしな」

「さすがにそんなことしてないわよぅ」

「おれも冗じよう談だんでいったつもりだが」

　伊織は眉み間けんにしわを寄せてルテティアから視線を逸そらした。

　ルテティアは風呂上がりにスリップ姿で宮みや本もと家けの室内をうろつくことが多く、そうした光景には伊織もずいぶんと耐たい性せいがついたつもりだったが、水着姿となるとまた話が別だった。見事なプロポーションにイタリア製のブランドものの水着は、この混雑の中でもひときわ目を惹ひくだろう。

　なるべくルテティアを見ないようにしながら、伊織はいった。

「――そんなに泳ぎが得意なら、クリスのコーチはおまえに任まかせる」

「え？　冗談でしょ!?」

「人の予定にあとから勝手に割り込んできたのはおまえだ。少しくらい感謝の気持ちを具体的に見せろ。……それもイヤなら今すぐ帰れ」

「ちょっと！」

「自分でいうのも何だが、おれはスポーツは苦にが手てだ。水泳もせいぜい二五メートル泳ぐのが関の山で、とても人に教えられるほどじゃあないからな」

「アナタの運動音おん痴ちぶりなんか知らないわよ。コドモの面倒を見るのは保護者の仕事でしょ？　アナタができないならトキワセンパイにやらせれば？」

「相変わらず感謝知らずな女だな」

「アナタにはこの前た～っぷり貸しを作ったつもりだから、そんなこといわれても痛くもかゆくもあっりませ～ん。――じゃあね～♪」

　舌打ち混じりの伊織の冷ややかなまなざしを平然と受け流し、ルテティアはあまり混んでいない水深の深いプールのほうへとさっさと行ってしまった。

「――待たせたね、宮本後こう輩はい」

　伊織が憮ぶ然ぜんとしているところに、大おお路じ常葉がやってきた。

「更衣室が混んでいて、少し手て間ま取どってしまって――」

　シャープな印象の黒い水着を着た常葉は、ちょっと眉まゆをひそめて伊織の顔をまじまじと見つめた。

「……何ですか、先せん輩ぱい？」

「きみは眼鏡めがねがあったほうがいいな」

「は？」

「いや、深い意味はない。そちらのほうが見慣れているだけかもしれないしな」

　ひとりで疑問に思ってひとりで納得し、一方的に話題を切り上げた常葉は、あたりを見回していまさらのように尋ねた。

「……彼女はどうした？　わたしより先に着替えを終えて出てきたはずだけど？」

「ルテティアなら、さっさとひとりで泳ぎにいきましたよ。初心者にはつき合えないそうです」

　クリスがどうやらまったく泳げないらしいということを伊織が説明すると、常葉は困こん惑わくの表情でうつむいた。

「それは……困ったな」

「そうですね。おれも泳ぎは得意じゃないですし」

「え!?　きみ、泳げないのかい？」

　常葉が頓とん狂きような声で聞き返すと、伊織は顔をしかめてあたりを見回した。今の常葉のいいようでは、まるで伊織が完全なカナヅチのように聞こえる。

「いや、まったく泳げないということはないです。ただ、人に教えるほど得意でもないという意味で……あ、でもリリオーヌは泳げるんですよね？」

「そ、そう？　いや、よく知らないけど」

「え!?」

　今度は伊織のほうが驚きの声をあげる番だった。

「先輩がリリオーヌに泳ぎを教えたんじゃないんですか？」

「違うよ。だって、リリオーヌを泳ぎに連れてきたのはきょうが初めてなんだよ？　水着だってきのう買ってあげたばかりだし――ねえリリオーヌ、本当に泳げるの？」

「……ぬ」

　常葉の質問に力強くうなずいたリリオーヌは、クリスの手を取って自分の薄い胸をぽんと叩たたいた。

「わたしが、きょう中に、クリスを泳げるようにするから……任せて」

「あ、ああ……」

　ふだん無口な少女の頼もしい発言に、伊織はただかくかくとうなずくだけだった。

「それじゃ行ってくるよ、イオリ！　あとでクリスがイオリに泳ぎ方をコーチしてあげるからね！」

「コーチは遠えん慮りよするが、まあ、がんばれ」

　リリオーヌに手を引かれて去っていくクリスを見送った伊織は、長い溜ため息いきののち、カラフルなエアーマットを小脇にかかえて常葉を振り返った。

「……本当に任せていいんですかね？」

「いいんじゃないかな？　あの子たちはふつうの人間とは違うし――」

「だったらおれは、のんびりそのへんでテキトーにたゆたってようかと思うんですが」

「あ、ああ、いいね。わたしもごいっしょしようかな」

「は？　別にいいんですよ、おれに気を遣つかわなくても？」

「そういうわけではないんだ。……その、ちょっとあの子たちには聞かせたくない話もあるし――ね」

　どこかぎこちなさを感じさせる常葉の反応に、伊織は首をかしげた。いつもはきはきしている彼女にしては珍しいが、あいにく眼鏡をかけていない今の伊織には、常葉の細かな表情の変化を確認するすべはない。

「と、とにかく行こうよ」

「はあ」

　じりじりと熱いプールサイドを突っ切り、伊織は常葉とともに流れるプールへと向かった。ゆったりとした流れにエアマットを浮かべ、どぷんと飛び込む。

「――ふう」

　競技場のトラックよりも長い水路延長を誇ほこる流れるプールは、まさに芋いもを洗あらうといった表現がふさわしい混み具合で、人と触れ合わずに泳ぐのはほとんど不可能だった。

　もっとも、健康的に波を切って泳ぐつもりなど最初から伊織にはない。エアマットに上半身を乗せて流れていければそれで満足だった。

「宮本後輩」

　両手で水をかき、常葉が伊織のほうへとやってきた。

「――いいかな？」

「あ、はい。何のお話ですか？」

「この前、みんなできみのおうちにお邪じや魔ましたよね？」

　近い。

　まるで丸まる太たにすがるかのように、ふたりで横並びになってエアマットに取りついているおかげで、伊織と常葉の二にの腕うでが完全に密着している。何より、おたがいの顔が非常に近い。あまり他人に聞かれたくない話題には違いないので、こうして声をひそめてやり取りするのは正しくはあるのだが、それにしても近かった。

「――どうかした、宮本後輩？」

　そう尋ねる常葉の顔が少し赤いような気がしたが、伊織は無言で首を振り、冷たい水を手ですくって自分の顔を洗った。

「別にどうもしませんよ。……で？　何なんです？」

「きみ、本当はあれ以前から、何か気づいていたんじゃないのかい？」

「気づいていたというのは？」

「例の本だよ。パトリック・ハーンが〝妖精の書レボル・シオグ〟とか呼んでいるらしい、何も記されていないあの本のことさ」

「ああ」

　あまりよろしくない話題だな――と、伊織は思わず顔をしかめそうになり、慌あわててそれを止めた。勘かんの鋭するどい常葉なら、伊織の些さ細さいな表情の変化だけで何かに気づくかもしれない。

「きみは、あれをルテティアが越してきた時に棺ひつぎの中から見つけたといっていたよね？　そして、それがお父上にとって大事なのものだろうから、銀行に預けていた――そういっていたよね？」

「確かにそんなことをいったかもしれませんね」

「しかし実のところ、きみは最初からあれが何がしかのいわくを持った品だと気づいていたんだろう？」

「そりゃまあ、わざわざあんな隠し方をされていれば、いくらおれでもあれが未使用の日記帳だとは思いませんよ。多少はそういう可能性だって考えます」

「でも、三人で美術準備室に集まった時には、きみはそんなことは微み塵じんもいっていなかったよ？　先生はきみに、パトリックたちが何かを狙ねらってきみの家に侵入したんじゃないかと尋ねたけど、きみはまったく心当たりがないと答えたじゃないか」

　常葉の追及は、彼女の薙なぎ刀なたの切っ先と同様に鋭く、そして正確に斬り込んでくる。色いろ恋こい沙ざ汰たに関することを除のぞけば、常葉王子はつねに冷静で理り路ろ整せい然ぜんとしていて、伊織が逆に論ろん破ぱできるような隙すきのある少女ではなかった。

「つまり――きみは噓うそをついていたわけだよね」

「…………」

　ついにその切っ先を喉のどもとに突きつけられた伊織は、しわを指で押し伸ばすように眉間を押さえ、どう答えるべきかを思し案あんした。

　そんな伊織を見ていた常葉は、小さく溜息をついて瞳ひとみを伏ふせた。

「……わたしのせいかな？」

「は？」

「わたしが早はや瀬せ先生を信用しすぎるなといったせい？　だから先生に対して真実を打ち明けなかった――そういうことだよね？」

「…………」

「……わたしはきみに余計なことを吹き込んでしまったみたいだな」

「いや」

　きっかけは確かに常葉の言葉だったかもしれない。しかし、伊織自身が薬くす子この行動に不信感を覚えているのも事実だった。

　何とはなしに視線を落とした伊織は、常葉の胸の谷間をぼんやりと見つめながら、継ぐべき言葉を捜していた。

「その……別に先輩のせいというわけではなくて――」

「宮本後輩」

「はい？」

「おたがい目を見て話そう」

　小さな声でいった常葉の顔は、さっきよりもさらに赤くなっているようだった。

「す、すいません」

　伊織は咄とつ嗟さに常葉のそばから離れた。

　そのとたん、エアマットの重心が一方にかたより、常葉の身体からだが大きくプールの流れの中に沈み込んだ。

「ちょっ――」

　このあたりの水深は、たぶん一八〇センチほどはある。自分の身長より深い水の中に没した常葉は、慌てて手を伸ばして伊織の腕を摑つかもうとした。

「先輩!?」

　自分の腕を摑んだ常葉の力の強さにイヤなものを感じ、伊織は常葉の腰に手を回してエアマットの上に一気に押し上げた。

「――――」

　がっちりとエアマットを摑み、常葉は軽く咳せき込こんでいる。それを横で見ていた伊織は、声をひそめてそっと尋ねた。

「もしかして先輩……泳げないんですか？」

「……だからさっき、困ったなといったんだ」

　いつになく恨うらめしげなまなざしで伊織を見やり、常葉は呟つぶやいた。

「更衣室で、ルテティアが泳ぎは得意だといっていたから、できれば教えてもらおうと思ったんだけど――」

「あんな性悪に教えてくれと頼んでも、どうせからかわれるだけですよ」

「きみに習うよりはマシだろう？」

「そりゃあまあ、確かに人に教えられる立場じゃないのは承知してますけど……」

「そういう意味じゃないよ」

　大きく深呼吸してようやく落ち着きを取り戻したのか、常葉は顔を手でぬぐって苦笑した。

「――きみに武道をやったほうがいいだの心構えがどうだの、偉そうなことばかりいっていたわたしが、実は五、六メートル泳ぐのがやっとだなんて、そんなの恥はずかしいじゃないか」

「別に笑ったりしませんよ」

　文武両道、礼儀正しく作法も完かん璧ぺきで、隙らしい隙が何も見当たらない大路常葉が、実はろくに泳げないという事実は、伊織にとってあまりに意外で驚きはしたものの、それを笑おうという気にはならなかった。

　確かに常葉は泳ぎが不得意かもしれないが、その点に関しては伊織も五十歩百歩、まして伊織には、それ以外にいくらでも欠点がある。常葉とくらべれば伊織は欠点の塊かたまりのような人間であって、とても常葉を笑えるような立場にはない。

「さっきの話の続きなんですが」

　これ以上この話題には触ふれずにおこうと、伊織は話をもとに戻した。

「――おれが美術準備室で例の本のことを先生にいわずにいたのは、先生を信用していいかどうか、おれに迷いがあったからです。ただ、それは先輩にあれこれいわれたからというよりも、おれ自身、あの人の素す性じようを摑みかねているというか、ちょっと得え体たいの知れない人だなと思ってしまったことが一番の原因なんです。だから、別に先輩のせいじゃあない」

「けど、そもそものきっかけは――」

「いいんですよ、それはそれで」

　反はん駁ばくしかけた常葉の言葉をさえぎり、伊織はかぶりを振った。

「――おれは最初からあの人に助けられてばかりだった。そのせいで、あの人のいうことなら何でも盲もう目もく的てきに信じるようになりかけていた。あのままだったら、おれは、たとえあの人の判断が間違っていたとしても、それに気づかずにただ盲信してしまっていたかもしれない」

　それをひとまずニュートラルなポジションに戻してくれたのが、薬子を信頼しすぎるなという常葉のひと言だった。

「……それは判ったけど、でも、それによってきみは、今度は先生ではなく、わたしのことを盲信するようになっているんじゃないのかい？」

「今のおれが一番に信じているのは自分の考えですよ。そしておれは、少なくとも現時点では、先生よりも先輩のほうが信用できると考えてるんです」

「根拠を聞いてもいいかな？」

「先にいっておきますけど、悪い意味に取らないでくださいよ？」

「何を？」

「つまり――先生は大人で、先輩は子供だってことですよ」

　もう少しつけ加えるなら、薬子はひとすじ縄ではいきそうにない大人であり、常葉は裏表のない素直な子供ということである。

「薬子先生は、よくも悪くもしたたかな大人ですよ。必要ならさらりと噓をつける人だと思います。――でも、先輩は噓をつけないでしょう？」

「わたしはそんなに高こう潔けつな人間じゃないよ」

「噓をつけないというか、噓をつくのが下へ手たな人なんですよ、先輩は」

「下手じゃない――とはいえないな、確かに」

「根拠といえばそのくらいです。……まあ、この先どうなるかは判りませんが」

「そうか……きみは正直だな」

　常葉は溜息をついて空を見上げた。

「……そろそろリリオーヌの様子を見にいったほうがいいかな？　わたしよりよほど泳ぎが達者らしいから、心配はいらないと思うけど」

「いや、ここは小学生以下は保護者同伴が原則ですから、子供だけで長時間放置しておくのはＮＧです。監視員に目をつけられない程度には、そばに保護者がいるってことをアピールしておかないと」

「それじゃ行こうか」

「はい」

　伊織はエアマットをそっと引っ張ってプールのへりのほうへ移動し、先に水から上がって常葉のほうに手を伸ばした。

「――ありがとう」

　伊織の手を握り返してきた常葉の手は、いつも薙刀を握っているとは思えないほど、小さくてやわらかかった。
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　白い手袋につつまれた指が、細こまかく震えている。

　グレアム・アーサー・シャーロックは、その震えを止めるかのように、ひとつ大きく深しん呼こ吸きゆうしてからカップを手に取った。

「グレアムさんグレアムさん！」

　静かな店内をおもんぱかってか、いつも元気のいいオルトニートも、きょうは少し声をひそめている。

「――ここ、いいお店ですね！　日本にこんなお店があったなんて、少し意外じゃないですか？」

「そうだな……繁はん盛じようしていないところがまたいい」

　一四、五人も入ればいっぱいの店内には、カウンターに陣取ったグレアムたち以外に客の姿はない。そのくせ、洗ったばかりのカップを拭ふいている中年女のギャルソンヌには、その客の入りの悪さを嘆なげいたり焦あせったりしている様子は見られなかった。

　そんなゆるい雰ふん囲い気きが、今のグレアムには何とも心地よく思える。

「ぼく、断然このお店が気に入りました！」

「それはよかったな……」

　熱いアールグレイをひと口すすり、グレアムはオルトニートの無邪気さを笑った。

　外界の喧けん噪そうとは縁遠い静せい謐ひつさの中に、ベルガモットオレンジの香りがゆるゆると溶けていく。ソーサーにカップを戻したグレアムは、今はもう店内の装飾品のひとつとなっているスタウトビールの瓶びんを眺ながめ、それから肩越しに背後を振り返った。

　ドアベルがからりと軽い音を立て、三人目の客がやってきた。

「どうも」

　モノクルをかけた老紳士は、頭に載のせていた帽子をつまんでかかげ、グレアムに挨あい拶さつした。

「…………」

　無言の黙もく礼れいで返したグレアムの隣となりに腰を下ろした老紳士は、ギャルソンヌと二、三言葉を交わすと、ポケットから古ぼけた本を取り出した。

「――〝男爵〟」

　本の表紙を一いち瞥べつしたグレアムが、その持ち主を見み据すえて呟いた。

「ダンセイニ男爵、か」

「ああ。彼の書いた夢見がちな詩が好きでね。出先にはいつも持っていくことにしているんだよ」

　ロード・ダンセイニの詩集の表紙をそっと撫なでる老人に、グレアムは尋ねた。

「……この店へは？」

「常連というほどではないが、最近はよく来るよ。ここで出している紅茶は、インドやスリランカまで直接買いつけにいって仕入れているそうでね。とてもいい茶葉が揃そろっている」

「そうか……」

「そういうきみは、この店は初めてかね？」

「ああ。偶然目について入ってみただけだが、世の中には予想もしない出会いというものがあるのだな……」

「運命か……確かにそうかもしれない」

　グレアムと老紳士が話し込んでいる間、オルトニートはふたりの顔をときどき見くらべるだけで、いっさい口出ししようとはせず、ただ黙もく々もくとキューカンバーサンドを食べていた。

「ところで」

　ポットといっしょについてきた砂時計を見つめたまま、老紳士が切り出した。砂がすべて落ちきれば五分経過――ポットの中のダージリンも飲み頃になる。

「きみは、何年ほどになるかね？」

「……何がだ？」

「今のような暮らしを始めてからの年月だよ。まさか一年や二年ということはないだろう？」

「ああ……よく覚えてはいないが、けっこうな長さになるな。しかし、それがあんたに何の関係がある？」

「老ろう婆ば心しんながら、ひと言忠告させてもらうと――だ」

　蒸らしの終わったダージリンをカップにそそぎ、老紳士は立ち昇る白い湯ゆ気げに目を細めた。

「――きみはもう少し自分を大事にしたまえ」

「まさに老婆心だな……」

　グレアムは喉を鳴らして笑った。笑ったつもりだったが、人には苦しげに咳き込んでいただけのように見えたかもしれない。気を遣ってふたりから少し離れていたところに移動していたギャルソンヌが、ちらりとグレアムのほうを見やっていた。

　ダージリンの香りを堪たん能のうしているのか、老紳士はカップを手にしてじっと目を閉じている。

「人には……分ぶんというものがあるのではないかね？」

「身勝手なことをいう……人間に分不相応な望みをいだくようそそのかしているのは、ほかならぬあんたたちだろう？」

「私は――我々はただ見守るだけだ」

「ならこれからもそうしていればいい。俺おれを哀あわれむ必要はない。俺は俺のやりたいようにやっているだけだ」

「私もそうしたいのはやまやまなんだが……きみとは長いつき合いになるからね」

「そうらしいな。……こうして言葉を交わすのは初めてだが」

　グレアムは老紳士の言葉に深くうなずいた。

「……俺はずいぶんと年を取ったが、あんたは昔と変わらんように見える」

「いや、きみも変わっていないよ。見た目はともかく、相変わらず頑がん固こだ」

「そう思うなら無む駄だな努力はよせ」

「……そうしよう」

　まだポットの中にはたっぷりと紅茶が残っているというのに、カップをひとつ空からにしただけで老紳士は席を立った。

　支払いをすませて店を出ていこうとする老紳士に、グレアムはいった。

「……酒とタバコはやめたぞ」

「それは重ちよう畳じよう。できればもうひとつもやめてもらいたかったが」

「あれだけはやめられん」

　グレアムはティーコゼーをかけていたポットに手を伸ばし、ひどく渋みの増したアールグレイをカップにそそいだ。

「――お知り合いですか？」

　老紳士を見送ったギャルソンヌが、グレアムに尋ねた。

「知り合いというほどの仲でもない」

「ずいぶんとお話がはずんでいたようですけど」

「向こうは俺のことをいろいろとよく知っているようだが、俺は向こうのことをほとんど何も知らない。……そんなような関係だ」

　グレアムの答えに、ギャルソンヌは、判ったような判らないような、微妙な表情を浮かべて首をかしげた。

「ここはすごいお店ですね、グレアムさん」

　相も変わらずオルトニートは無邪気に笑っている。

「――あんな人まで出入りしているなんてすごいや」

「いいか、オルトニート」

　いつも笑いのない顔をことさらにしかめて渋い紅茶を飲み干し、グレアムはいった。

「――ああいう手合いを〝詩人〟というんだ。あいつらこそが本当の〝吟遊詩人ミンストレル〟なんだ」
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　思うさま身体を動かして遊べば、当然のように腹が減る。まして、人並みはずれた健けん啖たんさの持ち主ともなればなおさらである。

　そんな幼く獰どう猛もうな怪獣たちを夕刻のファミレスに連れていく愚ぐは、伊織も重々承知してはいた。しかし、「おなかすいたおなかすいた！」とひとりシュプレヒコールを続ける金髪の怪獣に世間体という人質を取られては、伊織にもはや抵抗するすべはなかったのである。

「考えたんですが、おれはもっと冷酷になったほうがいいのかもしれない。……どう思います、先輩？」

　ガツガツとハンバーグを食べているクリスを湿ったまなざしで見つめ、伊織はかたわらに座る常葉に意見を求めた。

「きみ、それはちょっと……まあ、気持ちは判らないでもないけどね」

　伊織と同じくドリンクバーだけを注文し、楚そ々そとして冷たいジャスミンティーを飲んでいた常葉が、伊織の言葉に苦笑いを浮かべた。

「――まあ、イオリがクリスに甘いのは確かよね」

　そう斬り込んできたルテティアは、先ほどからひとりで巨大なパフェを食べている。さすがにルテティアはクリスよりも空気を読むということを知っているし、何よりも外そと面づらを大事にするタイプだから、一気にがっついて一分で完食するなどということはしない。細長いスプーンでさくりさくりとクリームをほじり、ひと口ずつ味わいながらパフェを攻略している。

「おれの何が甘い？」

　食べるのに邪魔なのか、長い髪をざっくりまとめてクリップで留とめ、あらためてスプーンを手にしたルテティアは、上目遣いに伊織を見やってにんまりと笑った。

「口ではあれこれ厳しいこといってるくせに、結局はクリスのいいなりじゃない、アナタ？　食事の世話はともかくさぁ、お風呂も着替えも全部面倒見てやって、おまけにせがまれるままに添そい寝ねまでって、ちょっと過保護すぎでしょ？　とんだツンデレキャラね、アナタ」

「……妙な日本語を覚える前に、少しはおまえも家事を覚えろ。いつまで居い候そうろう気取りでいるつもりだ？」

「あ、ほ～ら！　クリスにはそういうこといわないくせに、わたしにはそういうこというじゃない？　それが甘いっていってるの」

　ルテティアがいっているのは、要するに、クリスは甘やかすくせにわたしには甘くないのがずるい、ということだろう。

　一〇歳児並みに身勝手なルテティアの主張に呆あきれた伊織は、その得意げな笑顔から視線を逸らして聞こえよがしに溜息をついた。

「あ!?　ちょっとイオリ、アナタ、今の溜息はどういう意味よぅ!?」

「……何度いったら判る？　少しは汚さずに食べられないのか？」

　ルテティアを黙もく殺さつし、伊織は口の周りをデミグラスソースで汚しているクリスをたしなめた。テーブルの上の紙ナプキンを取り、クリスの口もとに手を伸ばす。

　ふと横を見ると、常葉が声を殺して笑っていた。

「……何ですか、先輩？」

「いや――そういうところが甘いといっているんじゃないかな、ルテティアは」

「そうそう、判ってるじゃない、センパイ」

「…………」

　ふたたびクリスを見やる。常葉やルテティアの言葉をよそに、クリスは唇くちびるを突き出すようにして、伊織が口もとを拭いてくれるのを待っていた。両手にはナイフとフォークを握にぎり締しめたままで、自分で拭こうという意志はまったく感じられない。

　一方、クリスの隣のリリオーヌは、上手な箸はし使づかいでうどんを食べている。汚れた口もとを常葉に拭かせるどころか、そもそもどこか汚すということ自体ありえなかった。

　両者を見くらべ、一瞬だけ考え込んでから、伊織は結局クリスの口を拭いてやった。

「……ガキの成長に個人差があるのは当然ですよ。腹は立ちますが、みっともないのを連れ回していて恥をかくのはおれですしね。だから、別にこれはこいつを甘やかしているわけじゃあない」

「きみは口がうまいな。それが一番たちが悪い」

「そうよねえ。こっちが正しいこといってても、気づくとイオリの都合のいいように丸め込まれちゃうっていうか」

　妙なところで連れん携けいを見せる常葉とルテティアを順じゆん繰ぐりに見やった伊織は、しかし、何もいい返さなかった。もしここで反論でもしようものなら、それこそルテティアが、また丸め込もうとしてるだの何だの、茶化してくるだろうことは目に見えている。

「イオリー」

　テーブルの下で、クリスが伊織の足を軽くつついてきた。

「どうした？　さっきもいったが、ここではおかわりナシだぞ？　満腹でなくてもあとは家に帰ってからだ。どうしても空腹が我慢できなければ、ドリンクバーでどうにかごまかせ」

「そうじゃなくてね、あれ、あそこ。クスコ。エルクいないけど、あれって絶対にクスコだよ」

「何？」

「ほら！」

　クリスはソファの上によじ登り、窓ガラスの向こうを指さした。












「そうだ、いいことおもいついた！　クスコ呼んでごちそうしてもらおうよ！　うん、クリスあたまいいことゆった！」

「もし本当にここで電話をかけたらケータイを取り上げるからな」

　自画自賛しながら携けい帯たい電話を取り出そうとする少女を押しのけ、伊織は窓越しに下の通りを見下ろした。

「……いつもとは雰囲気が違うね」

　通りをはさんだ向かいのビルの前に、落ち着いたスーツ姿の早瀬薬子が立っている。いっしょにいるのは、四〇代のなかばほどと見える身なりのいい男だった。

　授業の時は冴さえない伊だ達て眼鏡をかけて薄汚れた白衣をはおっている薬子だが、プライベートではやや派手めのブランドものを好んで身に着ける。

　しかし、常葉が的確な感想を述べたように、きょうの薬子は全体的にシックだった。どこかの高級ブランドのスーツには違いないのだろうが、若い母親が我が子の卒園式か入学式にでも着ていくようなさりげなさがある。

「…………」

　伊織はケータイを取り出し、薬子と立ち話をしている男をカメラのレンズを通して凝視した。デジタルズームを最大にし、そのバストショットを撮さつ影えいする。

「誰だれあれ？　地味だけど誠実そうでなかなかいい男じゃない」

　長いスプーンを揺らし、ルテティアが誰に聞くでもなく尋ねる。

「――クスコの恋人？　それとも愛人かしら？」

「違うんじゃないかな？」

　ルテティアの無神経な言葉に、常葉は少し不機嫌そうにリリオーヌの耳をふさいだ。

「あのふたりがきみのいうような関係だとしたら、あれは不自然だよ」

　薬子は男に向かって何度も頭を下げている。少なくとも、恋人関係、もしくは愛人関係にある男女のやりようには思えない。

　伊織たちが見ていることにも気づかず、薬子は最後にもう一度男に深々と頭を下げてから、やってきたタクシーを拾っていずこかへと去っていった。

「……違うな」

　薬子と別れて駅のほうへ歩いていく男の背中を見つめ、伊織は目を細めた。

　以前、伊織が薬子のマンションの前で見かけたのは、もっと恰かつ幅ぷくのいい白しら髪が頭あたまの男だった。顔はさだかに見ていないが、今の男とは明らかに別人である。

「……何やってるんだか、あの人は……」

「そんなことをいえるような立場かい？」

　伊織の呟きを聞きとがめ、常葉は嘆息した。

「きみのやっていることだって、決して趣味がいいとはいえないよ？」

「何がです？」

「写真を撮っていただろう？　そういうケータイの使い方は、子供の教育上よくないと思うけど」

「別に隠し撮りなんかしていませんよ。街の風景を撮ろうとしたら、たまたま先生たちが写っていただけです」

「……これもわたしがきみに余計なことを吹き込んだせいかな」

「先輩が気に病やむ必要はないですよ。おれはもともと人の善意とか好意とか、そういうものをあまりストレートには信じない人間です。性善説より性悪説のほうが素直に理解できるたちなんですよ」

　そのままソファに腰を降ろし、伊織はそううそぶいた。

「イオリ、何とったの？　見せて見せて～♪」

　靴くつを脱いで伊織の膝ひざの上に無遠慮に乗ってきたクリスが、伊織のケータイを覗のぞき込こもうとした。

「先輩いわく、子供の教育上よろしくないものだ。よっておまえには見せられない」

「え～？」

「いいから早く残りを食え」

　クリスを脇にどけた伊織は、ケータイで撮影した男の画像を拡大した。その間も、クリスは伊織の膝の上にポジションを取ろうと、果か敢かんなチャレンジを繰くり返かえしている。

「――先輩」

「何だい？」

「これ……何だと思います？」

　クリスのしつこさに根こん負まけし、自分の膝をついに少女に明け渡した伊織は、くだんの画像を表示したまま常葉にケータイを差し出した。

「どれ？」

「この人の襟えりのところ、バッジみたいなものをつけてますよね？」

「え？　ジャパニーズヤクザなの、さっきのダンディ？　ヤクザってみんな判りやすいバッジをつけてるんでしょ？」

「きみはそういう微妙な知識をどこで手に入れるんだい？」

　冷ややかにルテティアを一瞥し、常葉は画面に見入った。

「……正直、このサイズだと何ともいいがたいな。バッジをつけているらしいというのは判るけど」

「日常的にバッジをつける職業となると、ある程度かぎられてきますよね？」

「弁護士とか？　だけど、ただの社員章という可能性もあるよ。この画像ではそこまでは判断できないね」

「……今の先生の境遇なら、弁護士という線が一番自然かと思ったんですが」

　少し前、薬子は母親を病やまいで失っている。薬子が母子家庭で育ったとは聞いているが、個人の遺産の整理に弁護士の出番が必要になってくるケースは充分に考えられる。

　溜息をついてうつむいた伊織の頰ほおを、クリスがぺたぺたと叩いた。

「イオリのお話、何だか面白くなーい！　もっと面白いお話にして！」

「……おまえは気楽でいいな」

　ワガママな主張を前面に押し出してくる少女の頭をぐりぐりと撫で、伊織は皮肉めいた笑みを浮かべた。

「しかし、この世の中面白いことばかりじゃないということを覚えておくと、大きくなった時に些細なことでつまずかなくてすむぞ？　人生というのは思うに任せないのがデフォルトだ」

「アナタ、本当にミッチーの甥おいっ子こなわけぇ？　小さい子相手にそんなペシミスティックなものの考え方教え込んでどうするのよ」

　パフェを片づけてのんびりアイスティーを飲んでいたルテティアが、呆れたように首をかしげた。

　確かに伊織の叔お父じの頼より通みちなら、一〇歳やそこらの幼子を相手に、少女の夢を粉ふん砕さいしかねない悲壮感たっぷりの現実を押しつけたりはしないだろう。むしろ頼通は、前向きでさえいれば人生の荒波をすべて突っ切っていけると断言するような、やたらとポジティブな考えの持ち主だった。

「ほ～んと、似てるのは顔だけなんだから」

「ふん」

「そういえば、その叔父上という人が、近く帰国するとかいっていたな？」

「ええ」

「また急な話だね」

「大事なことを突然切り出してくるのにはもう慣れました」

　人の膝の上でハンバーグを食べている少女の髪は、プールでさんざん遊んできた名残なごりなのか、まだしっとりとした手触りを残している。

　食事の席でマナー違反だとは思ったが、伊織はクリスの髪に何となくブラシを通してやりながら、ちらりとルテティアを見やった。いきなり本人を送りつけてきて、きょうから家で面倒を見てやってくれと頼まれたことにくらべれば、寸前になってから帰国の知らせを聞かされることくらい何でもない。

「……またそういう目でわたしを見たわね、イオリ」

「特に意味はないぞ？」

「白々しいわね……」

　ガムシロップを三つも四つも垂らしたトロピカルアイスティーをすすり、伊織を睨みつけていたルテティアは、ふと思い出したように尋ねた。

「――ところで話はがらっと変わるんだけどさぁ、ちょっと聞いてもいい？」

「おれにいっているのか？」

「うん」

「おまえの質問に答えなければならない義務はおれにはないが、おまえにも質問する権利くらいはあるからな。いうだけいってみろ」

「……ねぇ、ひと言『なあに？』っていうだけですむ場面で、わざわざそんな回りくどい憎まれ口を叩くメリットって何なの？」

「おまえはそんなことが聞きたかったのか？　義務うんぬん以前に答える価値すらないくだらない質問だな」

「違うわよぅ！　わたしが聞きたかったのはサツキのこと！」

「あ！　クリス、サツキのこと知ってるー！　イオリの数少ないトモダチー！」

「別に友達というほどの仲でもない。ただのクラスメイトだ」

　数少ないというフレーズに軽いムカつきを覚えながらも、伊織は淡々と訂正してクリスのリボンを結び直した。ルテティアがクリスの髪をいろいろとアレンジしているのを脇で見ているせいか――本人としては不本意ながらも――伊織がクリスの髪を結ゆう手つきも、以前よりはるかにうまくなっている。

　伊織につられたようにリリオーヌのほつれ髪を直しながら、常葉はいった。

「さつきというのは、確か宮本後輩の同級生の少女のことだろう？　彼女がどうかしたの？」

「あの子ってさぁ、ひょっとして双子だったりする？」

　ルテティアのその問いに、伊織は常葉と顔を見合わせた。

　確かにさつきには、双子の妹のむつきがいる。クリスと出会ったばかりの頃、伊織が同じく〝鞘ロのー主ド〟となったむつきと戦ったことがあるという話は、常葉にもしたことがあった。ただ、伊織たちがむつきの連れているウォーライクを倒したことで、むつきはすでにその事実を完全に忘れているし、もちろんいまさらそんな話を牧まき島しま姉妹相手に蒸し返すつもりもない。

　伊織はすぐに視線をもとに戻し、低い声で聞き返した。

「確かに牧島は双子だが、だったら何なんだ？」

「別に」

　明らかに何か隠しているようだったが、ルテティアはそっぽを向いてその話題をそこで打ち切ってしまった。

「…………」

　牧島さつきの名前が出てきたことに漠ばく然ぜんとした不安を感じながら、伊織は氷の溶けきったアイスティーを飲み干した。

　ドリンクバーで出てくるアイスティーに高望みなどするつもりはなかったが、氷が溶けていたぶん、いつも以上にその味は薄く、安っぽく感じられた。






















　あれこれと服を選んでいるルテティアをぼんやり眺ながめ、さつきはきょう何度目かも判らない溜ため息いきをついた。

「――どうしたの、サツキ？　何か悩みごと？」

　艶つやめく髪に帽ぼう子しを載のせていたルテティアが、さつきの嘆たん息そくを聞きつけて振り返る。

「別にそういうわけじゃないんだけど――」

　ルテティアに真正面から見つめられると、何をいっていいか判らなくなる。伊い織おりに対して正直な気持ちを打ち明けられないのとはまた違って、端的にいえば、ルテティアの美び貌ぼうに気け圧おされてしまうのである。

　そもそもさつきには、ルテティアが自分を呼び出した理由がよく判らなかった。こうしてルテティアの買い物につき合わされてはいるが、もともとセンスのいいルテティアにはさつきの意見など無用だろうし、さりとてポーター役を求められているわけでもない。結果、さつきはただぼんやりと、ルテティアのひとりファッションショーを間近で観覧しているだけだった。

「…………」

　カットソーを手にしたままうつむいていたさつきは、勇気を振ふり絞しぼってルテティアに声をかけた。

「あ……あのさ、ちょうどいい機会だから聞きたいんだけど」

「んー？」

「あのね、その……わたし、妹がいるのね」

「ああ、双子の」

「え？　ど、どうして知ってるの？」

「イオリに聞いたの。この前プールでサツキにそっくりな子を見かけたから、ひょっとして双子の姉妹でもいるのかなーって」

「――――」

　ルテティアの口からプールの話題が出てきたことで、さつきの動どう悸きが少しだけ早くなった。

　さつきの動揺を知ってか知らずか、ルテティアはディスプレイされていたバッグを手に取り、背中越しに聞き返してきた。

「――それで、サツキの妹が何なの？」

「う、うん。……その、たぶん同じ日だと思うんだけど、ウチの妹もプールに行って、そこで、伊織くんたちを見たっていうんだ」

「ああ、やっぱり」

「ウチの妹を見かけたっていうことは、ルテティアさんも、その日、伊織くんといっしょにいたんだよね……？」

「ルゥ」

「え？」

「だからぁ、その呼び方って日本語的にはよそよそしい感じなんでしょ？　ルテティアさん、じゃなくってルゥって呼んでよ」

　さつきがルテティアと会うのはこれで二回目である。ルテティアのほうは以前からの顔かお馴な染じみのように馴れ馴れしく語りかけてくるが、さつきからすれば、その程度のつき合いしかない相手に、そこまで親しげにふるまうには抵抗があった。

「……ルゥさんもいっしょにいたんだよね……？」

　さつきが精一杯の妥だ協きよう点てんを探って同じ問いを繰くり返かえすと、ルテティアは溜息混じりに大おお仰ぎようにうなずいた。

「ゲートをくぐるまではいっしょだったわよ。でも、泳ぐのは別々だったわね。だってイオリ、泳ぎが得意じゃないっていうし。――イオリはたぶん、トキワといっしょだったんじゃない？　よく知らないけどぉ」

「……！」

　大おお路じ常葉ときわの名前を耳にした瞬間、さつきは言葉に詰まった。

　先日さつきは、プールから戻ってきた妹のむつきに、プールで伊織と常葉がいっしょにいるのを見たと聞かされていた。さつきが意を決してルテティアに問いただそうとしていたのが、まさにその一件だったのである。

「い、伊織くんと、大路先せん輩ぱいが……？」

「ウィ。けっこう仲いいのよね、あのふたり」

「えっ？　ど、どうして、あのふたりが――？」

「どうしてって聞かれてもねぇ」

「だって……お、おじいさんとかおばあさんとか、その世代同士が知り合いだって話は聞いたことあるけど、それ以外に、伊織くんと王子の間に接点なんて――」

「そうなの？　そんなの抜きにしたってよく会ってるみたいだけど？」

　そういいながら肩越しに振り返ったルテティアは、何か含むところがあるのか、目を細めて意味ありげな微笑を浮かべている。

　さつきはカットソーをもとの場所に戻し、ルテティアに歩み寄って低い声で尋たずねた。

「ね、ねえ……ふたりは、本当はどういう関係なの……？」

「んー……たぶん、アナタが懸け念ねんしているような関係ではないわねぇ」

　ルテティアのその言葉を、さつきはどう受け止めていいか判らなかった。もちろんさつきが懸念しているのは、伊織と常葉が恋仲ではないかということだったが、どこか小悪魔的な意地の悪さをちらつかせているルテティアのいうことを、すべて鵜う呑のみにしていいとも思えない。

　しかし、さつきの逡しゆん巡じゆんをよそに、ルテティアはさらに言葉を重ねた。

「何ていうか……あれはそうね、共犯関係？　そんな感じだと思うけど」

「きょっ、共犯――？」

「ああ、いっておくけどホントに犯罪行為をしてるって意味じゃないわよ？　ただ、他人にはおいそれと打ち明けられない秘密を共有している仲っていう意味ではね、確かに共犯なのよ。イオリもトキワも、それにわたしも」

「え……？　それ、どういう――」

「だからぁ、他人にはおいそれと打ち明けられない関係だっていったでしょ？　アナタに教えちゃったらわたしがイオリに怒られるじゃない。余計なことはいうなって口止めされてるのよね、わたし」

　ならなぜそんな思わせぶりなことをいうのか――口まで出かかった言葉を呑み込み、さつきは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「……サツキさぁ」

　細いリボンで飾った前髪をいじりながら、ルテティアは呑のん気きにいった。

「いっそのこと、思い切って聞いてみたらぁ？」

「えっ？」

「サツキ、イオリのことが好きなんでしょ？　だからイオリとトキワの関係が気になるんでしょ？　だったらイオリに思い切って聞いてみればいいじゃない。アナタたちどういう関係なのって」

「べっ、別に、わたしは――」

「わたしたちさぁ、こうして会うの二度目だったわよね」

　しどろもどろで言い訳めいたことをいいかけたさつきをさえぎり、ルテティアは結局ここでは何も買わずにブティックを出た。

　七月の夕暮れに、少女たちの影がくろぐろと伸びている。鬱うつ陶とうしい梅つ雨ゆから解放されたせいか、夜を迎えるこの時間になっても街を行き交う人々は引きも切らない。

　だが、そんな中にあっても、ルテティアの華やかさは群を抜いている。

　洒落しやれた石いし畳だたみを敷き詰めたプロムナードを、モデルのような軽やかな足取りで歩きながら、ルテティアは背後のさつきをかえりみた。

「そういうほとんど初対面みたいな間柄でこういうこといっちゃうのって、すごーく失礼だとは思うんだけどぉ、そのへん判っててあえていうね？　――アナタって優柔不断すぎて、そばで見てるとイラっとくるんだぁ」

「そっ……！」

　一瞬絶ぜつ句くし、それからさつきは、身体からだの震ふるえとともに顔がかーっと熱くなっていくのを感じた。おそらくはたから見れば、たちまち顔が紅こう潮ちようしていくさまがはっきりと判っただろう。

　ルテティアの不ぶ躾しつけさに対して腹が立ったのは事実だった。しかしそれ以上に、図星を指さされたことが恥ずかしい。まだ二度しか会ったことのない相手に、自分の恋心を見抜かれ、そのくせそれを本人にいい出せない臆おく病びようさまで指摘されてしまった。

　静かに深呼吸してから、さつきはゆっくりと顔を上げた。

「――ルゥさんは知ってるんだよね？　伊織くんと、先輩の関係……」

「ええ」

「なら――」

「教えないわよ、絶対。口止めされてるっていったでしょ？」

「どうしても……？」

「当然。知りたければどうにかしてイオリを口く説どき落おとして本人の口から聞くことね。――それにしてもアナタ、イオリみたいな無ぶ愛あい想そうな男のどこがいいわけ？　わたしにはぜーんぜん理解できないわぁ」

「……それでいいの」

「は？」

「伊織くんの何がいいのか、理解できるのはわたしだけでいいの……」

　宮みや本もと伊織という少年をもっともよく理解し、一番近い場所にいるのは、ほかの誰だれでもなく自分である。

　さつきはいつもそう思っている。今までもずっとそうだったし、この先もずっとそうであればいいと思っている。いや、そうでなくてはいけないのだとすら思っている。それが女としての独占欲だということは判っていたが、実際に言葉として口に出してしまった思いは、もはや引っ込めようがなかった。

「ルゥさんや先輩が伊織くんとどういう関係だとしても、わたしが……！　たぶん、わたしだけが、きっと――」

「アナタさあ……そこまでムキになるような相手じゃないわよ、アレは？」

「あなたにそんなこといわれたくない！」

　拳こぶしを震わせ、さつきは低く押し殺した声で叫んだ。

「あなたいったい、何がしたいの？　何なの？　そんなに親しくもないのにわたしを呼び出して、一方的にそんな話を始めて、思わせぶりなことばっかりいって――あ、あなた、何が目的なの!?」

「きょうは饒じよう舌ぜつじゃないの、サツキ。そうやってわたしに面と向かってあれこれ聞けるなら、イオリにだって聞けると思うけどね」

　ルテティアは肩をすくめて笑った。

「――わたしにとってイオリは単にミッチーの甥おいっ子こってだけの存在よ。特にどうこうっていうことはないわ。仲がいいか悪いかっていうことでいうなら、まあ、悪いほうじゃないかしら？　だけど、それでもわたしたちはひとまず共犯なのよ。だから、よくも悪くも関係は濃くなる」

「だから、共犯っていったい何のことなの？」

「ああ、そろそろ帰らないと門限に間に合わないわぁ」

　手首の腕時計に視線を落としたルテティアは、さつきの疑問の声をあからさまに無視し、大きな紙袋を揺すり上げた。

「ガキじゃあるまいし、門限に遅れたら夕食抜きですって。そういうところがムカつくのよね、あいつは」

「ちょっと、ルゥ――」

「次は最初からそう呼んでよね？　それじゃ、近いうちにまた会いましょ？　アナタがイオリに当あたって砕くだけたあとくらいに、ね」

　食い下がろうとするさつきを、やんわりとだがきっぱりと拒きよ絶ぜつし、ルテティアは駅の向こうの駐輪場のほうへと去っていった。

「――――」

　細く引き伸ばされたルテティアの影が、ビルの影の中に呑まれて消えていくのをじっと見送り、さつきはふと考えた。

　さつきと伊織は、中等部の頃から同じクラスだった。かれこれもう丸三年以上のつき合いになる。

　その三年でふたりの関係がどう変わったかといえば、せいぜい本の貸し借りをするようになったとか、さつきが伊織の家にお邪じや魔まするようになったとか、その程度だろう。さつき自身は、これまでの三年間、ずっと宮本くんと呼んでいたのを、最近になって伊織くんと呼ぶようにしたのが大きな変化だが、それに対する伊織からのリアクションは特にない。

　要するに――三年かけてここまでしか届かなかった。高等部を卒業するまであと三年近くあるが、それでどこまで行けるかは判らない。ここまでのペースを考えると、さして進展がないまま卒業する可能性もあるだろう。

　そうなりたくなければ、自分がもう少し変わらなければならない。

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうなルテティアを少しうらやましく思いながら、牧まき島しまさつきは家いえ路じに就ついた。
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　基本、宮本伊織の朝は早い。

　朝一番からひとり大食い選手権にチャレンジする居い候そうろうのために――そしてランチタイムのひとり大食い選手権のことも見越して――大量の食事を用意するため、そうせざるをえないのである。

　けさは、きのう特売で買い込んできたパンの半分をフレンチトーストにし、残りの半分をＢＬＴサンドにするつもりだった。半分といっても、それぞれ五斤ずつある。さらに具としてはさむ食材を用意する手間を考えれば、朝飯前のちょっとした重労働といっていい。

「……おれはホテルのコックか」

　巨大なバットに張った卵液にパンを浸ひたし、伊織は苦笑混じりに窓の外を見やった。

　夕刻や夜半、思い出したようにゲリラ豪雨に見舞われることもあるが、梅雨が明けたあとの東京はおおむね晴天に恵まれ、つまりは暑い日が続いている。けさも明け方からすでに蝉せみが鳴き始めていて、日中の気温の高さを予想させた。

「同じようにクーラーがなくて大きくて古い家なのに、先輩のところは涼しそうだな。どうも釈しやく然ぜんとしないが」

　いよいよもって今年の夏は、書しよ斎さい以外の部屋にもクーラーを取りつけなくてはならないかもしれない。トマトを器用に薄くスライスしながら、伊織はふと冷蔵庫のドアを振り返った。

　マグネットで貼はられた叔お父じからの便りには、具体的な帰国の日取りは記しるされていなかった。たぶん、ふらりと何ごともなかったかのように戻ってきて、ごく当たり前のようにここで暮らし始めるのだろう。そのくせ、この家に半年といつくことなく、しばらくするとまた研究と称して姿を消してしまう。実際、今年の春先に伊織の中等部卒業に合わせて帰国してきた叔父は、卒業式に出席しただけで、高等部の入学式を待たずに翌日にはもういなくなってしまった。

　宮本頼より通みちというのはそういう男である。実の父と合わせて、伊織が反面教師にしようと思うのも当然だった。

　トマトとレタスと、それにベーコンの代わりに豚の角煮をはさんでプレスし、伊織は続いてフレンチトーストを焼き始めた。

　いつもはスイーツとしてバニラと砂糖たっぷりで仕上げるところだが、きょうのフレンチトーストは砂糖を使わず、代わりにチーズとベーコンをサンドしている。甘くないフレンチトーストも、これはこれでおいしいものだ。

「ふぁ～……」

　じぶじぶと細かい泡あわを発してバターが溶けていくフライパンに、卵液をたっぷりと吸ったパンを並べて弱火で焼いていると、パジャマ姿のクリスがキッチンに入ってきた。時刻はもう七時半を回っている。

「おはよ、イオリ」

「別に早くなどない。おれは一時間以上も前から起きていた」

　子供相手に大人おとな気げないことをいって、伊織は冷蔵庫の中から大きなボウルを取り出した。あらかじめ賽さいの目めに切ったアボカドとトマトをオリーブオイルと塩で味つけし、三〇分ばかり冷やしておいたのである。

「顔は洗ったか？」

「うん」

「そのわりには眠そうな顔をしているな」

　氷水にさらしておいたカッペリーニをザルに取り、水気を切ってボウルに放り込む。さらにブラックペッパーを振って具とカッペリーニをよく混ぜ、取ってつけたようにバジルの葉を飾れば、冷製パスタの完成だった。たっぷり二人前以上あるが、たとえ起き抜けでも、クリスならこのくらい平気で食べてしまう。だから伊織は、わざわざ皿に取り分けたりせず、そのままクリスの前にどんとボウルを置いた。

「さあ食え」

「わ！」

　くしゅくしゅと目をこすっていたクリスが、好物のパスタを見ていきなり覚かく醒せいした。

「じゃきーん！」

　はじかれたようないきおいで椅い子すに座るなり、手にしたフォークを誇ほこらしげにかかげるクリス。なぜかこの少女は、このところパスタを食べる前に、かならずといっていいほど奇妙なこの〝儀式〟をやりたがる。

「ふっふっふ……よいこのテツコはちにうえているのだ！」

「はなはだしく間違っているが、何をいいたかったのかは判る。……しかし、そういうことをどこで覚えてくるんだ、おまえは？」

　具とパンがしっとりと馴染むのを待って、ＢＬＴサンドとフレンチトーストサンドを包丁で切り分けた伊織は、そのうちのごくごく一部を自分の昼食用に包み、残りを大きな皿にごそっと積つんでラップをかけた。

「最近は暑くなってきたから冷蔵庫にしまっておくぞ」

「はーい」

　マイ長なが曾そ禰ね虎こ徹てつにアボカドばかりを選んで突き刺し、一気に頰ほお張ばってもにゅもにゅと咀そ嚼しやくしながら、クリスが元気に答える。

「……これだけ作っておいても、どうせ昼までもたないだろうがな」

　それを見越してちゃんと大量のごはんも炊いてあるし、甘いものを主食にしているルテティアのために、冷蔵庫の中にはキウイとパイナップルとリンゴをぶち込んで作ったヨーグルトサラダも用意してある。ルテティアはクリスほど大量には食べないので――ルテティアが起きてくる前にクリスが勝手に食べてしまうことさえなければ――彼女の食事もこれでどうにかなるだろう。

　エプロンをはずしてネクタイを締しめ、伊織は眉み間けんにしわを寄せて天てん井じようを見上げた。

「……相変わらず朝が遅いな、あいつは」

「寝不足はびぼうの敵なんだって。ルゥがゆってた」

「よく判らんが、無制限にだらだら寝続けるのも、生活サイクルやホルモンバランスが崩れてかえってよくないんじゃないのか？」

「ホルモンてなぁに？」

「辞書を引けとはいわん。起きてきたらあいつに直接聞け」

　冷蔵庫のドアに貼ってあった叔父からの絵葉書を手に取った伊織は、それをカバンに放り込み、玄関へ向かった。

「――イオリ、もう行っちゃうの？」

　虎徹を握り締めたまま、クリスがぱたぱたと追いかけてくる。

「何をいっている？　どう考えても遅刻ぎりぎりだ。朝から汗だくになって走らなければ間に合わん時間だぞ」

　伊織が上がりかまちのところに腰を降ろし、ぶつくさいいながら靴くつの紐ひもを結んでいると、後ろからクリスがしがみついてきた。

「それじゃクリスがサービスしてあげるよ！」

　伊織の首に手を回したクリスは、瞳ひとみを閉じてんむ～っと唇を突き出した。

「単純思考だな。朝の通勤時間帯に時速一〇〇キロで走れると思うか？」

　クリスの意図を察した伊織は、オリーブオイルで光る唇を苦笑混じりに指でぬぐい、軽くキスをした。

「――この程度で充分だろう」

　口の中にクリスの〝血〟の味が広がるのを感じ、伊織はカバンを手にして立ち上がった。ごく微量の〝魔性の血エルフインブラツド〟は、伊織の身体能力を劇的に上昇させるほどではなかったけれど、ちょっとしたマラソンランナー並みに長距離を疾しつ駆くするには申し分ない。

「あなたいってらっしゃ～い♪」

「…………」

　美少女の気前のいい投げキスに送られて家を出た伊織は、ルテティアが寝ている部屋の窓を見上げた。

「……またあいつが教え込んだな」

　クリスに余計な知識ばかり教え込むルテティアを忌いま々いましく思いながら、伊織は門を出て走り出した。

　午前八時の陽ひ射ざしはすでにじりじりと暑く、規則的にアスファルトを踏ふむ伊織の影はくっきりと濃い。もしクリスの〝血〟を分けてもらっていなかったら、暑さのせいで五分とスタミナがもたなかっただろう。

　しかし、おかげで遅刻だけはまぬがれそうだった。

　駅から吐はき出だされる同じ学園の生徒たちの流れに乗り、シャツの襟えりもとに指を突っ込んでひと息ついた伊織は、自分の前方に見覚えのある小さな背中を見つけた。

　ふたたび歩調を速めて牧島さつきに追いつき、横目にそっとその顔を見下ろした時、すでに伊織は嫌な予感を覚えていた。




　もともと宮本伊織は、深く他者とかかわることなく日々をどうつつがなくすごすか、いかに平へい穏おん無ぶ事じに暮らしていくかということばかりを考えていた人間だから、他人の顔色の変化には目ざとい。他人の顔色に合わせてうまいことをいえるような殊しゆ勝しようさはなくとも、その変化が自分にとってプラスにはたらくかマイナスにはたらくか、そのあたりを読むのはなかなかに達者だと自負している。

　そんな伊織がきょう朝一番に見た牧島さつきは、やけに深刻そうな顔をしていた。いつもならぎこちないながらも話題を捜さがして伊織に話しかけてくるのに、けさは何かを思い詰めているかのように無口で、ろくに伊織のほうを見もしない。

　そんなさつきのつねならぬ様子に、伊織は悪い予感を覚えていた。

　授業中にはちらちらと伊織の横顔を盗み見たり、休み時間には伊織に話しかけようとしては躊ちゆう躇ちよしたり、そういう煮え切らない思わせぶりなさつきの態度に、いつしか伊織はじりじりとした焦しよう燥そう感かんを味わわされるようになっていた。

　さつきが何をいいたいのか、伊織にはよく判らなかったが、いい加減、このどっちつかずの状況に焦じれ始はじめていた伊織は、昼休みについにさつきが話しかけてきた時、どきりとするよりもむしろほっとしてしまっていた。

「伊織くん――」

「何だ？」

　家から持じ参さんしてきたＢＬＴサンドをもそもそ食べつつ、伊織は素そっ気けなく応じた。さつきの顔は見ない。視線は手もとの文庫本に落としたまま、気き負おったようなさつきの表情を想像する。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、今いい？」

「別にかまわないが」

「なら単刀直入に聞くね。――伊織くんと大路先輩って、いったいどういう関係？」

「……は？」

　一瞬、自分でも心拍数が上がったのが判ったが、伊織は努つとめてその動揺を顔に出すことはしなかった。

「何をいっている？　おれと常葉先輩は、別に――」

「伊織くん、先輩のこと下の名前で呼ぶんだね」

　すかさずさつきが切り返してくる。明らかにいつものさつきではなかった。

　伊織はＢＬＴサンドをひと切れ食べただけで残りを片づけると、ゆっくりとさつきの顔を見上げた。

「……そのへんの連中も、常葉王子と呼んでいると思うが」

「それは先輩のあだ名だもん。本人の前ではそんなふうに呼ばないよ。みんな大路先輩とか大路さんて呼ぶでしょ」

「……だから何なんだ？」

「伊織くんは先輩と仲いいんだなって」

「それは以前説明した。ウチのじいさんと――」

「だとしても、仲がいいのは本当のことなんでしょう？」

　珍しくしつこく食い下がってくるさつきにただならぬものを感じたのか、いつしかふたりの周囲には、興きよう味み津しん々しんといった表情のクラスメイトたちがゆるやかな輪を作り始めていた。

「――むつきがこの前泳ぎに行った時に見たって」

「――――」

　それまでポーカーフェイスを押し通していた伊織も、今度ばかりは眉まゆを大きく動かさずにはいられなかった。そのあとに続くであろうさつきの言葉が、容よう易いに想像できたからである。

「伊織くん、大路先輩といっしょにプールに行ったんだよね？」

　ぶふぉっ！

　パックの牛乳で激しくむせたのは、伊織の後ろの席の山やま崎ざきだった。

「ばっ……おば、お、おまっ!?　マジか、宮本!?　おまえ、オレがプールに誘った時はにべもなく断りやがったのに、裏ではそんなうまいことやってやがったのか!?　よりによって王子といっしょにプールだと!?」

　山崎の無む駄だに大きな声は一瞬でクラスの隅すみ々ずみにまで伝わる。それまで距離を置いて成り行きを見守っていたクラスメイトたちも――特に女子たちは――あからさまに目の色を変えて包囲の輪をせばめてきた。

「ちょっと宮本――」

「どーいうこと!?」

「王子とプールって、宮本が!?」

「やっぱりあんた――」

「……おまえらが何を考えているのか、おおよその想像はつく」

　目つきの怖い女子たちを見回し、伊織は静かに答えた。

「――いっておくが、完全な勘かん違ちがいだぞ？　別におれと先輩は何でもない」

「何でもないふたりがいっしょにプールなんて行く!?」

「しかも一対一なんでしょ？」

「絶対ありえないって！」

「世間一般の少年少女とプールの関係性なんぞおれの知ったことか。……とにかくおまえらが邪じや推すいするような事実はどこにもない。おれの言葉が信じられないなら、それこそ先輩に聞けばいいだろう」

「――――」

　常葉本人に聞けというのは、いささか小ずるくはある。伊織にそう切り返されたからといって、実際に常葉のところへ行ってことの真しん偽ぎを問いただすことのできる者が、このクラスに何人いるか。よしんば本人にその疑問をぶつけてみたところで、常葉にうまくはぐらかされるのが関の山だろう。

　伊織のその読み通り、ならば二年の教室に行くといい出す者はひとりもいなかった。

「――だいたいおまえ、先輩とは何もない何もないっていうけど、実際にプールに行ってんじゃんかよ」

　ぎこぎこと机ごと前ににじり出てきた山崎が、口の周りをぬぐって恨うらみがましくうったえた。

「接点が何もない男女がいっしょにプール行けるんだったら、おまえ以上にまずオレがいろんな女子とプールに行けてなきゃおかしいだろ？」

「……ヤマザキ、それ自分でいってて恥ずかしくない？」

「でもいってることは正しいじゃない」

「ヤマザキにしては珍しくね」

「おっ、おまえら！　オレを褒ほめるんだったらもっと素直に褒めろぉ！」

「別に褒めてないわよ」

「ぬおっ……！　てめえら――」

「あー、でもいいんじゃね？　山崎は論ろん外がいにしても、宮本レベルで大路先輩のお眼鏡めがねにかなうんだったら、俺おれたちにも希望あるじゃん？」

「男子うるさい！」

「先輩はあんたらなんか眼中にないのっ！」

「だからわたしが前にいったじゃない、もっとさつきがしっかり宮本の手た綱づなを握にぎっていれば――」

「――みんな少し黙って！」

　男女入り乱れてそれぞれが好き勝手にいいたいことを口にし始めたところに、奇妙に裏返った声と机を叩たたく派手な音が響き渡った。

「――――」

　教室はたちまち水を打ったように静まり返った。伊織の周りに集まっていなかった生徒たちも、いったい何があったのかと注目している。

　自分の机を思い切り叩いてクラスメイトたちを黙らせたさつきは、その手を伸ばして伊織の手首を摑つかんだ。

「……伊織くん、ちょっと」

「は？」

「いいから来て」

　さつきに腕を引かれ、伊織は思わず腰を浮かせた。

「いったい何なんだ、おい？」

「ここじゃちゃんとした話ができないから」

「おれのほうにはこれ以上話すようなことはないんだが」

　伊織はにべもない態度でこの話題を打ち切ろうとしたが、きょうのさつきはやはりいつもと違っていた。

　周りの生徒たちをかき分け、廊ろう下かへ向かって伊織を引っ張っていくさつきは、肩越しに伊織を振り返った。

「……わたし、ルゥさんに聞いたんだよ？」

　押し殺したようなさつきのセリフは、たぶんほかの生徒たちの耳には届かなかったのだろう。そのひと言に反応したのは、不ふ覚かくにも伊織ただひとりだった。

「ちょ、ちょっと、さっちー――」

　中等部時代からのさつきの友人の白しら石いしつぐみが、尋じん常じようではない彼女の姿を見て我に返ったのか、慌あわてて呼び止めようとした。

「いいからほっといて！　みんなもついてこないで！」

　さして大きくはないが、おとなしげな少女に似合わぬ迫力のある声に、クラスはふたたび声を失った。

　そこから少女に手を引かれて連れ出された伊織が、この期ごにおよんで第一に考えていたのは、常葉が泳ぎを不得手としているという事実は絶対に伏ふせておかなければならない、ということだった。

　ただ、伊織がぼんやりとそんなことを考えていたのは、もしかすると、目の前の厄やつ介かいな状況からの現実逃とう避ひにすぎなかったのかもしれない。

　おそらくさつきは、ルテティアから何かしらを聞いたのだろう。

　――そう、伊織は確信した。
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　陳ちん腐ぷで月並みではあったが、牧島さつきがふたりきりの密談に選んだのは、人ひと気けのない校こう舎しや裏うらだった。

　巨大なコンクリートの塊かたまりによって作り出された影は冷ややかで、きょうの蒸し暑さをひと時だけとはいえ忘れさせてくれる。ランチタイムならではの少年少女たちの明るい笑い声が、まるで別の世界の出来事のように、ここではずいぶんと遠いものに感じられた。

「…………」

　ここまで伊織を引っ張ってきたさつきは、少年の手首を摑んでいた手をゆっくりとほどいた。伊織に背を向けたまま、胸の前で両の手を組み合わせ、深呼吸を繰り返している。おとなしい彼女にしてみれば、クラスメイトたちの前で威い勢せいのいい啖たん呵かを切り、さらには伊織の手を摑んで強引にここまで引きずってくるために、それこそ一世一代の勇気を振り絞ったのに違いない。

　そんな少女の背中を観察しながら、伊織はすばやく考えをめぐらせた。

　きのうの夜、買い物から帰ってきたルテティアは、さつきといっしょにあちこち見て回っていたといっていた。おそらくその時、さつきはルテティアから何か聞かされたのだろう。

　ただ、ウォーライクがどうの〝鞘ロのー主ド〟がどうのというような、具体的な話を聞かされたのかどうかまでは判らない。いくら自由奔放で身勝手なルテティアでも、単なる気まぐれやその場の思いつきで、自分の素す性じようをロードでもない人間に明かすとは思えなかった。

　伊織や常葉がかかえ込んでいる秘密がさつきにばれてしまったと考えるのは、いささか早すぎるだろう。しかしだからといって、あまり楽観視できる展開でもなかった。まずはさつきが何をどこまで知っているのか、そこを見極めなければならない。

　だから伊織は、さつきが自分から言葉を発するのを無言で待ち受けた。

「……伊織くん」

　さつきがようやく口を開いた。

「伊織くんと先輩と……それにルゥさんは、いったいどういう関係なの？」

「おれと先輩は先輩後こう輩はいの間柄だ。ルテティアとは世帯主と居候の関係でしかないな。できれば今すぐ出ていってもらいたいくらいだ」

「ホントはどうなの？」

「どういう意味だ？　おれが噓うそをいっているといいたいのか、おまえは？」

「噓はいっていないにしても、もっと別の、何か大事なことを隠してるよね？」

「大事なこと？」












　伊織はあえてとぼけて聞き返してみたが、さつきは何もいわなかった。少女の表情からは、もどかしさと苛いら立だちとが見て取れる。

　それを見て伊織は何となく理解した。

　おそらくさつきは、ルテティアとの会話の中で、伊織と常葉に建前以上の何かしらの関係があるのだとほのめかされたのだろう。しかし、それ以上のことは聞かされていなかったために、こうして伊織から真実を聞き出そうとしているのに違いない。

　そうと判れば、迂う闊かつなことをしゃべって傷口を広げる必要はない。とにかく今は何を聞かれても知らぬ存ぜぬを押し通し、帰宅してからルテティアに詳細を吐かせるのが最善の策のように思えた。

「……あの女に何を聞かされたか知らないが、それを鵜呑みにして満座でああいうことをいわれると、おれは無論だが、先輩だって迷惑をする。そのくらい判りそうなものだがな」

「だって――伊織くん、絶対に何か隠してる！」

「だとしてだ」

　伊織はひとつ大きく息を吸い込むと、ささやかな罪悪感を握にぎり潰つぶしていい放った。

「――もしおれと先輩が、あるいはおれとルテティアが、おまえが想像するような関係だったとして、あるいはそうでなかったとして、だ。……それを逐ちく一いちおまえに説明しなきゃならない義務が、おれにあるのか？」

「それは――」

「はなからおまえにはかかわり合いのないことだ。それをどうしておまえに説明しなければならない？　いちいち教えてやる義理がどこにある？」

「でっ、でも、わたしは……！」

「わたしは？　いったいおまえは何なんだ？」

「わ、わたしは……伊織くんのことが、好き、だから――」

　顔を真まっ赤かにしたさつきは、それきりうつむいてしまった。

「…………」

　なかば予想できていた答えだったが、それでもあの牧島さつきの性格を考えれば、本人を目の前にしてよくいえたものだと思う。その勇気は賞しよう賛さんに値するだろう。

　だが、しかし――。

「それとこれとは話が別だ」

　さつきがびくりと肩を震わせたのが判った。伊織自身、冷酷な拒絶の仕方だとは思っている。しかし、さつきの感情がどうあろうと、それが伊織に秘密の告白を要求する権利になるわけではない。問題なのはさつきが伊織をどう思っているかではなく、伊織がさつきをどう思っているか――秘密を共有していい相手かどうかということであり、そういう意味では、さつきは完全にありえない相手だった。

　伊織は溜息混じりにきびすを返した。

「……おまえは本当に物好きだな。自分でいうのも何だが、おれみたいな無愛想で頼たより甲が斐いのない男のどこがいいんだ？」

　自じ虐ぎやく的てきな伊織の問いに、さつきは何もいわなかった。

　さつきがそれに答えてさらに会話が続いてしまわなかったことにほっとしながら、伊織はひとり先に教室に戻ったが、正直、その後は授業にまったく身が入らなかった。

　さっきまではあれだけ憤ふん慨がいしていたはずのクラスの連中は、別々に教室に戻ってきた伊織とさつきを見たとたん、困ったようにたがいに顔を見合わせていた。

　伊織が無愛想でろくに口も聞かないのは珍しいことではないが、一方のさつきが目を真っ赤に泣なき腫はらし、自分の席でじっと唇を嚙み締めているのを見れば、ふたりの間がひどく険けん悪あくになったのだと容易に想像がつくだろう。もしかすると彼らは、そのことに大なり小なり責任を感じているのかもしれない。

　彼らが何を感じようが、伊織にはどうでもよかった。そのまま放置してくれるのであれば、伊織としては一向に構わないし、むしろ歓迎すべき展開といえただろう。

　ただ、クラスメイトたちは伊織を放置してはくれなかった。声こそかけなかったが、彼らの視線はじっと伊織とさつきを追いかけていた。それがどうにも鬱陶しくて仕方がない。

　だから伊織は、午後の授業が終わると誰よりも先に教室をあとにし、足早に帰宅の途とに就いた。

　後ろのほうから山崎が呼ぶ声が聞こえてきたような気がしたが、今は誰に対しても寛かん大だいな気持ちにはなれそうになかったので、聞こえないふりを押し通すことにした。
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「イオリおかえり～♪」

　帰宅した伊織が玄関のドアを閉めると、タンクトップにフレアパンツ姿のクリスが廊下を駆かけてやってきた。

「とうっ！」

　気き合あい一いつ閃せん、上がりかまちに座って靴紐をほどいている伊織の背中に飛びついたクリスは、伊織の後頭部にもふっと鼻面を突っ込んだ。

「イオリ、ちょっと汗くさ～い！　でもちょっとこのにおい好き～！」

「……どういう意味だ、それは？」

「クリス、イオリのにおい好きなの～」

「……おまえ、絶対に他人のいる前でそういうことをいうなよ」

　クリスが他人の前で恥をかくのは自業自得としても、保護者として自分まで恥ずかしい思いをするのは御ご免めんだった。少なくとも今の伊織がクリスに身につけさせなければならないのは、現代日本で生きていく上で必要な社会知識と倫理観、そして何よりも、空気を読む能力であろう。

　自分が立ち上がっても背中に張りついている少女を強引に引ひき剝はがすと、伊織はいぶかしげに眉をひそめてクリスの頰をぷにぷにとつついた。

「……どうしておまえの肌はこんなにひんやりしているんだ？　まさかおまえ、また冷蔵庫に顔を突っ込んで涼を取っていたんじゃないだろうな？」

「クリス、何も取ってないよ？　つまみ食いなんかしないも～ん」

　ぷ～っ、と唇をとがらせ頰をふくらませ、クリスはキッチンではなく書斎のほうへと走っていく。

「あいつか……」

　おそらくルテティアが、全世界的なエコライフに逆行する温度設定で書斎のクーラーをフル稼働させているのだろう。叔父がフランスで万馬券を当てて作ったとかいう大金が振り込まれたおかげで、宮本家の緊きん縮しゆく財政政策は一時的に解除された形にはなっているが、だからといって電気を無む駄だ遣づかいしていいわけではない。

　自室にカバンを置き、汗を吸ったシャツを着替えてまた階下に降りてきた伊織は、大股で書斎に向かい、ノックもせずにそのドアを開け放った。

「おい――」

「はぁい？」

　少し間延びした口調で返事をしたルテティアは、なぜか書斎の真ん中に下着姿で立っていた。窓越しの陽光を浴びて輝く肌の白さが目にまぶしい。

　しばし言葉を失い、ぷりんとしたお尻しりからするっと伸びた脚の長さに見入っていた伊織は、一気に汗が引いていくほどの冷気を感じて身震いした。

「……ちょっと待て」

　伊織はリモコンを操作して常識的な温度設定に変更すると、あらためてルテティアを振り返った。

「クーラーを使うなとはいわんが、いくら何でも冷やしすぎだ」

「うん、自分でもちょっとそう思った」

　悪びれもせずにそんなことをいいながら、ルテティアはソファの背にかけてあったワンピースを手に取った。見れば、書斎の床の上にはたくさんの服が散らばっているし、書しよ架かのところにはいつもはルテティアの部屋にあるはずの姿身が立てかけてある。伊織思えらく、たぶんルテティアは、きのう買ってきた服をここに広げて、ひとりファッションショーでもやらかしていたのだろう。

　それでさつきのことを思い出した伊織は、眉間のしわを深くしてルテティアを睨にらみつけた。

「……おまえ、牧島に余計なことを吹き込んだな？」

「え？」

　クリスに手伝わせて背中のジッパーを上げていたルテティアは、肩越しに伊織をかえりみて、にんまりと唇を吊つり上あげた。

「――別に何もしゃべってないけどぉ？」

「とぼけるな」

「とぼけてないわよぅ、ホントに何もいってないもん」

「肝かん心じんな部分は教えなかったにせよ、おれや先輩たちの間に何かしらの秘密があると匂わせたのは事実だろう？　おかげでこっちは牧島に問い詰められて冷や汗をかいた。それもほかのクラスメイトたちの前でだぞ？」

「それは災難だったわねえ。――あ、クリス、そっちのトップス取って」

「これ？」

「そう、それ」

　ルテティアはワンピースをさっさと脱ぎ、代わりに小さなアシスタントの手から受け取ったタンクトップを頭から引っかぶった。下着姿にタンクトップ一枚というスタイルは、少女が同年代の少年の前で気安く披ひ露ろうすべきではないもののはずだが、どうもルテティアの中では、下着までなら伊織に見られてもまあよしという線引きになっているらしい。

　クロップト丈のジーンズを穿はいたルテティアは、ぷりんとした自分のお尻をぽんと叩いて鏡に映し、満足そうにうなずいた。

「ルゥ、お尻大きい～」

「アナタねえ、自分を基準にしてばかりいると、いつか大恥をかくわよ、クリス。アナタのお尻なんか、触ると尾び骶てい骨こつが判るくらいぺったんこじゃない。――そんなのダメよね、イオリ？」

「おれに同意を求めるな。……というより、話を逸そらすな。どうして牧島に余計なことをいった？」

「だぁって～、あの子を巻き込んだほうが面白そうだったんだもん。それに、そのほうがわたしにとってもいろいろと都合がいいしぃ」

「……どういう意味だ？」

「別に～」

　伊織の詰きつ問もんをはぐらかしたルテティアは、結局はお気に入りの――伊織に新しく買わせた――純白のアオザイに着替えると、脱ぎ散らかした服をたたみ始めた。

「――それよりさ、ああいうサツキみたいな子は、いったん思い切ると頑がん固こで厄介だから、テキトーにあしらってほとぼりが冷めるのを待とうなんて考えても無駄よ？　アナタが持てあますようなら、わたしが代わりに説明してあげてもいいけど？」

「ふざけたことをいうな」

　ことの重要さが理解できていないはずはないのに、ルテティアの言葉からは反省や後悔の色が微み塵じんも感じられない。さつきに疑念を抱かせるような発言をしたことを、まったく悪いと思っていないようだった。

　腹立ちまぎれに聞こえよがしの舌打ちをして、伊織は書斎をあとにした。

「――これ以上あいつに余計なことをいったら、叔父さんが何といおうとこの家から追い出してやるからそのつもりでいろ！」




　ばたんといきおいよく閉じられたドアを一いち瞥べつし、ルテティアは大おお袈げ裟さなポーズで肩をすくめた。

「はいはい、一応覚えておきますよ、世帯主サマ」

「ルゥ！　はいは一回だよ！」

　つたない手つきで服をたたむのを手伝っていたクリスは、ひょいっとソファの上に飛び乗って仁王立ちをすると、冷ややかな笑みを浮かべているルテティアの顔を不躾に指差した。

「――イオリがあんなに怒ってるのに、そうやって笑ってるなんてふきんしん！　イオリにちゃんとあやまらなきゃダメだよ！」

　伊織を馬鹿にされたと感じていきどおりを覚えたのか、少女は小さな胸を張ってルテティアをきっと睨んでいる。その微笑ほほえましい姿に、ルテティアは噴ふき出だしそうになるのを必死にこらえた。

　ちなみに、伊織にあやまらないとどうなるのかをクリスに尋ねたところ、きょうの夕食と食後のデザートが没収され、そのすべてがクリスのものになってしまうのだという答えが返ってきた。

「アナタ、調子よすぎ」

「いたたたたた！」

　自分に都合のいいペナルティを勝手に設定する少女の頭をぐりぐりと撫なで、ルテティアは着替えを持って二階の自室へと上がっていった。






















　南アイルランド、ミース州。

　一番近い町までは、自動車で三〇分ほどかかるという。チリマツの長い並木道をすぎた小高い丘の先、陰いん鬱うつな黒い森に守られるようにして、ブラックフォード館は数百年の時間を閲けみしている。
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　博士は哀しみを忘れるために夢想の世界に逃げ込んだのではなく、そこに自分が長年追い求めてきた真実があるということを知り、残りの人生をすべてかけるつもりで飛び込んだのである。もちろん、何かに没頭して哀しみをまぎらわせるという意味はあっただろうが、決して後ろ向きな考えがあったわけではない。

　今の博士は、世間からの評価や自分自身の名誉といったしがらみを完全に捨て、ただおのれの知識欲のおもむくままに、真理を追究しているだけだった。

　博士の研究が、最終的にどんな意味を持つのか、それは彼女にも判らない。ただ、これまで自分が博士から受けてきた恩に少しでも報むくいるために、彼女はブラックフォード館にいる。

　博士の研究に協力し、そして博士の孫――パトリック・ハーンの成長を見守ること。

　それが今の自分の役割なのだと、のちに〝白い魔女〟の名で呼ばれるイグレインはそう思うのだった。




「――ぼっちゃま？」

　買い物から帰ってきてからずっと、パトリックの様子がおかしい。

　気づくと親指の爪つめをかじりながら、目に見えない何かに対して苛いら立だちをぶつけるかのように、小さな声で毒づいている。爪を嚙かむのはパトリックが苛々している時によく見せる癖くせだが、この少年が何に対して苛立っているのか、イグレインには何となく理解できた。

「きょうはずいぶんとあたたかかったですね」

　少年のコートをハンガーにかけ、その苛立ちに気づいていないかのように声をかけてみる。

　ベッドの端はしに腰を降ろしていたパトリックは、イグレインを軽く一いち瞥べつしただけで、何もいわずにすぐに目を逸そらした。

　今、少年の心の中では、子供であれば当然のはずの哀しみや喪失感と、年に似合わないプライドとが、激しくせめぎ合っているのだろう。イグレインが初めてこの館に来た時から、パトリックにはそういうところがあった。

「――このぶんだと、雪ではなく雨が降るかもしれません。早く帰宅できてよかったですね」

「……そうだね」

　かぼそい声で応じたパトリックは、かちかちと爪を嚙み、神経質そうに爪先で床を叩たたき続つづけている。

　つい先ほどまで、イグレインはパトリックを連れて街に買い物に出かけていた。おそらくその時に見た親子連れの姿が、少年の心を不安定にさせているのだろう。

　パトリックが事故で両親を一度に失ったのは、今から三年前――まだ九歳の頃のことだった。少年にはチャールズ・ハーンという祖父がいたが、彼がいかに優秀な学者であっても、それが両親を失った少年の心の穴を埋められるわけではない。

　そんな心の空くう隙げきが、しばしばパトリックの精神的なバランスを大きく崩させ、ヒステリックに暴れたりもした。

　この一年あまり、イグレインはそうした姿を間近に見てきた。だからこそ、今のパトリックがどんな精神状態にあるのかも想像できる。

　つまるところ、よその子供には当たり前のようにいる親という存在が、自分にはもう永遠に手に入れられないものだという現実に対し、パトリックは激しい怒りを覚えているのである。

　もちろんパトリックにも、親を失った哀しみという感情はある。一二歳という年齢を考えれば、両親を思い出して大きな声で泣くことも許されるだろう。

　だが、プライドが高すぎるパトリックには、親がいなくて哀しいという理由で泣くことなどできなかった。自分はそんな弱い人間ではないというプライド――実際には子供っぽい意地だが、それがパトリックに素直に泣くことを許さず、代わりに怒りや苛立ちという形で噴ふき出だしているのである。

「……あいつ、馬鹿なんじゃないの？」

　しばらく続いていた床を打つ靴くつの音おとがやみ、パトリックが口を開いた。

「はい？」

「あいつだよ。ナヴァンの大通りで見かけただろ？　両親といっしょに買い物をしていた、ぼくと同い年くらいのやつがさ！」

「いわれてみれば……いたような気もしますが、それが何か？」

「あいつ、いい年して母親と手をつないだりしてさ、恥はずかしくないのかな？　おかしいんじゃない？」

　ただ街ですれ違っただけの、名前も知らない少年に対して、パトリックは激しすぎる怒りをあらわにしていた。それが両親の揃そろっている子供に向けられた嫉しつ妬となのだということは、パトリックの事情を知る者ならすぐに判るだろう。

　しかし、イグレインはわざわざそんなことを指摘したりはしなかった。

「そうですね。あれは少しべったりしすぎで恥ずかしかったかもしれません。特に男の子ですし……」

「だよね？　そうだよ、あんなの恥ずかしいだろ？　いつまでたってもガキのままのやつが多すぎるんだ、世の中には」

　パトリックは聡明な少年だった。プライドを守るための、自分に対する噓うそや言い訳をいくつでも思いつけるような、頭の回転の速い子である。

　いきおいよく立ち上がったパトリックは、小さな窓から陰鬱な庭を見下ろし、ぶつぶつと呟つぶやいた。

「……どのみち一生いっしょにいられるわけじゃないのに、そんなことも判らないのかな？　頭が悪いんだ、みんな――」

「ぼっちゃまは、ここ何年かでずいぶん大人になられましたね」

　イグレインはパトリックのかたわらに歩み寄り、その頭にそっと手を置いた。

「大人というほど大人でもないけどさ」

「いえ、ぼっちゃまはお強いかたです」

「イグレインがいるからだよ。――おじいさまとイグレインさえいてくれれば、ぼくはもうそれでいいんだ」

「ぼっちゃま……」

　自分の腰にしがみついてきた少年のクセのある髪を撫なでながら、イグレインはぼんやりと窓の外を見つめた。

　ウォーライクとして生まれながら争うことを好まないイグレインは、これまでひたすらに逃亡生活を送ってきた。いつ終わるとも知れないその苦難の日々にひとまずの終止符が打たれたのは、彼女の素す性じようを知った上で人間社会での庇ひ護ご者しやとなってくれた、チャールズ・ハーンと出会えたからである。

　無論ハーン博士にも、イグレインの協力によってウォーライクの研究が大きく前進するという、学者としての打算はあっただろう。両親を失ったばかりの孫のために、その母親代わりを彼女に期待しているのも判る。

　ただ、イグレインはそれが嫌ではなかった。奇妙な表現だが、イグレインはそういう〝人間らしい〟暮らしにあこがれてきたし、パトリックという少年に対しても母性らしきものを感じている。

　だから、可能なかぎりこの少年をいつくしんでやりたいと、イグレインはそう思っていた。

　玄関の前に広がる石いし畳だたみのアプローチには、もう何十年も機能していない噴水が置かれている。降り出したばかりの霧のような雨が、そこに溜まっていた水の表面に無数の波紋を描き始めていた。

　そのアプローチに、一台の古いクルマが入ってきたことに気づき、イグレインはわずかに身を乗り出した。

「……？」

「誰だれだろう？」

　窓ガラスにぺとりと額ひたいを押しつけ、パトリックがイグレインに聞くでもなく呟く。週に一度ほどの割合でやってくる郵便夫を除のぞけば、この館に外の世界から誰かがやってくることなどほとんどない。パトリックが哀しみや苛立ちを忘れて興味をそそられたのも当然だった。

「……きょうは博士のお知り合いがおみえになるというお話でしたから、たぶんそれでしょう」

「おじいさまの知り合い？」

「ええ。何でも、日本人の学者のかたと聞いております」

「へえ……おじいさまがここに学者仲間を呼ぶなんて初めてじゃないかな？　どんな人だろう？」

　水の出ない噴水の前で停まったルノーから、ひょろりとした男が降りてきた。三〇代なかばといったところか、少し神経質そうな――学者にはしばしばいるタイプの――気難しそうな顔立ちをしている。

「あ」

　パトリックが小さな驚きの声をあげた時、イグレインの身体からだに小さな震ふるえが走った。

　男に続いて、あたたかそうなダッフルコートを着た少女がクルマから降りてきた。パトリックはそれを見て声をあげ、イグレインは震えたのである。

　美しく、しかし、生気のかけらもない少女だった。まるで人形のような――という表現が、悪い意味でしっくりとくる。












　ほとんどまばたきもせず、男に手を引かれて館の玄関へと近づいてくる少女を見て、イグレインは窓辺を離れた。

「イグレイン？」

「ぼっちゃまおひとりでもお着替えはできますわね？」

「そ、そりゃあもちろんだよ」

　自じ尊そん心しんをくすぐるイグレインの問いかけに、パトリックは軽く鼻の穴をふくらませて答えた。

「では、どうかお着替えのほうをお急ぎください。わたしはお客さまのおもてなしをしなければなりませんので」

「ねえ、イグレイン、あれは誰なんだろう？　あの――女の子は？」

「わたしにも判りません。初めて見るお客さまですし。……でも、先生が必要だと判断すれば、おそらくぼっちゃまにも紹介してくださるでしょう。あちらはおとなしいお嬢じようさまのようですし、ぼっちゃまもどうか粗そ相そうのないようにお願いいたします」

「判ってるよ。イグレインの顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねはしないって」

　ぱちんとウインクして鼻歌混じりに着替えを始めた少年を残し、イグレインは足早に階段を降りていった。

「――おーい、イグレイン！」

　階下から老学者が呼ぶ声がする。

「はい、ただいままいります」

　慎つつしみを失わない声で応じながら、イグレインはいいようのない胸騒ぎを感じていた。しかし、人ならぬ身のイグレインがこの手の不安感を覚える理由が、そうそうあるはずもない。

　足音がよく響く石造りの階段を降りて玄関ホールへ足を運んだイグレインは、ハーン博士がみずから招き入れた客人たちと対面し、そこでふたたび全身をつらぬくような震えに襲われた。

「――――」

　ダッフルコートの金髪の少女は、うつろなまなざしを目の前の床に落とし、日本人学者の隣となりに無言で立ち尽くしていた。

　その少女は、小さな本をぎゅっと胸に抱き締めていた。

　自分の不安を喚かん起きするのはこの少女なのか、それとも少女が持つあの本なのか――イグレインにはどちらとも判断がつかなかった。

　ただ、自分が手に入れたばかりのささやかなしあわせが、きょうを境さかいに失われてしまうのではないかという模も糊こたる不安を彼女が感じたのは、まさにこの瞬間だった。
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　灰色に染まった過去の回想を断ち切ったのは、スーツの内ポケットで震え出した携けい帯たい電話だった。

　イグレインはすぐさまシートを起こし、懐ふところからケータイを引き抜いて電話に出た。

「――はい」

『イグレイン？　ぼくだけど』

「何かありましたか、ぼっちゃま？」

『彼女を見つけたよ。ちょうどいいから今すぐ来て。……ぼくの今いるところ、判るよね？』

「はい。くれぐれもおひとりで無茶はなさらないようにお願いします」

『判ってるって』

　声変わりはしたが、その口調は七年前と変わらない。思えばパトリックは、あの時点でかなり老ろう成せいした子だったのだろう。

　日の射ささない立体駐車場を出て、夕暮れの人混みの中を颯さつ爽そうと歩いていく。背せ筋すじを伸ばし、あたりを睥へい睨げいするかのようなまなざしで足早に歩くその姿は、おそらくこの国の人々からは、異国のキャリアウーマンか何かのように見えるのだろう。

　もっとも、イグレインが足早なのは少しでも早くパトリックのもとに行くためだったし、視線が高いのはあたりを警戒しているからだった。この街には、少なくとも三人、パトリックとイグレインに敵対するウォーライクがいることが判っている。一対一での戦いならともかく、二対一や三対一での戦いになれば、いかにイグレインが経験を積んだウォーライクといえども、必勝の保証はどこにもない。

「――やあ」

　学校帰りの学生たちでにぎわう駅の裏手のバス通りに、陽気に手を振るパトリックの姿があった。

　人ひと懐なつこそうな笑顔を見せるパトリックは、ロンドンではよく若い娘たちから声をかけられたものだが、英語に対するアレルギーがまだ根強く残るこの国では、遠巻きに眺ながめる子たちはいても、積極的に声をかけてくる子たちはいない。

　パトリックは軽くあたりを見回してから、目の前の雑居ビルを指差した。

「――日本人は本当に好きなんだね、これが」

「彼女は日本人ではありませんよ」

「連れは日本人さ」

　にやりと笑ったパトリックは、イグレインをともなってビルの脇の薄暗い路地へと入っていった。
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　ルテティアが次々にチョイスする曲の中で、牧まき島しまさつきにもかろうじてそれと判ったのは、せいぜいビートルズかエリック・クラプトンのメジャーな曲くらいのもので、それ以外はまったくといっていいほど知らなかった。

　そもそもさつきは洋楽などほとんど聞かない人間である。ブリティッシュロックに関する知識は皆かい無むといっていい。だから、目の前でルテティアが何を熱唱していても、これは聞いたことのある歌、これは聞いたことのない歌、というくらいの、感想ともいえない感想しか出てこなかった。

　もっとも、当のルテティアが欲しかったのはさつきからの賞しよう賛さんの言葉ではなく、カラオケボックスという未知のシステムに対して、自分に代わってあれこれ手続きをしてくれる人間だったのだろう。

「――日本人のカラオケ好きの理由がちょっと判ったかも」

　髪をぶんぶん振り回してまた一曲歌い終えたルテティアは、ソファにどすんと腰を降ろし、メロンフロートをちゅるちゅるとすすった。

「サツキは？　何か歌わないの？　日本のポップスとか歌ってよ」

「わたしは……歌ヘタだから……」

「ヘタでいいんじゃないの？　歌がヘタな人間が人目を気にせずに思いっ切り歌えるところなんでしょ、ここって？」

「かならずしもそうとはかぎらないけど……」

　ごにょごにょと消え入りそうな声で反はん駁ばくしたさつきは、大きく深呼吸してからあらためて切り出した。

「ルゥさん」

「さんは余計」

「伊織くんのことなんだけど」

「見事にかわされたって？」

　無数の水滴が張りついたグラスをテーブルに置き、ルテティアはソファの上にあぐらをかいた。

「――まあ、あの性格破は綻たん者しやにマトモにぶつかったって、はなからムリだって判ってたでしょ、アナタだって？」

　他ひ人とごとのように笑うルテティアを見ていると、生せい来らいおとなしいさつきの胸にも、ふつふつと怒りがこみ上げてくる。ことの発ほつ端たんは、プールで伊い織おりと大おお路じ常葉ときわがいっしょにいるところを見かけたという、さつきの妹むつきの発言ではあったが、さつきの疑念をいっそう色濃くしたのはほかならぬルテティアだった。

　いわば自分で焚たきつけたくせに、その結果を嘲あざ笑わらうようなことをするルテティアに、さつきはいきどおりを感じずにはいられなかった。

　しかしその一方で、こうしてまたルテティアの呼び出しに応じて彼女のカラオケ初体験につき合っているのは、伊織から聞けなかった真実を彼女から聞き出せるかもしれないと考えたからだった。

　そんなさつきの考えを見抜いていたのか、ルテティアはさつきに向かってマイクを差し出した。

「アナタ、口はかたい？」

「えっ？」

「秘密守れるかって聞いてるのよぅ」

「それは……秘密の種類によるけど――」

「絶対に他言しないって約束できるなら、ひと口嚙ませてあげてもいいんだけど」

「ひと口嚙ませるって……な、何に？」

「手っ取り早くいえば、わたしたちの仲間にならないかってことよ」

「仲間になるって……な、何をするの？」

　スピーカーを通して、かすかに震えたさつきの声がせまい部屋の中に響き渡る。ルテティアはマイクを片手にソファの上に立ち上がり、大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「――今それを聞くのはルール違反じゃなぁい？　アナタがウィって答える前に、そんな肝かん心じんなこと教えられるわけないじゃん」

「でも、何をするのかぜんぜん判らないのに、な、仲間になれって――」

「確かにその反応がフツーよねぇ。……でもぉ、あいにくとわたしたちはもうフツーじゃないの」

　さつきに差し出したマイクを少女の鼻の頭にぐりぐりと押しつけ、ルテティアは面白そうに目を細めた。

「アナタの好きなイオリくんもね、とっくの昔にフツーじゃない世界に足を踏み入れてるの。それこそアナタには一生縁のないはずの危険な世界にね」

「き、危険な……？」

「そう。――イオリがそこまでアナタを拒きよ絶ぜつしたっていうのも、いってみればあの性格破綻者なりのやさしさってやつなんじゃないのぉ？　ほら、無関係の人間を巻き込みたくないっていうアレよぅ」

「――――」

　恋は人を盲目にする。

　その言葉は知っていても、それをいましめとして自分を律することは非常に難しい。今のさつきがまさにそうだった。

　ルテティアがいっていることが冗じよう談だんではないと仮定して――伊織たちが何か危険なことに足を突っ込んでいるのが事実だと仮定すれば――伊織がさつきを巻き込むまいとして冷淡に拒絶したことは、確かに彼なりのやさしさなのだろう。そう思えば嬉しくもある。

　しかしそれ以上に、今のさつきには、伊織が自分を巻き込むまいと判断したことが悔しかった。自分は無関係な人間だと伊織に思われているという、その事実が何よりも腹立たしい。

　そんなことを考えてしまうのは、伊織に対する恋愛感情によって、さつきの判断力が鈍にぶっているからだろう。今の自分が平静さを欠いているということは、さつきも自覚している。

　しかし、それでも盲進を止められないのが恋というものなのかもしれない。少なくともさつきには自分を止めることはできなかったし、止めるつもりもなかった。

「……どうすればいいの？」

　ソファの上でくるくると上じよう機き嫌げんで踊っていたルテティアが、さつきの言葉に反応してぴたりと動きを止めた。

「その気になった？」

「どうすればいいの？」

　繰くり返かえし尋たずねると、ルテティアはソファから飛び降り、さつきの前にしゃがみ込んだ。

「――後悔しない？　けっこう本気で危ないよ？」

「大丈夫。本当に嫌になったら逃げ出すから」

　精一杯ふてぶてしい笑みを作り、冗談めかして答えたさつきだったが、次の瞬間、その笑みは凍りついた。スピーカーからばつんと耳障りなノイズが飛び出し、部屋の照明が一度にすべて落ちたのである。

　いきなりのことに驚いたさつきは、ソファからわずかに腰を浮かせた姿勢のまま硬直し、目を丸く見開いてあたりを見回した。

　カラオケセットのモニターは完全に消え、一瞬大音量でノイズを吐はき出だしたスピーカーも、今は完全に沈黙していた。照明が消えたところを見ると、ただの停電のようにも思える。

　しかしさつきは、それだけでは説明のつかない薄気味の悪さを感じていた。

　あたりがやけに静かだった。

　停電になったらなったで、ほかの客たちの不満たらたらの声が聞こえてきてもよさそうなのに、それがまったくない。部屋から出てくる気配すらなかった。

　まるでこのフロアには、さつきたち以外誰もいないかのような静けさだった。

　その静寂の中に、どこか遠くから響いてくる、陰鬱な鐘かねの音ねが忍び入ってきた。

「やられた……！」

「え!?」

　忌いま々いましげに呻うめいたルテティアが、さつきの手を摑つかんで立ち上がる。

「ちょっ――」

「逃げるわよ！　もう手遅れかもしれないけど――」

「なっ、何の話!?」

「話はあと！」

　厚みのあるドアを蹴けり開あけたルテティアは、ほとんどさつきを抱きかかえるようにして部屋を飛び出した。

「きゃ――」

　がくんと首を後ろに持っていかれるような加速度のせいで、もれかけた悲鳴がすぐに途と切ぎれた。

　さつきをかかえたまま、ルテティアは無人の店内を駆かけ抜ぬけていく。どの個室にも人の姿はなく、カウンターからも店員たちが消えていた。自分たち以外の人間が唐とう突とつにすべて消えてしまった異様さに、さつきは思わず息を呑のんだ。

「頭、気をつけて！」

「えっ？」

「ガラス！」

　切せつ羽ぱ詰つまったルテティアの声に、さつきは反射的に頭をかかえた。

　カウンター前のロビーを突っ切り、そのいきおいのまま、ルテティアは窓ガラスを突き破ってビルから飛び出した。

　どんっ、と軽い衝撃を感じた直後、さつきは隣のビルの屋おく上じように膝ひざをついていた。

「……！」

　見上げると、そこにはどんよりと濁にごった茜あかね空ぞらが広がっていた。朱色と黒の墨ぼく汁じゆうをぶちまけて適当に混ぜたかのような、重苦しい色合いの空には、沈みゆく夕ゆう陽ひもなければ巣に戻る鳥たちの姿もない。

　そしてまた、それを見上げているのもさつきとルテティアだけだった。カラオケボックスの前のバス通りは、朝から深夜まで人通りが絶えることのない猥わい雑ざつな空間のはずなのに、今は人っ子ひとりいない。寒々しいまでの寂せき寥りよう感かんが、なおさらにさつきを混乱させた。

「ど……どうして……？　え？」

　さつきは身を起こしてルテティアの手を摑んだ。

「な、何なの？　いったいこれって――」

「〝逢魔が刻トワイライト〟よ」

「……え？」

「もうちょっと落ち着いて説明したかったんだけど、どうもそういうわけにはいかないみたい」

　どこか人を小馬鹿にしたような、小悪魔的な笑みを含ふくんだルテティアの声が、今は緊張にこわばっている。ぎゅっと握にぎり締しめられた彼女の拳こぶしが細かく震えているのに気づいたさつきは、ふとルテティアの視線を追った。

　もうひとつ向こうのビルの屋上の、いかにも不安定な手て摺すりの上に、そばかす顔の青年と白ずくめの美女が立っていた。

「――――」

　自分たち以外の人間をようやく見つけた――という安あん堵ど感かんは、なぜか湧わいてこなかった。むしろルテティアの表情を通してさつきが感じたのは、彼らに対する強い警けい戒かい心しんと恐怖だった。

　じっとふたりを見み据すえたまま、ルテティアがさつきに尋ねた。

「ねえ、サツキ」

「え？」

「アナタ、キスしたことある？」

「……は？」

　この状況でなぜそんな質問が飛んでくるのか理解できず、さつきは眉まゆ根ねを寄せてルテティアの顔を見上げた。

「小さい頃にパパンやママンにするようなキスじゃなくて、本当の意味でのキス。もちろんイオリとはしたことないわよね？」

「そ、それは……」

「……ごめんねえ。せっかくのあなたのファーストキスなのに」

「えっ――!?」

　ルテティアはほっそりとした体格に見合わぬ力でいきなりさつきを抱き寄せ、キスをしようとした。

「ちょっ……!?　なっ、何！　何を――」

　咄とつ嗟さに自分の口もとを手で押さえて唇くちびるを奪われることをまぬがれたさつきは、ルテティアの身体を押しのけ、真まっ赤かな顔で叫んだ。

「いっ、いきなり何なの!?　ちょ、どっ、あっ、あなた、女でしょ!?」

「わたしが女だろうとアナタが女だろうと関係ないの！　これはそういう意味じゃなくて――ぐっ」

　ルテティアの声が不自然に途と絶だえた。

「ルゥ!?」

　さつきの目の前で、ルテティアの身体が宙を舞った。

「！」

　ルテティアの細い首に、小さな輝きが散っていたように見えたのは、さつきの目の錯覚だったろうか。いずれにせよさつきの意識は、ルテティアに何が起こったのかを理解しようとするだけで精一杯だった。

「く……ぅ――」

　何か目に見えない力によって虚こ空くうへと引きずり上げられ、振り回され、挙あげ句くの果てにビルの壁面へと思い切り叩きつけられたルテティアは、ほとんど受け身を取ることもできずに細い路地へと落ちていった。

「ルゥ！」

　さつきは慌あわてて手摺に駆け寄り、身を乗り出した。

　常識的に考えれば――あのようなことが起こること自体がすでに非常識的だが――まるで耐Ｇテストのように振り回されて壁面に叩きつけられ、さらに一〇メートルの高さからアスファルトの地面に落ちて、無傷ですむ人間などいるはずがない。

　だが、路地の奥の暗がりで、ルテティアはまだ動いていた。それどころか、頭を振りながら身を起こし、何かぶつぶつと腹立たしげにもらしている。

「大丈夫なの、ルゥ!?」

「そりゃあ大丈夫さ。彼女は人間じゃないんだからね」

「！」

　いきなりすぐ後ろから聞こえてきた声に、さつきは首をすくめて振り返った。

「……どうやらきみは、まだ何も知らないらしいね」

　いったいいつの間にここまで移動していたのか、クセのある金髪をわしわしとかき混ぜながら、あの青年がさつきを見ていた。かたわらにはあの美女の姿もある。

「イグレイン」

「はい」

　青年が声をかけると、白ずくめの美女がルテティアを見下ろして右手を振るった。

「ぐっ」

　美女の手の動きに合わせて、ふたたびルテティアの身体が虚空に舞った。そこで初めてさつきは、美女の指先からごくごく細い光の糸のようなものが伸び、それがルテティアの首に絡からみついているのだということを悟った。

「やめて！」

　ルテティアの身体がビルの屋上に激突し、コケがこびりついたコンクリートのタイルが砕くだけ散ちる。それを見て、さつきは咄嗟に美女にしがみついて止めようとしたが、青年がそれを許さなかった。

「おっと」

　青年はさつきの腕を取って背中のほうへねじり上げ、あっさりとその自由を奪ってしまった。

「いたっ――」

「きみがまだ何も知らないのなら、知らないままでいたほうがいいよ。好奇心は猫を殺すというだろう？」

　流りゆう暢ちような日本語でささやいた青年は、美女に軽く目め配くばせした。

「はい」

　演奏のクライマックスを迎えたピアニストのように、美女は大きく両手を振り上げ、そして振り降ろした。

　その動きに合わせてもう一度コンクリートタイルの上に叩きつけられたルテティアは、しかし、その直後に立ち上がると、さつきを押さえ込んだ青年に向かって突っ込んできた。すでに着ているものはボロボロで、本人もアザだらけだったが、それを感じさせないほどにその動きは速い。

「思っていたよりタフだね」

　驚いた様子もなく、むしろ面白そうに目を細める青年は、肉薄するルテティアに対して何をするでもなく、たださつきの動きを封じているだけだった。

「――大事なことを忘れてるわ、あなた」

　ルテティアを迎え撃つかのようにその面前に移動した美女は、右の拳を引き、同時に左手を大きく振った。

「ぐっ!?」

　ルテティアの身体がかしぎ、足がもつれた。

　そこに、狙ねらい澄すました美女の一撃が飛ぶ。

「――っ」

　バランスを崩したところにみぞおちを痛打され、ルテティアはその場に倒れ伏した。

「ごめんなさい」

　美女が手をかざすと、きらきらとした光の糸がルテティアの全身に絡みついた。

「ルゥ……！」

「さて」

「――！」

　青年はさつきをかかえてビルから飛び降りた。

「きみには彼に伝言を頼みたいんだよね」

　ふたりぶんの体重をささえてこともなげに着地を決めた青年は、アスファルトの上にさつきを降ろして冷ややかに笑った。

「……きみ、宮みや本もと伊織を知っているだろう？」

「え……？」

「あの子は〝書〟と交換だ。――このメモを渡してくれればそれでいいよ」

　さつきの胸のポケットに小さなメモを押し込んだ青年は、少女の肩を摑んで後ろを向かせ、ぽんと軽く背中を押した。

「きゃっ」

　あやうく転びそうになったさつきは、ビルの壁に手をついて身体をささえ、呼吸をととのえながら青年を振り返った。

　だが、すでにその時、青年の姿はどこにもなかった。

「う、そ――」

　さつきは慌てて路地から飛び出した。

　そこにあったのは、さつきにも馴な染じみのある、夕暮れ時のバス通りだった。バスが来るたびに通行人たちがわらわらと左右に割れなければならないような、せまくて曲がりくねった相変わらず雑ざつ多たな裏通りは、さっきまでさつきが放り込まれていた静せい寂じやくの世界が噓のように、活気に満ちた喧けん騒そうでいろどられている。

　しばし呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていたさつきは、慌てて通りの向かいにあるビルに飛び込み、階段を駆け上がった。地階と一階は飲み屋、二階から四階までは消費者金きん融ゆうが入っていて、五階のテナントはエスニック料理の店が入っている。

　その五階の踊り場まで一気に駆け上がったさつきは、窓を大きく開けて身を乗り出した。

　通りをはさんで五メートルほど先に、あのビルの屋上があった。しかし、そこにルテティアの姿はない。青年も美女も、コンクリートのタイルが割れるほどの戦いが繰り広げられていたという痕こん跡せきすら、そこには残っていなかった。

「そんな……」

　さつきは携帯電話を取り出し、ルテティアを呼び出そうとしたが、先方は電波の届かない場所にいるというアナウンスが流れるだけで、調子のいいパリジェンヌが電話に出ることはなかった。

「…………」

　さつきは頭を振りながらビルを降りた。

　青年にひねられていた腕が、まだかすかに痛む。その痕跡はどこにも残っていないけれど、あれは確かに現実だった。現に、さつきのポケットには英語で書かれたメモが残っている。

　宮本家へと向かう道をのろのろと歩きながら、さつきは、伊織のケータイに電話をかけてみた。

　あれが何だったのか――青年や美女が何者で、ルテティアに何をしたのか、さつきにはよく判らなかったが、これこそがルテティアのいっていた〝危険〟なのだろうと、さつきはおぼろげながらにそれだけを理解した。
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　パトリック・ハーンとそのウォーライクを倒せというのが、由ゆ良ら健けん二じとマラハイドにあたえられた〝仕事〟だった。

　しかし、彼らの雇やとい主ぬしは、指示はあたえても情報はあたえてくれない。彼らが倒すべき標的がどこにいるのかということさえ、彼らは自分たちの手で突き止めなければならないのである。

「好きなんだけど……お得意さんと顔を合わせる恐れがなきにしもあらずなんだよな、この街は」

　ころころと口の中でキャンディを転がしながら、健二は愛用のサングラスをずらして夜空を見上げた。

　世界各国の有名ブランドの路面店が軒のきを連つらねる銀ぎん座ざには、新しん宿じゆくや渋しぶ谷やあたりの猥雑な街とはまた違う、独特の香りがある。健二が頻ひん繁ぱんにこの街を訪れていたのは、マラハイドと出会う前の出張ホスト時代のことだが、そのせいか、今ではやけにこの整然とした街並みが懐かしく思えた。

　じっとあたりを見回していたマラハイドが、小首をかしげて健二に尋ねる。

「……お得意さん、ですか？」

「何でもない、昔の話だ」

　健二はマラハイドの頭をそっと撫で、片目をつぶって同じようにあたりを見回した。

「――絶対知ってるよな」

「はい？」

「マダムだよ」

　歩道に並べられていたテーブルが片づけられていくさまを見つめ、健二は唇をゆがめた。

　先日、パトリック・ハーンとイグレインは、あのカフェテラスに座っていた。もちろん、すでにその痕跡は残っていないが、彼らが日本での拠点をこの近くに用意している可能性はある。というより、パトリックたちを捜さがす手がかりと呼べそうなものは、それ以外にない。

　道路を渡って閉店間ま際ぎわのカフェテラスにやってきた健二は、あたりをざっと見渡し、吐き捨てるようにいった。

「絶対マダムは知ってんだよ。連中が今どこにいるかってことをな」

「そうですか？」

「そうだよ。あの女ならそのくらい把は握あくしてたっておかしかぁない。――そういうことを知ってるくせに、オレたちには教えねえのさ。指示はあたえても情報はあたえない。ルールだか何だか知らねェが、ムカつく話だ」

「仕方ないです。マダムには逆らえません」

「ありゃァまーちゃんが少々強くなったところでかなわない感じだしな。……アタマにゃくるが、今はおとなしくしたがうしかねェか」

「ケンジさん」

「あン？」

「ありました」

　マラハイドはカフェテラスから少し離れた路上をじっと凝視している。

「……オレには何も見えねえけどな」

「もうほとんど消えかけてます。〝幻視セカンドサイト〟じゃ見えないかも」

「何？　それじゃヤツらのねぐらはこのへんじゃないのか……？」

「ちょっと待ってください。まだほかにも跡が残ってます」

　健二のジャケットの袖そで口ぐちを摑み、マラハイドは歩き出した。落とした大事なものを捜すかのように、視線を路上に這はわせていく。

　健二はマラハイドの進む先を見み晴はるかし、目を細めた。

「……まっすぐ続いてるのか？」

「そうみたいです」

「てことは、あのホテルかもな」

　行く手にそびえるホテルを見上げ、健二はマラハイドに左腕を差し出した。

「行くぜ、まーちゃん」

「はい、ケンジさん」

　口の中のキャンディを呑み込んだ健二は、マラハイドをエスコートし、さも当然といった顔をしてホテルのロビーに足を踏み入れた。サングラスをはずして胸のポケットに押し込み、さりげなくあたりを見回す。もちろん、片目をつぶってである。

「……あるな」

「真っ白ですね」

「色からすると、この前見たあのキャリアウーマン系ウォーライクで間違いなさそうだな……イグレインっていったっけか」

　ラ・ベルから聞かされた〝白い魔女〟の名を反はん芻すうし、健二は三階まで吹き抜けになっているロビーの天てん井じようを見上げた。

「何か感じるか、まーちゃん？」

「はい。……何かいるのは確かです」

「それじゃさっそくお邪じや魔まするか」

　健二とマラハイドは連れ立ってエレベーターに乗り込んだ。

　上昇を始めた密室の中には健二たちしかいない。ふたりはどちらともなく相手の身体に手を回し、長い長いキスをした。

　突発的な戦いに備えて、健二はふだんから〝魔性の血エルフインブラツド〟を服用しているが、本格的な戦いを前にしてマラハイドから送り込まれてくる量とくらべれば、それは文字通り微び々びたるものであった。それまでの高こう揚よう感かんがせいぜい足取りが軽くなる程度の効果しかなかったとすれば、今の高揚感は大声で叫びたくなるようなレベルである。

　いつもの自分が、荒っぽく好戦的な自分と入れ替わっていくのが、健二にも判った。エルフィンブラッドを触しよく媒ばいとして、健二の血がすべて戦うためのエネルギーに変質し、それが全身を駆けめぐっていく。武む者しや震ぶるいを抑えるために握り締めた拳には、すでに常人をはるかに凌りよう駕がした力がみなぎっていた。

「この階です。――たぶん」

　健二の首に回していた手をほどき、自分の唇をそっと撫でながら、マラハイドは先に立ってエレベーターを降りた。

　しんと静まり返った人ひと気けのないフロア。不景気で宿泊客がいないからというより、おそらくグレードの高い部屋が集中しているフロアなのだろう。やけに静かな理由を、健二はそう解かい釈しやくした。

「……これだけ鱗りん粉ぷんが残ってりゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんだな」

　正面に長く続く通路を片目で眺め、健二はマラハイドのつむじをつついた。

「ゴングを頼むぜ、まーちゃん」

「はい」

　ただでさえ静かだったフロアから、その時、音が消えた。あたりの色素が抜け落ち、灰色に塗り替えられ、窓の外の星空が茜色に染まっていく。

　そして、どこかで憂鬱な鐘の音が鳴り始めた。

「行きます」

　マラハイドの身体が影の中へ吸い込まれ、それと入れ替わりに巨大な鎌かまが迫り出してきた時、健二の顔からは笑みが消えていた。

　健二は鎌の柄えを摑むと、すさまじい速さで駆け出した。白い燐りん光こうが痕跡として残るドアへと一気に肉薄し、鎌を振り降ろす。

「――――」

　まっぷたつになったドアを打ち払い、部屋の中に転がり込んだ健二は、敵の姿を捜して視線を左右に走らせた。

　かなり広いリビングだった。奥に見える半開きのドアは、おそらくベッドルームに通じているのだろう。そのほかにあるとすれば、パウダールームとバスルーム、それにトイレくらいのものだろうが、少なくとも今の健二の視界には、パトリックもイグレインもいない。

「……？」

　トワイライトへの門を開く時、ウォーライクは近くにいる敵を強制的に引きずり込むことができる。トワイライト内にとどまれるのは、〝鞘ロのー主ド〟を連れたウォーライクのみという大前提がある以上、パトリックのみ、もしくはイグレインのみを引きずり込むことは不可能だが、いずれにしてもあの至近距離で門を開けば――そしてパトリックとイグレインがいっしょにいれば――彼らがこの戦場に引きずり込まれるのを回避するのはまず不可能なはずだった。

　健二はゆっくりと立ち上がり、マラハイドに尋ねた。

「……何か感じるか、まーちゃん？」

『はい。……でも、これは――』

「どうした？」

『向こうの部屋に何かいるのは確かなんです。でも、あのふたりとは違うような――』

　マラハイドの戸と惑まどいが、細かな震えとなって健二の手に伝わってくる。

「どういうことだ？　あいつらはここにいないのか？」

『かもしれません。……だけど、何かがいます。いるんです』

　パトリックたちに仲間がいるとは聞いていない。ここに来るまでに健二たちが目にした光の痕跡は、間違いなくイグレインのものだった。とするなら、この部屋にウォーライクがいるとすれば――そして健二たちが戦いの場に引きずり出したのは――イグレインとそのロード、パトリック・ハーンしかありえない。

　その時、半開きだったドアがかすかなきしみをあげて動いた。

「…………」

　健二は大鎌をかざして身構え、目を細めた。

　ドアの隙すき間まを押し開けてリビングルームに入ってきたのは、一匹の小さな犬だった。

「……へ？」

　黒くむくむくした仔犬は、緑色の宝石のような目で健二を見つめ、さかんに尻尾しつぽを振りながら近づいてくる。あまりに場違いな愛らしさに、健二は緊張の糸が大きくゆるむのを感じた。

『ケンジさん、気をつけてください！』

「！」

　マラハイドの鋭い声が走り、健二はようやくその異様さに気づいた。

　トワイライトの中にとどまれるのは、ウォーライクとそのパートナーであるロードのみであり、それ以外の生命は、この永えい劫ごうの夕暮れの世界には存在することができない。少なくとも健二はそう認識している。

　なら、この仔犬はいったい何なのか。なぜこの空間に存在していられるのか。

　――ふつうの犬であるはずがない。

　身構える健二の目の前で、仔犬がぶるんと身体を揺ゆすった。

「……！」

　見る見るうちにリビングルームがせまくなっていく。

　そんな錯覚を起こさせるほどに、仔犬の体たい軀くが急激に膨ぼう張ちようしていくのである。もはやそのサイズは仔犬と呼べるものではない。犬どころか、ライオンのような大型の猛もう獣じゆうすらしのぎつつあった。

「よく判らねェが……こいつは何かやばいぞ！」

　相手の正体も判らないままに、健二は強い警戒心の後押しを受けて攻撃に移った。マラハイドをひと振りし、その巨大な刃から無数の〝魔矢エルフインダート〟を撃ち出す。

　だが、漆しつ黒こくの獣けものは部屋全体を震わせるような咆ほう哮こうを放ち、殺さつ到とうする光の矢をことごとくかわしてのけた。

「こいつ……っ！」

　黒い獅し子しを思わせる獣の背中には、巨大な猛もう禽きんの翼が生えていた。凶悪な爪や牙きばにかけられずとも、あの翼でひと打ちされれば、人間などすぐに動かなくなるだろう。ウォーライクという非現実的な存在をよく知る健二にとっても、これは初めて遭遇するとびきりの〝非現実〟だった。

　ジャケットの裾すそで両手の汗をぬぐい、健二は呻うめいた。

「シャレになってねーよ……なあ、まーちゃんがさっき感じた気配ってのは、もしかしてこいつのことなのか？」

『そう……かもしれません』

「おいおい、そんじゃナニかい、こいつもウォーライクなのか!?」

『こんな姿をしたウォーライクがいるという話は聞きませんけど、でも――』

　マラハイドにしたところで、ウォーライクという存在のすべてを知ち悉しつしているわけではない。彼女に明確な回答を求めるのは酷こくというものだろう。だが、彼女が何をいいよどんだのか、健二には判る気がした。

　すべてのウォーライクは、おのれの姿を変える――〝変形シエイプシフト〟能力を持っている。剣や槍やり、あるいはマラハイドのように大鎌に姿を変える者がいる以上、こうした怪物に姿を変える者がいないとはいいきれまい。

　鋭い爪でがりがりと絨じゆう毯たんをむしり、健二を見据えて低い唸うなり声をもらしていた有翼の魔獣は、次の刹せつ那な、牙を剝むいて健二に襲いかかってきた。

「うひっ!?」

　咄嗟に身を沈めた健二の頭上を、魔獣の爪が横よこ薙なぎに駆け抜けていく。健二の代わりにその一撃を受けたひとりがけのソファが、無む惨ざんに内臓をぶちまけてばらばらに崩壊した。

「ふっ！」

　低い姿勢のまま、健二は鎌を振るって魔獣の後ろ脚を刈り取ろうとした。相手は確かに人ならぬ身のマラハイドにとってすら埒らち外がいの怪物だったが、それでも、どんな日本刀よりも研とぎ澄すまされた彼女の刃を受けて無事にすむはずはない。

「三本脚でどこまでやれるか見せてもらおうじゃねーか――！」

　死神の鎌の一撃は、しかし、健二の気迫とは裏腹に空を切った。

「!?」

　肝心の魔獣はすでに天井近くに飛び上がっていた。超人レベルの反射速度を持つ今の健二でさえ瞠どう目もくせざるをえないほどの、野生の猛獣すらおよびもつかないすばやい動きである。

『ケンジさん！』

　マラハイドの声に反応して、健二は反射的に大鎌を引き戻した。

　その直後、両腕どころか全身が震えるほどの衝撃が健二を襲った。天井を蹴って反転してきた魔獣が、その前脚の一撃によって健二をはじき飛ばしたのである。胸の前に鎌の柄をかざしていなければ、それだけでもう勝負は決していただろう。

「ぐっ……」

　大通りに面して広く取られた窓ガラスに背中から叩きつけられた健二は、その衝撃に息を詰まらせた。頑がん丈じように作られているはずのペアガラスには、健二が激突したことで細かなひびが入り、真っ白く変色している。

「お、オレって……もしかして、ついてねェんじゃ――ねえ？」

　のろのろと身を起こした健二のもとに、ふたたび魔獣が突っ込んでくる。

『ケンジさん!!』

　マラハイドの二度目の悲鳴もむなしく、健二は真正面から魔獣の突進を食らってしまった。

「この前が、あの、バケモノみてえな、おん、なで、次が、本物の、ば、バケモノって……どんだけ、ついてねーんだ、オレ――」

　重苦しい茜色の曇り空に放り出された健二は、こなごなに砕け散ったガラスの破片や魔獣の巨体とともに、数十メートル下のアスファルトの大地へ向けて落下していった。






















　宮みや本もと伊い織おりにとって、夕食前の時間というのは、登校前と並んで一日でもっとも忙しい時間帯である。宮本家にはクリスタベルという大たい食しよく漢かんのちびっこ怪獣が生息しており、その胃袋を満たすためには、それなりの時間をかけて食事の準備をしなければならないからである。

　よりによってそんな頃合に、いきなり何の約束もなくやってきた牧まき島しまさつきを見て、伊織が眉まゆをひそめたのは当然のことだった。

　とはいえ、これがふだんであれば、ここまであからさまに不ふ機き嫌げんな顔は見せなかっただろう。だが、さつきとの間にはきのうの一件でわだかまりができたままだった。あの話を自宅に乗り込んできてまで蒸し返すつもりなのかと、伊織はそう思って眉み間けんにしわを寄せたのである。

　しかし、息を切らせたさつきがたどたどしく語る話を聞くうちに、伊織の眉間のしわはさらに深くなっていった。

「…………」

　伊織にくっついて玄関先に出てきたクリスが、心配そうな表情でふたりを見上げていた。

「……そうか」

　ひと通り話を聞き終え、さつきから手渡されたメモに目を通した伊織は、エプロンをはずしてさつきをキッチンに招き入れた。

「ここまで走ってきたんだろう？　とにかく冷たいものでも飲んで落ち着け」

「お、落ち着けって――」

「おまえが慌あわてたところで何がどうなるものでもない」

　さつきを椅い子すに座らせると、伊織はその前に冷たい麦茶のグラスを置き、まな板の上に転がしておいたズッキーニを冷蔵庫に戻した。きょうはこれをソテーにするつもりだったが、さすがにルテティアが謎なぞの男女に拉ら致ちされたと聞かされては、のんびりと料理をしているわけにはいかない。

　包丁を片づけて書しよ斎さいに向かった伊織は、パトリックがこだわっている〝書〟――彼らが〝妖精の書レボル・シオグ〟と呼ぶ白紙の本をひきだしから取り出した。

「…………」

　もはや生死もさだかでない父が送ってきたという意味では、伊織にとってこれはいわば形かた見みのようなものだったが、その一方で、なぜパトリックたちがこんなものに執しゆう着ちやくするのか、伊織にはよく判らなかった。

　ひょっとしたら、伊織が気づいていないだけで、この本に何か重大な秘密が秘められているのかもしれない。だが、だとしても、パトリックがルテティアの身み柄がらと引き換えにこの本を要求しているのであれば、伊織にはそれを拒こばむ理由はなかった。

　それよりもむしろ伊織が心配しているのはクリスのことだった。

　伊織をやけに敵視しているパトリックの性格を考えれば、伊織がひとりでのこのこ取り引きの場に現れれば、取り引きうんぬん以前に即座に命を奪われる可能性は否定できない。そして、伊織が死んでしまえば、パトリックたちがこの家に残るクリスにとどめを刺すことなど造ぞう作さもないだろう。

　それを避さけるためには、クリスを連れて取り引きにおもむき、必要ならその場でパトリックたちと一戦交えるしかない。どのみちクリスを危険な目に遭あわせずにはいられないのである。

「あの不良親父はどこまで息子むすこに祟たたる気だ？」

　溜ため息いき混まじりにジーンズのポケットに本をねじ込むと、伊織はすぐにキッチンに取って返した。

「イオリ！」

　気き難むずかしげな表情の伊織が戻ってくると、なみなみとマグカップにそそいだマンゴージュースを飲みながら、クリスがすぱんと自分のおなかをはたいた。

「――クリスはじゅんびばんたんだよ！　いつでもしゅつげきＯＫ！」

「……おまえ、自分でいっている意味が判っているのか？」

「もちろん！　ルウはクリスのコウハイだもん、センパイとして助けにいかなきゃ！」

　この時ほど、伊織はこの少女をお人よしだと思ったことはない。

　おそらくクリスは、この前パトリックにさらわれた自分が助かったのは、ルテティアが伊織に力を貸してくれたおかげだと思っているのだろう。だから当然、今度は自分がルテティアを助ける番だと考えたのに違いない。

　冷静に振り返ってみれば、そもそもクリスがさらわれたのは、ルテティアがクリスを放置した上に見捨てたからである。ルテティアに恩を感じるどころか、逆にルテティアを責せめたとしてもおかしくはない。

　にもかかわらず、クリスがこんなにルテティア救出にやる気を見せているのは、たぶんクリスが、自分が死にかけたのはルテティアの薄情さのせいなのだという考えを、微み塵じんも持っていないからなのだろう。クリスはそういう、やさしくて呑のん気きで人のいい少女なのだ。

「……リリオーヌの時もそうだったが、おまえはヘタをするとおれ以上に義ぎ理り堅がたいからな」

「ぎりじゃないよ、センパイとしてとうぜんのことだよ！」

「怖いくせに無理をするな」

「え？　クリス、こわくないよ？　イオリがいっしょだし。この前だってイオリ、クリスのこと助けにきてくれたもん」

「そうか」

　苦笑混じりにクリスの相手をしていた伊織は、目を丸くして自分たちを見ているさつきに気づき、少女の背中をそっと押した。

「――とりあえず、早いところ着替えてこい」

「うん、判った！　たたかうヒロインにはフリルがひつようだしね！」

「フリル？　……何だ、それは？」

「テレビでやってた！　びしょうじょヒロインは、みんなフリルのあるスカートをはいてるんだよ！　今度イオリもいっしょに見たほうがいいよ、ぜったい！　さんこうになるよ！」

　タンクトップにフレアパンツという真夏モードのクリスは、使ったマグカップをシンクに放り込むと、ぱたぱたとスリッパを鳴らして階段を駆かけ上あがっていった。

「伊織くん、い、今――え？」

「ああ」

　伊織は携けい帯たい電話を取り出し、ろくに液えき晶しようも見ないで常葉ときわたちにメールを打ちながら、深刻そうな顔つきのさつきに向き直った。

「いったいどういうことなの？　どういう意味？　クリスちゃんが、戦う……？　あの人たちと？　噓うそでしょう!?　ルゥを助けにいくの？　ふたりで!?」

「その前にまず聞きたいんだが」

「な、何？」

「きょうはどっちが誘ったんだ？」

「え？」

「おまえがあいつを呼び出したのか、それともあいつがおまえを呼び出したのか、どっちだ？　街で偶然出会ったわけじゃないだろう？」

「あ……それは、彼女のほうから――」

「やはりあいつのほうか。この前からカラオケカラオケうるさかったからな」

「う、うん」

「悪かったな。あいつのわがままにつき合わせたせいで、あやうくやっかいなことに巻き込むところだった」

「それは……別にいいんだけど……」

「そうか。……なら、おまえはこのまま帰れ」

「え!?　ちょっと、伊織くん――！」

　がたりと椅子を鳴らしてさつきが立ち上がる。その顔には、きのう校こう舎しや裏うらで伊織を問い詰めた時と同じ、この少女に似合わない強い決意が表れていた。

　内心苦にが々にがしい思いをかかえながら、それをできるだけ顔に出すことなく、伊織はさつきにいった。

「おまえがあいつのせいで危険な目に遭ったことはおれが代わりに謝る。ここまでヤツのメモを持ってきてくれたことにも感謝している。――だが、そこまででいい」

「そ、それっておかしくない!?　わたしは――」

「別におかしくも何ともない。ここから先はおれたちの問題だ。おまえがこれ以上首を突っ込む必要はない。おまえはもともと無関係なんだからな」

「かっ、関係なくなんかない！」

　さつきの手がテーブルを叩たたいた。

「――わっ、わたし、ルゥと話したんだよ！　約束したの！」

「何をだ？」

「わたしを――いっ、伊織くんたちの、仲間に入れてくれるって！」

「おれの仲間といったか？　それはいったいどういう仲間のことだ？」

「そ、それは――」

　さつきが咄とつ嗟さに答えを返せないのを見た伊織は、彼女がまだ本当に肝かん心じんの部分を聞かされていないのだと判断した。もしウォーライクのことや戦いのことまで聞いているのであれば、もっと具体的な単語を出して尋たずねてくるだろう。

「話を聞いただの約束しただのいうが、それはおまえとルテティアの間の話であって、別におれとおまえの間のことじゃあない」

　口ごもったさつきに対し、感情を排はいした声で伊織は続けた。

「――約束がどうのというのであれば、あいつが戻ってきた時に果たしてもらえ」

「戻ってくるって……ホントに彼女戻ってくるの？　あの人たち、絶対にふつうじゃなかったよ!?」

「戻ってこなかったとしても、おまえが気に病やむ必要はない」

　どうせその時は、さつきはルテティアの存在自体を忘れているだろう。いまだにさつきがルテティアのことを記憶しているということは、少なくともまだルテティアは殺されていないということだ。

「――とにかく、おまえはもう帰れ。おれは忙しい」

「伊織くん、行くの!?　〝書〟がどうとかこうとかいってたけど、もしかして伊織くんたちの秘密って、ああいう人たちと何か関係があるってこと？　クリスちゃんも関係あるってこと!?」

　テーブルを回り込んできたさつきが伊織の腕うでを摑つかもうとしたが、一瞬早く、伊織は彼女の手を振り払っていた。

「何度も繰くり返かえさせるな」

「伊織くん――」

「ここでおまえとおしゃべりをしている暇ひまはない。あいつのことが心配なら、それこそおれの邪じや魔まをするな。おまえがここでぐだぐだしているうちに手遅れになったらどうする気だ？」

　我ながら無む慈じ悲ひな正論だと伊織も思う。しかし、それだけにさつきへの効果は抜ばつ群ぐんだった。自分がここで食い下がることが、いずこかへと連れ去られたルテティアの身をあやうくするのだと指摘されれば、さつきがこれ以上口出しすることはできない。

　さっきまで汗だくだったさつきは、今はむしろ寒ささえ感じているかのように、青ざめた唇くちびるを嚙かみ締しめて伊織に背を向けた。

「……帰る」

「そうか。送ってはやれないが、気をつけて帰れ」

「ルゥのこと――」

「ああ。判っている」

　玄関のドアを閉める寸前、さつきのひどく恨うらめしげな視線を浴あびた伊織は、この程度ですむなら安いものだと自分をなぐさめた。

「――イオリ！　着替えてきたよ！」

　二階から転がるようないきおいで駆け降りてきたクリスが、フリルの多い青いワンピースの裾すそを揺ゆらしてくるんとターンした。あえてルテティアに買ってもらったよそ行きの服に着替えてきたのは、彼女なりにＴＰＯを考えた結果なのかもしれない。

「……本当にいいんだな？」

「うん」

　伊織はクリスを抱き上げ、彼女の意志を確認したが、それは無用なひと言だった。誰だれかを守ろうとする時のクリスは、伊織が考えている以上の力を発はつ揮きする。それが判っているのについつい同じ質問を繰り返してしまうのは、何だかんだで伊織が過保護だという証拠なのかもしれない。ファミレスでルテティアにいわれたセリフを思い出し、伊織は唇をゆがめた。

　すでに夕ゆう陽ひは完全に沈み、外はいい具合に闇やみに包まれている。危険な夜遊びに出るにはちょうどいい。

　クリスに靴くつを履はかせて玄関を出た伊織は、むわっとする熱気に顔をしかめ、同時に軽いめまいを感じた。

　この前パトリックに殺されかけてから、まだそう日がたっていない。このところ貧血気味なのは、あの時大量に出血したせいだろう。それも不安のひとつといえばひとつだった。

　クリスは伊織の首に手を回し、右まぶた、左まぶたの順にキスをすると、最後に唇に吸いついた。

「むっちゅ～～～～！」

「…………」

　クリスからたっぷり〝血〟を分けてもらった伊織は、眉間にしわを寄せてクリスを肩に押し上げた。

「もう少しムードを大切にしろとはいわん。幼女相手にそういう発言はいろいろと問題だからな。……ただ、妙な擬音をつけるのはよせ」

「あ、イオリひょっとして恥ずかしいんでしょ～？」

「黙れ」

「ふゃっ」

　肩の上の少女を一度大きく揺さぶり、伊織は宮本家の門を閉じた。閉じた上で、ひょいと飛び越えて表の通りに出る。すでに伊織の身体からだには大量のエルフィンブラッドが駆けめぐっていた。人目をしのんで闇に跳ちよう梁りようするには充分だった。

「行くぞ」

　クリスをかついだまま、伊織は走り出した。
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「くっ……！」

　健けん二じは首を振ってめまいを追い払うと、ホテルの外壁にマラハイドの刃をふかぶかと突き立てた。がりりっと耳みみ障ざわりな音がして、健二の落下速度が急激に落ちる。

『ケンジさん！』

「判ってる！」

　路上に停まっているミニバンを視界の隅すみで確認した健二は、壁面を蹴けってベクトルをずらし、みずからその車体に突っ込んだ。

「ぐぉ……っ」

　ミニバンのボディがぐしゃりとひしゃげる。ふたたび細かなガラスの破は片へんをまき散らし、健二はアスファルトの上に転がった。途中で減速することなく、また、ミニバンをクッション代わりにすることもなく、もしあのまま地面に激突していれば、エルフィンブラッドで超人化した健二といえども即死していたかもしれない。少なくとも、完全に動けなくなっていただろう。

「冗じよう談だんじゃ、ねえぞ……！」

　大おお鎌がまをささえに身を起こし、健二は頭上を見上げた。

　漆しつ黒こくの翼を広げて、あの魔獣が悠ゆう然ぜんと舞い降りてくる。こうして見上げると、あらためてその大きさがよく判った。動物園で目にするライオンやトラより、さらにひと回りは大きい。

「ふざけやがって……！」

　血の混じった唾つばを吐はき捨すてた健二は、鎌を振るって光の矢を放った。大きな半円を描き、おびただしい数の矢が魔獣を包み込むように飛んでいく。

「!?」

　魔獣がひと声吠ほえると、その翼から黒い光の矢がほとばしり、健二が放った矢をことごとく撃ち落とした。

「こいつ、〝魔矢エルフインダート〟を使いやがった！　やっぱウォーライクなのか!?」

　健二のその声に対する答えはなく、代わりに断だん頭とう台だいのような爪つめが降ってきた。

「ちょ……待てよっ!?」

　魔獣の前脚の爪が、アスファルトをあっさりと耕たがやした。やはりそのパワーは尋じん常じようではない。もしこれがウォーライクだとしたら――それを御するロードとはいかなる人間なのか。

　いや、そもそもそれは人間なのか。

　一瞬、健二の脳のう裏りにつねに冷たく妖よう艶えんな笑みを浮かべた女の顔がよぎった。

「まさかこいつも――がはっ!?」

　魔獣の背後に回り込もうとした健二の脇腹に、まるで金属バットで殴おう打だされたかのような痛みが走った。魔獣の長い尾に打うち据すえられたのである。

　大きく吹き飛ばされた健二は、肩口から電話ボックスに激突した。

『大丈夫ですか、ケンジさん!?』

「……心配すんな。まだ死んじゃいねーよ」

　ガラスの破片で細かい傷をこしらえてはいたが、まだ動けなくなるほどのダメージではない。今の脇腹への一撃は痛かったが、肋ろつ骨こつの何本かにひびが入った程度だろう。このくらいなら、エルフィンブラッドの効果でじきに痛みも消えるし、すぐに治る。

　もっとも、一度でもあの爪をじかに受ければ即座にゲームオーバーになる。健二たちが圧倒的に不利なことに変わりはない。

「……この前戦ったあの女と、どっちがつェえかな――」

　思わず健二がそんな感想をもらした時、魔獣が一足飛びに距離を詰めてきた。

「！」

　大上段に振りかぶった爪が、文字通りの唸うなりとともに健二の脳天に落ちてくる。

　まばたきもせずにその動きをしっかりと捉とらえていた健二は、魔獣の懐ふところにもぐり込むことでその爪をかわし、鎌を振るった。

「入った！」

　刃の先端が魔獣の肉体にめり込んだのを感じた瞬間、健二は両腕に力を込めた。

　あたりにとどろいた獣けものの咆ほう哮こうは、マラハイドの刃がその腹部を大きくえぐった証拠だろう。飛び散る鮮血を目にして、健二はすぐさま振り返った。

　その身体を、魔獣の体当たりが吹っ飛ばした。

「……っ！」

　健二に慢まん心しんはなかった。ただ、そんな健二の予想をさらに超えて、魔獣がタフだっただけの話である。

　何百キロあるかも判らない魔獣のウエイトをまともに食らって、健二はブランドショップのショーウインドウに背中から突っ込んだ。

「ぐ……」

　マネキンたちを巻き込んでへたり込んでいた健二は、放り出してしまったマラハイドに手を伸ばし、のろのろと立ち上がった。

『いったん退ひきましょう、ケンジさん！』

「そういうの……ありかい？」

　マラハイドのアドバイスに、健二は苦しげに笑った。確かにこの〝逢魔が刻トワイライト〟を開いたのはマラハイドだから、彼女の好きなタイミングでここから逃げ出すことは可能である。もちろん、目の前の魔獣が現実世界での延長戦を望まず、そのまま退いてくれることが大だい前ぜん提ていだが。

「ここでこっちが先に退いたら、あのマダムに何をいわれるか判ったもんじゃないんだがな……」

『そういうことをいっている場合じゃないと思います』

「そりゃそうだけどよ――」

　ショーウインドウからよろめき出た健二は、のしのしと無造作に間合いを詰めてくる魔獣を見据え、構え直した。

　魔獣の脇腹には、マラハイドの刃によってつけられた大きな傷がまだ残っている。だが、この巨大なモンスターにとって、あの程度の傷はさしたるダメージではないのだろう。一〇メートルも吹っ飛ばされるのと引き換えにあたえたダメージがこれでは、かなり分の悪い勝負といわざるをえない。

『――これで少しは懲こりたか、鼠ねずみども』

　突とつ如じよどこからか重々しい男の声が聞こえてきた。

　男の声を聞いた魔獣は、まるで目に見えない男に平へい伏ふくするかのように――敵である健二の眼前にいるというのに――その場に前脚を揃そろえて腰を落とした。

「どういうことだ……？　どこにいる!?」

　すばやく左右に視線を走らせる健二を嘲あざ笑わらうかのように、男の声が続けた。












『おおかたあの女に踊らされてパトリック・ハーンの命を奪いにきたのだろうが……これ以上くだらん真ま似ねはせぬことだ』

「あの女だと……？　てめえ、マダムのことをいってんのか!?」

『人間ごときが私に対して無礼な口を聞くものよ。……が、それも今は許そう。きょうの私は寛かん大だいだ。そも、無知な人間にそこまでの殊しゆ勝しようさを求めるのは無む駄だというものであろうからな』

「はァ!?　だいたい誰なんだ、てめェは!?　どこにいる!?」

『早死にしたくなくば、これからはせいぜい慎重に行動することだ』

「おい――!?」

　男の一方的な説教が終わると、それまでおとなしく男の言葉を聞いていた魔獣が立ち上がり、たくましい翼を大きくはばたかせた。

「っぷ――」

　強風にあおられ、健二は目を細めた。

『あの女とは手を切れ。……忠告はしたぞ、若者』

「こら、てめェ――！」

　ふわりと舞い上がった魔獣は、健二たちを威い嚇かくするかのように最後にひと声吠えて、陰いん鬱うつな空の彼方かなたに飛び去っていった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと魔獣を見送った健二は、長い溜息をついてマラハイドを放り出した。

「大丈夫ですか、ケンジさん？」

　マラハイドがシェイプシフトを解除して健二をささえた。

「ああ、大丈夫……これでもまだこの前よりはやられてねーから」

　健二は呼吸をととのえながら、脱いだジャケットをはたはたと振った。細かなガラスの破片がアスファルトに散り、乾いた音を立てる。

「……なあ、まーちゃん」

「はい？」

「今の何なんだ？」

「判りません」

「でも、どう考えてもマダムの知り合いだよな、あの口ぶりからすると」

　ボロボロのジャケットを肩に引っかけ、健二は歩き出した。

「――てことは、あの声の主も〝同類〟ってわけか？」

「それも判りません」

「だよなあ」

　すでにふたりはいつもの夜の銀ぎん座ざを歩いていた。マラハイドが〝門〟を開いたのである。すれ違う人々も、まさかついさっきまで、このふたりが巨大な怪物と戦っていたなど想像もしないだろう。

　健二は前髪をかき上げて嘆たん息そくした。

「――ともあれ」

「はい」

「ひと休みしたら、今度こそあのそばかす小僧を捜さがさねーとな」

「それはいいんですけど」

「はいはい、判ってますよ。――まずはまーちゃんのエネルギー補給から取っかからないとな」

　この銀座にどこかマラハイドに腹いっぱい食べさせてやれる店がなかったかと、健二は頭の中に地図を広げた。
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　すでに時刻は九時をすぎているが、平日とはいえ、新しん宿じゆくの夜としてはまだ浅い。人目も多く、ここまで誰にも見られずに登ってくるにはそれなりに苦労させられた。

「……よっぽど高いところが好きなんだな」

　フェンスを越えて芝生しばふの上に降り立った伊織は、聞こえよがしにひとりごちてあたりを見回した。

　ここも決して低くはないのだが、遠くを見渡せばさらに高いビルはいくつもある。あの上まで登るはめにならなかっただけでも幸運と考えるべきかもしれない。

　伊織が立っているのは、本格的かつ英国風という触れ込みの屋おく上じよう庭てい園えんだった。巨大な箱を思わせるデパートの屋上を庭園にして買い物客に解放するというのは、エコだエコだと騒ぐ世相に後押しされているのかもしれないが、どうやら最近の風ふう潮ちようになりつつあるらしい。少し視線を転じてみれば、向かいのデパートの屋上にも庭園がしつらえられている。

　もっとも、最近のデパートは閉店時間が早いからか、すでに屋上庭園は明かりも落とされ、夜景に見入っている客の姿はない。それはこちらの庭園も事情は同じで、要するに伊織は、すでに営業時間の終わった屋上庭園に、屋内階段やエレベーターを使わず、外部から進入しているのである。

「イオリ！」

　伊織の肩の上にかつがれていたクリスが、伊織の額ひたいをぺちんと叩いて叫んだ。

「――あそこ！　ルゥ！」

「叩くな。判っている」

　伊織はクリスを肩からそっと降ろし、緑あざやかな蔦つたにいろどられた四阿あずまやのほうを見やった。

「来るだろうとは思っていたけど、本当にひとり――というか、ふたりで来たんだね。義理堅いのはきみが日本人だからかな？」

　ベンチに悠然と腰を降ろしていたパトリック・ハーンが、薄い笑みを浮かべて立ち上がった。

「義理堅いのはおれがおれだからだ」

　パトリックの隣となりにはやや沈んだ表情のイグレインが控ひかえている。そして、四阿の柱のところには、ぐったりとうなだれたルテティアが光の糸によってぐるぐる巻きに縛りつけられていた。

　ルテティアの肩がかすかに上下しているのを確認し、伊織は続けた。

「――日本人でも義理を欠いているヤツはたくさんいる。イギリス人のすべてがかならずしも紳士ではないのと同じようにな」

「ぼくはイギリス人じゃない、アイルランド人だ」

「どっちでもかまわん。平然と女を人質にできる卑ひ劣れつ漢かんだということに変わりはないらしいからな」

「宮本康やす頼よりの息子に意い趣しゆ返がえしをするためなら、ぼくもあえてそういうレベルまで降りていくさ」

　パトリックはパーカーのポケットから右手を出し、伊織のほうへ差し伸べた。

「――ただし、ぼくは噓はつかない。約束は守る」

「まるでおれの親父がひどい噓つきだったようないい方だな」

「どうだろうね。ぼくのおじいさまを手ひどく裏切ったことは事実だけど」

「父親だの祖そ父ふだの、おれと直接関係のないことで苦労を背負い込まされるのは理不尽な気もするが」

「無駄口はいらないよ。さあ、〝妖精の書レボル・シオグ〟を渡してもらおうか？」

「ルテティアは本当に生きているんだろうな？」

「イグレイン」

「はい」

　イグレインがくたっとしているルテティアの顔に手をかざすと、ルテティアが正気づいた。

「ん……」

「ルゥ！」

　ルテティアを呼ぶクリスの声は我がことのように不安に震ふるえていた。おそらく、自分がパトリックたちに捕らえられた経験があるから、彼女の不安がよく判るのだろう。

　顔をしかめて何度も首を振っていたルテティアは、ようやく意識がはっきりしてきたのか、目を見開いて左右に視線を走らせた。

「ちょっ……え!?」

「そのまま静かにしていなよ、お嬢じようさん。どのみち自力ではイグレインの〝妖糸コブウエブ〟は断ち切れないよ」

　ルテティアがやかましく騒ぎ出すのを制し、パトリックは伊織にいった。

「――さて、こんな感じなんだけど、納得いったかな？」

「…………」

　伊織はジーンズのポケットに手を突っ込むと、引きずり出した小さな本をパトリックに投げ渡した。

「――――」

　パトリックは片手で受け止めた本を驚きの表情で見つめた。伊織があまりにあっさりと本を差し出したことが意外だったのだろう。

　しかし、パトリックやイグレイン以上に驚いているのは、ほかならぬ人質のルテティアだった。

「イオリ……アナタ――！」

「何だ？　何か不満でもあるのか？」

「ふ、不満ていうか――それ、大事なものなんじゃないの!?」

「黙っていろ」

「でも――」

「おまえは何かとムカつく女だが、それでも、本一冊と天てん秤びんにかけられるほどじゃあない。誰かの命より優先されるような本なんてものはあるわけがないからな。……第一、おれは何も書かれていないような本なんぞに興味はないんだ」

　負まけ惜おしみでもなんでもなく、伊織はそう考えていた。興味がないというのはやや虚きよ勢せいを張ったいい方だったが、この本のほうがルテティアより価値があるなどとは考えていない。唯一、これを渡さなければならない相手がパトリックだということが癪しやくに障さわるが、それもこんな無価値なものを押しつけてルテティアを取り戻せると思えば、そう腹が立つわけでもなかった。

　ぱらぱらと本をめくっていたパトリックは、それをイグレインに渡し、尋ねた。

「どう思う？」

「確かにあの日クリスタベルが持っていた本とよく似ていますが……わたしもあの時実際に手に取って調べたわけではないので、真しん贋がんまでは判断しかねます」

「おい、おれは偽にせ物ものなんか渡していないぞ？　そもそもそんなものを用意する暇があったと思うか？」

　パトリックたちのいい分に舌打ちし、伊織は声を荒げた。

「――いいから早くそいつを解放しろ。おれは約束を果たしたぞ」

「そうだね。ぼくも卑ひ怯きよう者ものといわれたくはない。――が、この先のことを考えると、ちょっと悩むところでもある」

　伊織から巻き上げた本をジャケットの懐にしまい込み、パトリックはいった。

「ぼくがこの国に来た目的はおおまかにいって三つあった。ひとつはこの本を手に入れること。そしてふたつ目が、宮本康頼に復讐することだ」

「親父はこの国にはいないぞ。もし日本にいるならあんたより先におれのほうが親父に復讐したいくらいだ」

「うん、どうやら海外で消息を絶ったまま行方不明らしいね。……でも、それならそれでいいんだ。さっきもいったろう？　息子のほうに意趣返しさせてもらえれば、それでぼくの気は晴れる」

「おれもさっきいったはずだ。親父だの祖父だの、そのへんの因縁がどうのという話をおれのところに持ってこられても困る」

「でも、きみは父親の遺のこした財産でのうのうと暮らしているんだろう？」

「今すぐ眼科に行け。おれがのうのうと暮らしているように見えるのなら重症だ」

「だったら相続放棄をしたらどうだい？　この本をあっさり放り出したように、その子も放り出せばいい。どうせその子だって父親から押しつけられたものなんだろう？」

「…………」

　一瞬返す言葉に詰まった伊織は、クリスの頭にもふっと手を置き、努つとめて冷静な声で応じた。でなければ、エルフィンブラッドの熾おき火びが、伊織を大声で怒ど鳴なり散ちらさせていたかもしれない。

「……他人の家庭の事情に首を突っ込むな」

「つまり、それがきみの答えというわけだ？」

「おまえは馬鹿か？　今ここでクリスを放り出すくらいなら、この前おれが血まみれになる必要なんぞなかったろうが」

「それもそうだね」

　パトリックは肩をすくめ、イグレインを手て招まねきした。

「――勝ったほうが総取りといこうよ」

「総取り？」

「きみが勝てば、きみは無事にこの子を取り戻せるし、ぼくがもらったこの本も奪い返せる」

「逆に、おまえが勝ったら本もそいつも戻ってこないわけだな」

「それだけじゃない、きみが連れてるその子も無事には帰さない。……ぼくがこの国を訪れた目的の三つ目はね、その子をこの世から消滅させることなんだよ」

　そう語ったパトリックの瞳ひとみが妖しい輝きを帯びている。すでにパトリックはイグレインの〝血〟を摂せつ取しゆしているようだった。

　もはや自分たちが臨戦態勢にあると再確認した伊織は、クリスを抱き上げた。

　両手を通して、クリスの怯おびえが震えとなって伝わってくる。それでも彼女が逃げ出したいと口にしないのは、まだルテティアを救い出せていないからだろう。臆おく病びようなくせに頑がん固こなクリスに内心苦笑しつつ、伊織はパトリックを睨にらみつけた。

「……おまえたちはクリスを知っているのか？　なぜこいつを狙ねらう？」

「本人に聞きなよ。……といいたいところだけど、たぶんその子は何も覚えていないだろうね。それ以前にその少女は、七年前にぼくたちと出会ったという事実すら認識していないのかもしれない。あの時のその子は、まるで魂たましいの入っていない人形みたいなものだったし」

　イグレインがするりと足元の影の中に沈み、白い槍やりとなって現れた。それを両手で摑み、パトリックは唇を吊つり上あげた。

「――ただ、その子が覚えていようといまいと、その子が〝語フりイ部リ〟の有力な候補であることに変わりはない。なら、始末するしかないだろう？　イグレインをフィリにするためにはその子が邪魔なんだよ」

「あれこれ得々と語りたいならもう少し判りやすくいえ。こっちにはさっぱりだ」

　パトリックに毒づいた伊織は、クリスの耳もとでそっとささやいた。

「……お遊びは抜きだ。さっさとすますぞ」

「うん」

　少女とキスを交わし、切れかかっていたエルフィンブラッドをふたたび補給する。その間も伊織の双そう眸ぼうは、じっとパトリックを見据えていた。
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　静かな水音が聞こえる。

　自家製の糠ぬか床どこをねちねちとこね回していたエルクドゥーンは、シャワーの音に混じって聞こえてきた携帯電話の呼び出し音に気づき、手を洗ってバスルームに向かった。

「薬くす子こさま？」

　綺き麗れいにたたまれたバスローブの上で、薬子の携帯電話が鳴り続いている。

「――薬子さま、電話が鳴っておりやすぜ」

　すりガラス越しに、薬子がシャワーを止めてバスタブにつかったのが音で判った。

　すでに電話は沈黙している。エルクドゥーンはエプロンで手を拭ふきながら、さらに声を大きくして薬子を呼んだ。

「薬子さま！」

「エルク？　何なの？」

　バスルーム内で反響してぼやけたような声が、ようやく返ってくる。

「つい今の今まで電話が鳴っておりやしたぜ。着メロからするに、宮本からのメールのようでやすが」

「宮本くんから？」

「でなければ、あの生き真ま面じ目めな薙なぎ刀なた少女かもしれやせん」

「いいわ、あなた、ちょっとチェックして」

「いいんでやすかい？」

「別にかまわないわよ」

「それでは失礼をばいたしやして――」

　薬子の許可をもらって彼女のケータイを手に取ったエルクドゥーンは、つい一分前に宮本伊織から送られてきたメールの文面に目を通し、いつも浮かべている調子のよさげな笑みを消し去った。

「宮本くん、何だって？」

「ちょいと深刻な事態になっておりやす」

「……どんな？」

「あそこの居い候そうろうの小娘が、例のアイルランド人に取っ捕まったそうで。身みの代しろ金きん代がわりにあの何も書かれていねえ本を渡しに出向くといっておりやすが」

「――――」

　さばりと派手な水音がして、すりガラスの向こうに白くぼんやりしたシルエットが映った。

　薬子が風呂から上がってくる気配を察したエルクドゥーンは、彼女のケータイをそこに置き、ひと足先にダイニングキッチンへ戻った。さっき取り出したキュウリとカブの糠漬けを水で洗いながら、薬子に尋ねる。

「容よう易いならざる事態でやすね。どうなさるおつもりで？」

「……別に」

「は？」

「放っておけばいいわ」

「……それでよろしいので？」

「現状報告だけで、別に助けてくれといっているわけじゃないんでしょう、彼？」

「何しろ人質を取られておりやすからね」

「ならいいじゃない。少なくともこっちは食事が先よ。出陣するのは腹ごしらえをすませてからでかまわないわ」

　バスローブ姿の薬子が、タオルで濡ぬれ髪がみをまとめてキッチンへとやってきた。教え子が強敵との戦いに向かったと知っても、慌てている様子はどこにもない。

　伊織とクリスの実力を信じているからこその余裕なのか、それとも何かほかに考えがあってのことなのか、テンポよくキュウリを刻むエルクドゥーンにはどちらとも判断がつかなかった。
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　ルテティアがパトリックに拉致されたとメールで知らされた大おお路じ常葉は、急いで身み支じ度たくをととのえて家を抜け出した。

　闇にまぎれて民家の梁りよう上じようへと飛び上がり、瓦かわらの一枚すら踏み割ることなく、高速で東へと駆けていく。そのひそやかな跳梁に気づく者はいないだろう。

「……常葉」

　常葉に背負われていたリリオーヌがぼそりと呟つぶやいた。

「どうするの……？」

「明確に答えられるほど細かく決めているわけじゃないよ」

　パトリックから伊織にもたらされたメモには、もし伊織が助すけっ人とを連れて現れれば、問答無用でルテティアを殺すと書かれていたらしいが、だからといって座ざ視ししているわけにはいかない。

「宮本後こう輩はいがパトリック・ハーンと戦っているのなら、隙すきを見てルテティアを救出するくらいのことはしたいね。その上で宮本後輩に加勢できれば御の字だよ」

「……ヘンなこと、聞くけど、いい？」

「何？　あらたまって」

「常葉は……宮本伊織が、好きなの？」

「――――」

　咄嗟に何もいえず、常葉は肩越しにリリオーヌをかえりみた。

「常葉、とてもがんばってるから……」

「それは――彼が信頼に足る仲間だからさ。以前助けられた恩もある。きみだってクリスがピンチだって聞いた時には目の色が変わっていたじゃないか」

「わたしは、クリスが、好きだから。……だから、常葉も、宮本伊織が好きなのかと思って」

「……どうだろうね」

　かすかに頰ほおを赤くした常葉は、背中のリリオーヌを軽く揺すり上げた。

「偏へん屈くつだし、言葉に容よう赦しやがなくて万人に好かれるタイプではないだろうけど、わたし個人としては好ましい男子だと感じているよ。落ち着きのないちゃらちゃらした同級生たちよりはよっぽどね。――ただ、それが即座に男女間での好意にはつながらないのも事実じゃないかな？」

「ぬぅ……」

「わたしは……当分は、そういう気分になれない気がする」

　かつての兄あに弟で子しとのことを思い返し、常葉は唇を引き結んだ。

「常葉――」

　リリオーヌが何かいいかけたその時、常葉は馴な染じみ深ぶかい違和感を覚えるとともに、遠くで重苦しい鐘かねの音ねが鳴り始めるのをはっきりと聞いた。

「！」

　考えごとをしている隙にトワイライトに引きずり込まれてしまったのを察し、常葉は歯嚙みした。相手を〝門〟の中に引きずり込むためには、それなりに近くなければならない。ということは、それだけ近い場所に敵がいるということだった。

　常葉は黒い瓦屋根の上に身を伏せ、あたりの気配を探った。

「……リリオーヌ、何か感じるかい？」

「ぬ……」

　常葉の隣に伏せたリリオーヌが、前方をそっと指差す。

「――――」

　常葉が片目を押さえてそちらを見やると、ぼんやりとした藍あい色いろの輝きが近づいてくるのが判った。この鬱色の世界で色彩を持って動くものがあるとすれば、それは常葉たちと同類――ウォーライクとその〝鞘ロのー主ド〟しかありえないが、だとすれば、常葉が初めて目にする輝きを放つウォーライクは、彼女にとって完全に未知の敵だということを意味している。

「……ほかに何か感じる？」

「今のところは、ない」

「少なくとも二対一になるような状況ではなさそうだね……」

　常葉は静かに深呼吸して立ち上がった。

「ほら、ぼくのいった通り！　いましたよ、グレアムさん！」

「……はしゃぐな、オルトニート」

　電柱の上から上へ、ひょいひょいと飛び石を踏むようにしてやってくるのは、半ズボンの少年を肩に乗せたスーツ姿の男だった。長ちよう身しん痩そう軀くで、病的なまでに肌が白い。どこか病みつかれているように見えるのは、常葉の勘かん違ちがいではないだろう。

　だが、それだけに得え体たいの知れない恐ろしさがあった。げっそりとやつれた横顔に――妙なたとえだが――時代劇にでも出てきそうな鬼き気き迫せまる剣士のごときおもむきがある。少なくとも常葉はそんな不気味さを感じていた。

「こうもまたあっさり見つかるとは……小僧のいう通り、この国には存ぞん外がいに多くのウォーライクが入り込んでいるようだな。これも〝書〟に呼ばれたせいか――」

　かなりの長身であるにもかかわらず、男はつねに顔をうつむかせ、上うわ目め遣づかいに常葉のほうを見つめている。前髪の奥にちらつく瞳には、鬼火を思わせる妖しい光がちらついていた。

「あの子もあのおねえさんも、どっちもなかなかやりそうですよ、グレアムさん」

「そうだな……」

　グレアムと呼ばれた男が、オルトニートと呼ぶ少年を放り出す。藍色の光の翼を持つオルトニートは、危なげなく電線の上に降り立つと、くりくりとしたつぶらな瞳で常葉たちを見つめた。

　男が日本人ではないのを見て、常葉は目を細めた。

「パトリック・ハーンの仲間か――？」

「……今、パトリックといったか、娘？」

　ひどくかすれがちの声で、グレアムはゆっくりと呟いた。それは、常葉にも理解しやすい平へい易いな英語だった。

「あの小僧と因縁があるというのは、おまえか――？」

「何……？」

「違うのか？　……まあ、小僧の因縁の相手がおまえであろうとなかろうと、俺おれがそれを考慮してやらなければならない理由はないが」

　白い手袋をはめた手を何度も握にぎったり開いたりしながら――それはまるで自分の手に込められた力を確認しているかのようだった――グレアムは低く笑った。

「その口ぶり……仲間じゃないのか？」

「俺があの小僧の仲間だったことなど一度もないし、この先もない。……が、それ以前にまず俺は貴様の敵だ」

「あなたと会うのは初めてのはずだけど」

　常葉は無意識のうちにリリオーヌの肩を抱き寄せていた。

「俺たちはこの国に来てからの一週間のうちに三人のウォーライクを斬った」

「――――」

　幼少の頃から武道をたしなんできた常葉にとっても、グレアムが淡たん々たんと口にした斬ったという言葉は、異様な冷たさを帯びて聞こえた。相手は人を斬るということに対して何の禁きん忌きも持っていない。常葉はそれを確信し、人知れず息を呑のんだ。

「三人とも初対面で、会ったその日のうちに斬った。……ロードが年とし端はもいかぬ少女というのは初めてだが、貴様らで四人目――四組目だ」

「……わたしたちには行かなければならない場所がある。あいにくだけど、不幸な四組目になるつもりはないね」

　常葉はリリオーヌの肩をそっと叩いた。

「ぬぅ……」

　こくんとうなずいた少女が瓦に落ちた影の中に沈んでいく。

「……オルトニート」

「了解です、グレアムさん！」

　相変わらずのはしゃいだ声で応じたオルトニートもまた、梁上に飛び移って影の中に沈み込んだ。

「娘……剣の心得はあるのか？」

　オルトニートを追って屋根の上に移動したグレアムは、両手の手袋をはめ直し、パートナーが姿を変えて現れるのをじっと見つめていた。

「剣は未熟だ。――でも、こちらは多少は使えると自負しているよ」

　常葉は影の中から躍り出てきた白銀のグレイブを摑み、軽く振り回して身構えた。

「……ナギナタとかいうヤツか。これまでの三人よりは、確かにやりそうだ」

　リリオーヌにわずかに遅れてふたたび姿を現したオルトニートは、少年だった時の外見からは想像もつかない、巨大な両刃の剣に変わっていた。エルクドゥーンも同じようなタイプの両手剣に姿を変えるが、オルトニートの戦いくさ装しよう束ぞくは、それよりもさらにひと回り以上は大きい。

　その巨剣を、グレアムは細い身体で軽々と振るっている。エルフィンブラッドの効果だとは判っていても、眼前でそれを見せつけられた常葉は驚きよう嘆たんを禁じえなかった。それはとりもなおさず、オルトニートが痩身のグレアムをそこまで超人化させる力を持っているか、さもなければ両者の相性が非常にいいか――いずれにしても常葉たちにとってはあまり嬉うれしくない事実を意味しているからである。

　常葉は真正面からグレアムを見据えたまま、ほとんどノーモーションで屋根瓦を蹴り飛ばした。今の常葉の脚力をもってすれば、瓦を凶悪な飛び道具にすることなどたやすい。たかが一枚の瓦は、すさまじい速度でグレアムの顔面へと飛んだ。

「――――」

　不意討ちされる形になったグレアムは、それでもスタンスを崩すことなく、軽く首を振るだけでそれをかわしていた。咄嗟のその反応は、グレアムがかなり戦い慣れをしていることをしめしている。

「……子供の癖くせに老ろう獪かいな真似をする」

「藤とう派は武ぶ甲こう流りゆう薙刀術は戦国時代に生まれた武術だ。その中には、こういう小ずるい手もあるということさ」

　ほんの一瞬の隙をついて、常葉はグレアムのすぐ目の前へと踏み込んでいた。横一文字に走らせたグレイブを、相手の膝ひざ頭がしらのあたりを狙って叩き込む。

「面白い……」

　グレアムは屋根にオルトニートを突き立て、常葉の一撃を受け止めた。

「歯は応ごたえのない連中とばかり戦っていたのでは腕がなまる一方だからな……！」

「！」

　大剣の柄つかから離れたグレアムの左手が広げられ、常葉へと向けられた。それが何を意味するのか、何の予備動作なのか、初めて相対した常葉には判らなかったが、その動きに危険なものを感じた常葉は反射的に飛びすさっていた。

「……慎重だな。長生きするためには欠くべからざる才能だ。慎重さの足りない奴やつから早死にする」

　無感動な賞賛の直後に、グレアムが動いた。引き抜いた大剣を両手で構え、水平に振るって斬りつける。

「くっ!?」

　さっきとは逆の立場でグレアムの剣を受けることになった常葉は、その尋常ではない重さに踏みとどまることができず、大きく吹き飛ばされてしまった。

「お、重い……！」

　がりがりと屋根瓦を削って転がった常葉は、すぐさま身を起こしてグレアムを見据えたが、すでにその時、グレアムは彼女の視線の先にはいなかった。

『常葉、上……！』

「助かる！」

　自分より先にグレアムの位置を摑んだリリオーヌに感謝しながら、常葉はグレイブの柄を握り締めた。

　そこに、グレアムがその巨大な凶器とともに降ってくる。

　痩身とはいえ、大人ひとり分の体重と加速度が乗ったオルトニートの刃を、まともにリリオーヌで受け止めることに不安を感じた常葉は、半歩退いてぎりぎりのところでそれをかわすと、間かん髪はつを入れずに反撃に転じた。

「はっ！」

　槍のように相手の懐へと鋭い突きを繰くり出だし、それがかわされたと見るや、刃を戻すことなくそこからコンパクトに斬り上げる。藤派武甲流では窯よう変へん斬ざん月げつと呼ばれる一手である。

　だが、グレアムはそれすらもかわしてのけた。常葉から見れば明らかに武術を知らない人間の体たい捌さばきだったが、おそらくグレアムには、実戦の中で習い覚えた彼なりの動きというものがすでに完成されているのだろう。武術の心得はなくとも、くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数は自分をはるかにしのぐ――常葉は直感的にそれを悟った。

「どうやって出会ったかは知らんが――」

　さらに攻め込んで足もとを刈り取ろうとした常葉に対し、グレアムは屋根に突き立てた剣を使って棒高跳びの要領でその斬ざん撃げきをかわし、同時に常葉に蹴りかかった。

「……っ！」

「そのウォーライクを捨てられないというのであれば、是ぜ非ひもない」

　肩口を蹴られてバランスを崩した常葉に、グレアムが容赦なく斬りつけてくる。

「……死ぬには若いが、自分で選んだ道だろう」

「その通りだ……！」

　オルトニートの切っ先がかすめ、常葉のワンピースの裾に大きな切れ込みが入った。あと少しでも見切りが甘ければ、常葉のほっそりとした脚は血まみれになって動かなくなっていただろう。

　常葉は柄のほうをうまく使ってオルトニートの刃を横にはじき、石突を振り上げてグレアムのみぞおちを打った。

「……む」

　打ち込みがやや浅かったか、グレアムはわずかによろめいて腹に手を当て、顔をしかめただけだった。

　その隙にあらためて構えを取り、常葉はいい放った。

「わたしはこの子を守ると決めた！　そのための戦いから逃げるつもりはない！　いかにもそれがわたしの選んだ道だ！」

「……いい覚悟だ。男でないのが残念だな……」

　大きく深呼吸し、グレアムは薄く笑った。












「……悪い、宮本後輩。すぐには駆けつけられそうにないよ」

　相手の手て強ごわさを知った常葉は、心の中で年下の戦友に詫わびた。






















　七年前、宮みや本もと康やす頼よりはクリスタベルを連れてチャールズ・ハーン宅を訪れた。

　ふたりはともに、余人なら単なる夢想と決めつけてかえりみもしない、妖精というものの研究に心血をそそぐ〝変人〟であった。しかしそれだけに、おたがいをほかに得がたい知ち己きとして認め、年の離れた友人同士として書簡のやり取りを続けていた。

　その関係が崩壊したのは、康頼が同道してきた少女と、彼女が持っていた〝書〟が原因だった。

　――すべては、チャールズ・ハーンの孫が語ることである。真実が奈な辺へんにあるのか、伊い織おりには判らない。

「きみの父親は、すべてを独占しようとした！　その少女も、少女が持っていた〝書〟も、そこから手に入る知識もすべて独占しようとした！」

「――はァ!?」

　憎々しげに叫ぶパトリックの突きを逸そらし、伊織は頰ほおをひくつかせた。

「もしてめェのいうことが全部真実だとして、それがてめェのじいさんを裏切ったことになるのか？　もともとてめぇの屋敷に住んでたクリスを親父が誘ゆう拐かいしてウチに船便で出したってんならハナシは判るけど――よ！」

　鋭えい利りな槍やりの切っ先が、芝生しばふを移植された人工的な大地にふかぶかと突き刺さる。伊織は咄とつ嗟さに穂先のつけ根を踏みつけて押さえ、パトリックの肩口に剣を振り降ろした。

「そりゃァただ紹介したってだけじゃねえのか!?　いいがかりもいい加減にしとけ！」

「黙れ――！」

　クリスの刃がパトリックの首に吸い込まれるより一歩早く、パトリックのコンパクトな掌しよう底ていが伊織の胸を打っていた。

「ふ――っ」

　大きく吹っ飛ばされて築つき山やまに激突した伊織は、忌いま々いましげに舌打ちしてすぐに立ち上がった。臆おく病びようなクリスが無意識のうちに目に見えない壁――以前パトリックが〝塚守バロウキーパー〟と呼んだ力場の壁を張ってくれたおかげで、派手に飛んだわりにはダメージはさほどでもない。

　イグレインを引き抜いたパトリックは、ほとんど無傷の伊織を見て眉まゆを震ふるわせた。

「……きみの父親よりおじいさまのほうが、〝書〟を有効に使えたはずなんだよ。それを理解もせず、きみの父親は、〝書〟とそれを持つ少女を独占するために姿をくらました！　さんざんおじいさまの助言を受けておきながら、とんだ恩知らずだよ！　おかげでおじいさまは失意のうちに亡くなった！　宮本康頼のせいで死んだんだ！」

「……ぐだぐだとうるせえ野郎だ」

　クリスを右肩にかつぐように構え直し、伊織は唇くちびるを吊つり上あげた。

「それが本当だったら何だってぇんだ？　学者なんてのはな、そもそもみんなろくでなしなんだよ。研究のためなら悪魔に魂たましいを売るようなクズだ。別におれの親父だけじゃねえ、てめえのじいさんだってろくでもねえ人種だろ」

　研究と称する道楽で家族をかえりみなかった父のことを、伊織はかけらも尊敬していない。だから伊織には、パトリックが自分の祖そ父ふにそこまでこだわる気持ちがまったく理解できなかった。

　そのせいか、〝魔性の血エルフインブラツド〟による精神の昂たかぶりだけが原因ではない刺とげ々とげしいセリフが、どんどん口をついて出てくる。

「――ろくでなし同士が裏切っただの騙だまされただの、くだらねえことをいつまでほざくな。愚ぐ痴ちをいいたきゃてめェの保護者相手に好きなだけやってろ。おれには関係のねえハナシだ」

「黙れ……！」

「今なら全部水に流してやるから、さっさとアイルランドに帰れ。あいにくとこっちは子育てで毎日忙しいんだ。てめェみてェな幼児性の抜けきらねえボンボンにつき合ってるヒマはねえんだよ」

「黙れといってるんだよ、おまえ!!」

『ぼっちゃま、落ち着いてください！』

　イグレインの忠告を無視し、パトリックは伊織に肉薄して矢継ぎ早に突きを繰くり出だしてきた。

　それをかわそうとする伊織の首すじに、何かが触ふれた。

「イオリ、気をつけて！　糸！」

「――ぐ!?」

　動きを封じられたままのルテティアの声を聞いた時には、伊織の首に不自然な力が加わっていた。パトリックが大きく槍を引く動きに合わせて伊織の身体からだが引きずられ、ふたたび築山に叩たたきつけられる。

「がっ……」

　背中に走る痛みと首を絞め上げられる苦しさに、伊織は無我夢中で自分の首に剣を添そえた。

「気づくのが遅いんだよ――」

　イグレインの〝妖糸コブウエブ〟を断ち切って咳せき込こむ伊織へと、パトリックがすさまじい速さで迫ってきた。

「生意気なんだ！　もう永遠に黙れ！　死ね！」

「っ……！」

　片かた膝ひざをついたまま、伊織は脳天へと振り降ろされたパトリックの一撃を受け止めた。

『うっ……！』

　剣のきしみと同時にクリスの小さな呻うめきが伊織の耳を打つ。今すぐ折れるということはないだろうが、よくも悪くも細身のクリスにとっては、やはり巨大な武器との直接的な接触は負担が大きいようだった。

　鍔つば迫ぜり合あいを繰くり返かえすことすら避さけなければならない――そう考えて唇を嚙かみ締しめた伊織の口から、あらたな呻きがもれ出た。上から押し込もうとする力に耐えていた伊織の顎あごを、いきなりパトリックの爪つま先さきが蹴けり上あげたのである。

「っ……」

　顎への痛烈な打撃が、伊織の思考を一時的に混こん濁だくさせていた。常人ならば完全に顎が砕くだけ、脳のう挫ざ傷しょうもありえたかもしれないほどの衝撃である。

『いっ、イオリの顔けった！　けったね!?』

「イオリ！　やばいって！　早く立って！　動きなよぅ！」

　クリスやルテティアがわめいているのは判ったが、伊織には、それがどこか遠い別世界のことのように聞こえた。

『この人イオリの顔をけっとばした！　大っキラい！　ぜったい許さない！』

「……きみは七年前のほうがよかったな」

　緩かん慢まんな動きで立ち上がろうとしている伊織のもとに、パトリックが無む造ぞう作さに近づいてきた。

「あの時の、ひと言もしゃべらない人形のようなきみなら、ここまでぼくを苛いらつかせることもなかったのに」

「……ぐっ」

　パトリックの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな蹴り足が、伊織の手からクリスをはじき飛ばした。

「いっ、イオリ！」

　大きな弧こを描いて地に落ちた剣はすぐさま影の中に吸い込まれ、代わって本来のクリスが姿を現した。

「――だからきみの甲かん高だかい声は癇かんに障さわるといったろう!?」

　振り向きざまにパトリックがイグレインを一いつ閃せんさせると、その穂先からほとばしった〝魔矢エルフインダート〟が、伊織に駆け寄ろうとしていたクリスに襲いかかった。

「きゃっ――！」

　思わず頭をかかえてしゃがみ込んだ少女の身体が、光の矢の嵐あらしに呑のまれて吹き飛ばされた。

「――――」

　その場に膝をついたまま、伊織は、クリスがごろごろと転がっていくのをぼんやりと見つめていた。




「クリス！」

「うぐぐ……」

　ルテティアの目の前に転がってきた少女は、髪はくしゃくしゃ、服はボロボロ、白い肌はあちこち涙と泥どろに汚れてとても見られたものではなかったけれど、奇跡的に無傷だった。打撲は多いだろうが、あの豪雨のようなエルフィンダートの直撃はまぬがれている。たぶん、反射的に張りめぐらせたバロウキーパーのおかげだろう。

　ルテティアは自分に絡からみついた光の糸と目の前で泣くクリスを交こう互ごに見くらべ、そして伊織を見やった。

「……どうして、来るわけ……？」

　なぜあの少年はここへ来たのだろうと、ルテティアは思った。

　これまでのいきさつを思えば、見殺しにされたとしてもおかしくはない。クリスを見捨てた時のこともそうだし、牧まき島しまさつきを巻き込もうとしていることも、それにふだんの宮本家での傍若無人ぶりも、すべて伊織をそうした選択に走らせたとしても当然なことばかりだった。

　なのに、伊織は現れた。馬鹿正直にパトリックに〝書〟を渡し、今まさに命まで奪われようとしている。

　ルテティア自身は――別に自殺願望があるわけではなかったが――もしここでパトリックに殺されたとしても、それは自分のおこないがみちびいた結果だとして受け入れるつもりでいた。誰だれに遠えん慮りよすることなく、自分は好きなように好きなことをやって生きていく。誰にも口出しはさせない。その代わり、自分の行動が何を引き起こそうとすべては自分の責任であって誰のせいでもない。そういう自己責任と引き換えの自じ由ゆう奔ほん放ぽうな生き方が、ルテティアの選んだ人生だった。

　その処世術に照らせば、伊織のしたことも自業自得でしかない。ルテティアが助けてくれと頼んだわけではないのに、勝手にやってきて死にかけているのは伊織のほうなのである。

　だが、だからといってドライには割り切れない。伊織が頼より通みちの甥おいではなかったとしても、おそらくその気持ちに変わりはないだろう。

　この前もそうだった。特に死に急いでいるわけでもないのに、伊織はわりと簡単にクリスのために命を懸かける。父親のような無責任な人間になりたくないからという、どこまでが本音なのかも判らない理由だけで、肺に穴を開けられた自分の選択を後悔はしないといい切る。

　何かとムカつく伊織に、これ以上カッコいいところを見せつけられるのはたくさんだった。今のシチュエーションも、ある意味とても伊織がカッコよく見えてしまう。

　だからルテティアは、自分のプライドを守るためにも、ここで伊織を死なせるわけにはいかなかった。逆に伊織の窮きゆう地ちを救い、今度こそ伊織に感謝させなければ、本当に自分のほうが伊織より器が小さく思えてしまう。

　ルテティアは首を伸ばし、ぐすぐすと泣きながら立ち上がろうとしているクリスに声をかけた。

「アナタ、これ切って！　この糸！」

「き、切るって……？」

「この糸で縛られてると〝変形シエイプシフト〟もできないのよ！　このままじゃイオリが殺されちゃうでしょ！」

「で、でも、どうやって……？」

「そんなもの、あなたが――」

　そこまでいいかけて、ルテティアは言葉を失った。確かにシェイプシフトしたクリスなら、その鋭利な切っ先でルテティアを縛る糸を切断することは可能だろう。ただ、剣と化したクリスは、自分自身を一ミリも動かすことはできない。誰かに振るってもらわなければ、豆腐一丁斬ることさえできないのだ。

「……！」

　ルテティアが絶句しているうちに、うずくまっていた伊織をパトリックが片手で引き起こした。

「何も知らないきみに教えてやるよ！」

　パトリックは容よう赦しやがなかった。伊織がいろいろと甘いだけに、その非情さは鮮烈にすぎた。

「この世界には、いつの時代も二種類のウォーライクしかいないんだ！　たったひとり、〝書〟に選ばれた勝者たる〝語フりイ部リ〟と、その足元に屍しかばねとなって横たわる大多数の敗者とだ！　そしてぼくはイグレインを――ぼくがイグレインをフィリにする！　ぼくのイグレインが最高のウォーライクなんだ！」

　片腕一本で吊り上げた伊織のみぞおちに、パトリックはためらうことなくイグレインを突き刺した。

「イオリ！」

　クリスの悲痛な叫びがルテティアの鼓こ膜まくを叩いた。

　ルテティアの心にどす黒い染みが広がっていく。この嫌な感覚を味わうのは、日本に来る前、大切な〝家族〟を失った時以来だった。

　絶叫するクリスを横目に、パトリックは静かにイグレインに命じた。

「イグレイン、〝鉄槌ヘビーラム〟だ」

『……はい』

　沈んだ声でイグレインが答えた直後、伊織を縫ぬい止とめた穂先から、巨大な黒い光の杭くいが天に向けて放たれた。

「……！」

　派手に撃ち上げられた伊織の身体が、血と肉をまき散らしながら落ちてきた。もはや肺をつらぬかれたというレベルではない。芝生の上でどさりとバウンドした伊織の身体には、向こうが見えるほどの大きな穴が開いていた。内臓の大半は焼失し、傷口からは焦こげ臭くさい煙けむりがうっすらと立ち昇っている。

「まっぷたつになると思ったんだけどな」

　イグレインを肩にかつぎ、パトリックは鼻を鳴らした。

『ぼっちゃま……何も、ここまでせずとも――』

「この前は詰めが甘くて不覚を取ったからね。同じ轍てつは踏ふまない。もう立ち上がることもできないとは思うけど、ここで完全に息の根を止めるんだ」

　パトリックはぴくりとも動かない伊織のそばに歩み寄ると、イグレインを逆さか手てに持ち替えた。

「ダメーっ！」

「……！」

　最後の一撃を振り降ろそうとしていたパトリックの身体がわずかにかしいだ。

「――――」

　パトリックは怪け訝げんそうな表情で自分の頰に触れ、指先についた赤い血を見つめた。いったい何が起こったのか、パトリックの白い頰にいつの間にか浅い傷が走り、そこから真新しい血が流れ出ている。

「きみがやったのか？」

　パトリックの視線がルテティアを捉とらえる。

「……違うな。きみはイグレインのコブウェブで動きを封じられている。――ということは」

　ルテティアからずれた青く燃える瞳ひとみが、クリスに移動した。

「今頃あらたな力に目め醒ざめたのか？　タイミングがいいというか悪いというか――日本では焼け石に水というんだろう？」

「イオリからはなれて！」

　小さな拳こぶしを握にぎり締しめて仁王立つクリスは、涙に濡ぬれる瞳でパトリックを睨にらみつけている。その周囲で、何かがはじけるような小さな音が断続的にするのを、ルテティアは確かに聞いた。

「クリス……？」

「早くイオリからはなれて！」

「……ぼくに命令するな」

「どいてよ！」

「命令するなといっているだろう」

「どいてどいてどいて！　どーいーてーっ！」

「おい、いい加減にしろよ。ぼくはきみも嫌いなんだ。それが望みなら、宮本伊織よりもさきに始末してやってもいいんだぞ？」

『ぼっちゃま――』

「黙っていろ、イグレイン。いずれにしても倒さなければならない相手だと何度もいっているだろう？」

『ですが……』

「……やさしすぎるきみがもう迷わずにすむよう、こっちを先に片づけるよ」

　逆手に持っていた槍を順手に持ち直し、パトリックはクリスに向かった。

　そして一歩――だが、二歩目が前に出ない。

　パトリックの足元を見て、ルテティアは目を見開いた。

　パトリックの右の足首を、伊織が摑つかんでいた。

「!?」

　思わず伊織の手を振り切って後ずさったパトリックの表情には、明らかな恐怖と困こん惑わくの色が浮かんでいた。死人も同然の伊織の予想外の行動に、パトリックが戸と惑まどうのも無理はない。

　胸から腹にかけて巨大な穴の開いた伊織は、ゆっくりと立ち上がり、クリスのほうに向かって歩き出した。今にも倒れそうな弱々しい足取りだが、それでも確実に、少しずつクリスのほうへ近づいていく。

「イオリ！」

　涙を拭ふいたクリスが伊織に駆かけ寄よる。

『ぼっちゃま！』

「――あ」

　鋭い叱しつ咤たに忘ぼう我がの一瞬から立ち直ったパトリックは、慌あわててイグレインを両手で握り締め、走り出した。

「イオリ！」

　唯一自由になる脚をばたつかせ、ルテティアはわめいた。

「早く逃げて！　アナタたちだけでも、は、早く――!?」

　ルテティアの声が途中で途切れた。

　伊織の足元にぼたぼたと流れ落ちる血が、白い蒸気を上げていた。エルフィンブラッドと融合して極度に活性化したロードの血は、ロード自身にとっても熱く感じるものらしいが、今の伊織の血は、まるで本当に沸ふつ騰とうしているかのように、したたり落ちるたびにじゅうじゅうと激しい蒸気を立ち昇らせている。

「な、何なの……？」

「何だっていい！　ふたりまとめて始末してやる――！」

　突っ込んでくるパトリックから伊織をかばおうと、クリスがその前に立ちはだかった。












「だからダメ～っ！　ダメったらダメ！」

「ぐっ!?」

　パトリックの身体がくの字に折れ、派手に吹き飛んだ。

『ぼっちゃま!?』

「な……何か、今――」

　明かりの消えた街がい灯とうにぶつかって倒れたパトリックは、腹を押さえてすぐに身を起こした。

「きみには何か見えた？　イグレイン――」

『いえ、わたしにも見えません』

「これが、暫ざん定てい的てきにとはいえ〝書〟に選ばれた者の力なのか……？」

　呼吸をととのえ、パトリックはゆっくりと立ち上がった。

「…………」

　よろめきながらやってきた伊織の腰に、クリスがしがみついた。

　その身体を伊織が血まみれの手で抱き上げる。自分が選んで買ってやったばかりのワンピースがどんどん血に染まっていくのを見ても、ルテティアはもったいないとも何とも思わなかった。

　ただ呆ぼう然ぜんとふたりを見つめていた。

　もう死んでいてもおかしくないはずの伊織とキスを交わしたクリスが、ふたたび影の中へと消えていく。

「……！」

　ふたたび剣となって現れたクリスは、さっきまでとは違う、あざやかな白い輝きを放っていた。
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　反射的に身を沈めてかわした常葉ときわの背後で、鉄筋入りのコンクリートの柱が斜ななめにずれて倒れた。

「……！」

　グレアムが振るうオルトニートの一撃は、電柱をやすやすと切断する。これが人間ならなおのことたやすくまっぷたつにするだろう。

　常葉はすばやくグレアムの横に回り込んで距離を取った。

「強い……！」

　素直な感想がつい口をついてこぼれ出た。

　グレアムには武術の心得がない。もしたがいの武器をただの木の棒に持ち替えて道場で試合をすれば、一〇〇回やって一〇〇回とも常葉が勝つだろう。

　だが、グレアムの強さはそういう種類のものではない。常葉がいまだ知りえない、人を殺せるという事実が持つ強さだった。グレアムの一撃一撃には、常葉を容赦なく圧倒する殺気が込められている。その殺気がさらなる重みとなって、少しずつ常葉の体力を削っていくのだった。

「宮本後こう輩はいがうらやましいな……」

　戦いの最中だというのに、常葉は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　もし常葉がエルフィンブラッドによって伊織ほどに好戦的な性格になれたなら、彼女はもっと強くあれただろう。つねに冷静であれと鍛きたえてきた武の心が彼女の力にセーブをかけてしまうとは、常葉にとって皮肉以外の何物でもない。

「…………」

　口もとを引き締め、常葉はじりじりと間合いを詰め始めた。グレイブを使う常葉はもちろん、グレアムにとってももはやひと振りで切っ先が届くほどの至近距離である。

　そこまで近づいても、常葉は仕掛けなかった。リリオーヌの穂先を天に向け、右みぎ八はつ双そうの構えでグレアムを見み据すえる。この距離で左の脇をがら空きにする危険は充分に承知していたが、怖いほどに冷静なこの男を崩す手がほかに思いつかなかった。

『グレアムさん、ひょっとして、手加減してるんですか？』

「黙っていろ、オルトニート――」

　独特の上うわ目め遣づかいで常葉を凝視していたグレアムが、オルトニートの切っ先を右後方へと向けて構えた。テイクバックがかなり大きいが、剣道でいうところの右脇構えによく似ている。

　ここから攻撃に転じるとすれば、ほぼ水平に横よこ薙なぎに斬りつけるか、あるいはかつぐように剣を振るって袈け裟さ懸がけに斬りつけるか、そのどちらかだろう。

　おたがいにどこを狙ねらうかがある程度読めている以上、あとはタイミングがすべてを決める。相手より一瞬でも先に仕掛けてそのまま斬り伏せるか、それともカウンターを合わせて倒すか。

「――――」

　その時、規則正しかった常葉の呼吸が止まった。息を止めた一瞬、リリオーヌの柄えがぴくりと揺ゆれる。

　まるでそれを待っていたかのように、グレアムがオルトニートを繰り出した。常葉の左脇腹へ、最短距離で切っ先が走る。

「！」

　胸に溜めた息を気合に変え、常葉もリリオーヌを振るった。グレアムに向けて刃を走らせるのではなく、相手の一撃に合わせてグレイブの柄を立て、がら空きだった左の脇を固める。

「――やっ！」

　重い一撃をリリオーヌで受けた瞬間、常葉はぐるんと柄を回転させ、石突でグレアムのみぞおちを突き、さらに右みぎ肘ひじの内側を打ち据えた。

「ぐ、ぬっ……！」

　オルトニートを取り落とし、グレアムは前のめりによろめいた。あえて隙すきを作って相手の攻撃を誘い、それを受けた上でカウンターを打ち込む〝空うつほ舟ぶね〟は、常葉の兄あに弟で子しが得意としていた技である。ここで勝負を決すべく、常葉は間かん髪はつを入れずグレアムの肩口にリリオーヌを振り降ろした。

　だが、その刃が男の肩に食い込むことはなかった。

「――!?」

　がきんと金属音にも似た音がして、リリオーヌの鋭利な刃が何かにはじき返された。

「手札を……同時に二枚も見せるはめになるとは思わなかったな……」

　何が起こったのか判らず、常葉が動きを止めてしまった一瞬の隙に、グレアムの手が常葉の左手首を摑んだ。

「！　そ、そんな――!?」

　咄嗟にその手を振り払って間合いを広げようとした常葉は、自分の腕うでを見下ろして声を震わせた。グレアムに摑まれた左腕が、まるで麻ま痺ひしたかのようにしびれて動かない。摑まれていたのは一秒にもみたないわずかな間だったし、骨を砕くだかれたり腱けんを切断されたわけでもなかった。にもかかわらず、常葉の左肘から先が、ただの肉の塊かたまりになったかのように動かなくなってしまったのである。

　常葉に打たれた左肘を撫なで、グレアムはオルトニートに手を伸ばした。

「ひびくらいは入ったかもしれんが、俺の左手はまだ動く。……貴様はどうだ？」

「……！」

　グレイブは両手であつかうことを前提とした武器である。左手が使えないとなれば、そのリーチや重さはむしろ足あし枷かせにしかならない。

　常葉はだらんと左腕を垂らしたまま、右手と右脇でリリオーヌを固定して身構えた。だが、ただ構えるだけならともかく、片手のままではまともに攻めることも受けることもできない。

「……運が悪かったな、娘」

　グレアムはオルトニートを大上段に構えた。これもまたあからさますぎる構えだが、同時にそれは、オルトニートの斬ざん撃げき力りよくを最大限に発揮できる構えでもある。そして、片手しか使えない今の常葉には、判っていてもそれを受けることはできない。

　しかし、必殺のはずの一撃を、グレアムはいっかな下くだそうとはしなかった。

『……グレアムさん？』

　オルトニートの怪訝そうな呼びかけに、グレアムは剣を降ろし、口もとを押さえて数歩後ずさった。

「訂正しよう……娘、貴様は運がいい……」

　肩を揺らして激しく咳き込んだグレアムは、オルトニートを放り出した。すぐに少年の姿に戻ったオルトニートが、枯れ枝のようなグレアムの身体をささえる。

「グレアムさん!?」

「……心配ない」

　大きく息を吸い込み、グレアムは常葉を見据えた。

「……貴様は今夜ここで俺に斬られる運命にはなかったのだろう。これを僥ぎよう倖こうと思うなら、きょうをかぎりに物騒な世界からは足を洗うことだ」

「助言として聞くだけは聞いておくよ。……でも、わたしの覚悟は変わらない」

「そうか……惜おしいな……」

　オルトニートを連れて大きく後方へと跳ちよう躍やくしたグレアムは、そのまま屋根伝いに去っていった。

「……確かに運がいいみたいだな、わたしは」

　さっきまでグレアムが立っていたところに、真新しい血が点々と散っていた。おそらくグレアムが吐はいた血だろう。やはりあの肌の白さは、何かしらの病やまいによるものだったらしい。

「病がちの無む慈じ悲ひな剣士か……まるで眠ねむり狂きよう四し郎ろうだね」

　柄がらにもなく常葉からそんな軽口が飛び出したのは、九死に一生を得た安あん堵ど感かんのせいだったのかもしれない。

　少女の姿に戻ったリリオーヌが、左腕をさする常葉を気遣った。

「常葉、大丈夫……？」

「ああ」

　グレアムの退場とともに遠くで鐘が鳴り始め、麻痺していた左腕にも少しずつ感覚が戻りつつあった。

「――それより宮本後輩とクリスが心配だ。急ごう」

「ぬぅ」

　常葉はリリオーヌに軽くキスをしてエルフィンブラッドをふたたび摂せつ取しゆし、見慣れた夜の街を走り出した。
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　いつもは青白いクリスの刃が、今は白い輝きを帯びている。それを目の当たりにしたパトリックは驚きよう愕がくに表情をこわばらせていたが、ルテティアにとってもそれは大きな驚きだった。

　何かが起きている。

　クリスに何かが起こっている。それがクリスの血を飲んだ伊織を文字通りの不死身に変え、ありえない奇跡を起こしたとしか思えなかった。

　少なくともパトリックの槍につらぬかれて地に落ちてきた時、すでに伊織の心臓は、動きを止めるどころかまるごとそっくりなくなっていたはずだった。だが、伊織はその状態で立ち上がり、ふたたび剣と化したクリスを手に取った。

　パトリックに向き直った伊織は、昇り立つ陽かげ炎ろうに包まれていた。伊織の全身が高熱を発し、真夏の夜気との間に大きな温度差を生じさせているのである。

「何が……何をしているんだ、おまえは――？」

　クセのある金髪をかきむしり、パトリックは頰をひくつかせた。

「そんなウォーライクがいるはずがない……！　心臓が消し飛んだ人間を動かすだなんて、そんな芸当のできるウォーライクがいるはずがないんだ！　だいたい、きみはまだフィリじゃないじゃないか、クリスタベル！」

『ぼっちゃま、落ち着いてください！』

「イグレイン、もう一度ヘビーラムだ！　とびきりのを！」

　まるで重火器でも構えるかのように、イグレインを腰こし溜だめに構えてその穂先を伊織に向け、パトリックは叫んだ。

「こんなヤツを〝楽園エリジウム〟に行かせちゃいけない！　楽園の秘密にたどり着くのはぼくとイグレインなんだ！　――早く撃て、イグレイン！」

『は、はい！』

　パトリックに急せかされたイグレインの穂先から黒い杭が放たれた。ついさっき伊織の内臓を消し飛ばした一撃が、さらに凶悪さを増して伊織とクリスを襲う。

「イオリ――」

　思わず叫んだルテティアの声をかき消すような破裂音が響き渡り、あたりに立ち込めていた陽炎を吹き飛ばした。

「――え？」

　奇妙な声をもらし、パトリックが目を見開いた。

「…………」

　陽炎の中から姿を現した伊織が、一歩一歩、不安定に身体を揺らして歩いていく。その手には白く輝く剣があり、そしてその胸には、さっきまで開いていたはずの大穴がなぜかなかった。

「そんな……い、いくら何でも早すぎない、ねえ……？」

　ほとんど剝むき出だしになった伊織の上半身は、彼自身が流した血によってあちこち赤黒く汚れていたが、胸から腹にかけての――穴が開いていたはずの部分には、赤ん坊の肌を思わせるピンクの真新しい皮ひ膚ふがすでに再生していた。エルフィンブラッドによって極度に活性化した治ち癒ゆ能力でも、これほどの早さで再生するのは異常だった。

「イグレイン！」

『はい！』

　三度イグレインの切っ先から漆しつ黒こくの鉄てつ槌ついがほとばしったが、それを伊織は無造作に剣の一閃で夜空の彼方かなたへはじき返した。

「馬鹿な――」

　愕がく然ぜんとするパトリックの目の前に、いきなり伊織が現れた。夢遊病者のようなそれまでの緩かん慢まんな動きからは想像もつかない、すさまじい加速だった。

「な――!?」

　伊織がすでに剣を振り上げているのを見たパトリックは、イグレインを水平にかざしてその一撃に備えた。驚愕による遅滞は最小限、賞賛すべき反応といえるだろう。

　だが、それでも伊織の一撃を完全に防ぐことはできなかった。

『あうっ!?』

「イグレイン――」

　尋常ならざる輝きを帯びたクリスの刃は、イグレインの柄に浅い切れ込みを入れ、そのまま垂直に走ってパトリックの太ふと腿ももを裂さいた。

「ありえない……！　これまで、一度だってイグレインに傷をつけたヤツなんか――」

　癇かん癪しやくを起こした子供のようにわめくパトリックの後頭部に、伊織の左手が伸びた。そのまま髪を摑んで強引に引き寄せ、同時に右の膝を突き上げる。

「ぐうっ……！」

　痛烈な膝蹴りを受けて、パトリックの身体が浮き上がった。

　そこを狙って、今度は横よこ殴なぐりにクリスの切っ先が走る。

「ばっ……！」

　はっきりと目に見える衝撃波がパトリックを直撃し、そのままフェンスまではじき飛ばした。咄嗟にイグレインをかざしてガードをかためていたのも見事な判断だったが、代わりにイグレインの穂先には地割れのようなくっきりとしたひびが入っていた。

「イグレイン!?」

『わたしは、まだ、大丈夫です……それより、お気をつけて――』

「！」

　パトリックが顔を上げると、ちょうど伊織が、のろのろとした動きで振りかぶった剣を、斜めに一閃させるところだった。

「エルフィンダート――じゃ、ない!?」

　夜気を引き裂いてパトリックに殺到したのは、ウォーライク同士の戦いで飛び交う光の矢ではなかった。漠ばく然ぜんとした気配としてしか察知できない、目に見えない何か鋭するどいものだった。

「う、あぁ……！」

　女の金切り声にも似た甲高い音とともに、パトリックの全身が血煙を噴き上げた。さらにその目に見えない流れ弾は、通りの向こうにあったデパートのネオンボードを直撃し、光るガスの詰まったガラスチューブをこなごなに粉ふん砕さいしていく。

「ちょっと!?　少しは加減しなさいよ、イオリ！　ねえ、イオリ――」

　その時になってようやくルテティアは、伊織が意識を失っているということに気づいた。伊織だけではなく、もしかするとクリスのほうにも意識がないのかもしれない。どちらかひとりでも正気であったなら、トワイライトでもないこんな場所で、周囲に被害が出るような真ま似ねをするはずがなかった。

「まるで暴走じゃない……！」

　ウォーライクやロードにそういうことが起こりうるのかどうか、ルテティアにも判らない。しかし、今の伊織は確かに暴走しているとしかいいようがなかった。強すぎるエルフィンブラッドによって理性というブレーキを完全に失ったロードが、すべての力をいっさい躊ちゆう躇ちよすることなく発揮する時、果たしてどれほどの戦闘力を見せるのか。

　伊織はふたたびパトリックへと迫り、剣を振り上げた。

「くっ……！」

　どうにか身を起こしたパトリックが伊織の一撃を受け止めると、槍の柄にさらにひびが入り、イグレインが苦く悶もんの呻きをもらした。

『ぐ――』

「イグレイン!?　――よ、よくもイグレインを！」

　かっと目を見開き、パトリックは伊織を押し返すと同時にその胸に前蹴りを叩き込んだ。いかに驚異の再生を見せたとはいえ、ついさっきまでぽっかりと穴が開いていた場所である。蹴りを食らってまったく痛苦を感じないとは思えなかった。

　だが、伊織はわずかによろめいただけで、すぐさま反撃に転じた。

「が……っ」

　咄嗟に左腕でブロックしようとしたパトリックを、無造作かつ大振りなフックで殴り飛ばす。パトリックの身体は五メートル以上も吹っ飛び、真新しいベンチに激突してそれを破壊した。

『ぼ、ぼっちゃま、ここはどうか……』

「退ひけっていうのかい!?」

　ベンチの残ざん骸がいを押しのけて立ち上がったパトリックは、憎ぞう悪おにぎらつく瞳で伊織を見据えた。圧倒的な力を振るう伊織に対する恐怖を、激しい怒りによって麻痺させているのかもしれない。

「退けるわけないだろう!?　きょうは一対一なんだ、この前とは違う！　ここで逃げたりしたら、ぼくがあいつよりおとることになる！　何よりきみがクリスにおとるってことになるんだぞ!?　そんなの我慢できるわけないじゃないか！」

『ですが――』

「勝つんだ！　勝つ、勝てる！　ぼくたちは強いんだ！　負けるわけがないだろ！」

〝書〟を呑んだ懐ふところを押さえ、パトリックは絶叫した。イグレインを構え、みずから伊織との間合いを詰める。

「イオリ！」

　伊織の剣とパトリックの槍、双方が同時に繰り出された。

「……！」

　イグレインの穂先は、伊織の左の首のつけ根をえぐっていた。伊織の心臓を狙ったのか、あるいは頸けい動どう脈みやくを狙ったのかは判らないが、いずれにしても、それはおそらくパトリックが期待していた急所からは少しずれていたに違いない。

　対して、伊織の突きはパトリックの左の脇腹をかすめただけだった。リーチにまさるイグレインのほうが先に伊織を捕らえたために、クリスの切っ先がぶれたのだろう。

「ふ、ふ――」

　伊織の傷口から鮮血が噴き上がるのを見て、パトリックは満足げに笑った。

　次の瞬間、まるで小さな爆発でも起こったかのように、パトリックの脇腹が裂けた。

「――っ、ぉ……!?」

　大きくよろめいたパトリックは、血の塊を吐き出しながら、呆然と自分の脇腹を見下ろした。

『ぼっちゃま!?』

　伊織の突きはパトリックの肌にすら触れていなかった。だが、それはパトリックの脇腹を引き裂き、肋ろつ骨こつを粉砕し、腹ふく膜まくに穴を開けて内臓をズタズタにしていた。

　パトリックはその場に尻しり餅もちをつき、細かくわななく手を脇腹に添えた。もっとも、腹圧で押し出されてくる内臓を、その程度で押さえられるはずもない。

「ぼっちゃま！」

　パトリックの手を離れたイグレインは、すぐさま美女の姿に戻ると、伊織の足首に光の糸を絡みつかせた。無論、今の伊織をそんなものでいつまでも足止めしておけるとはイグレインも考えていまい。

「ぼっちゃま、お気を強くお持ちください！」

　イグレインは片手を振るって糸で絡め取った伊織を投げ飛ばすと、大量出血で意識が朦もう朧ろうとしているパトリックをかかえ起こした。

「下がります！　よろしいですね!?」

「……あ、あ」

　曖あい昧まいにうなずくパトリックの身体に、しゅるしゅると光の糸が何重にも絡みついていく。それで強引に傷口をふさぎ、出血はともかく、内臓がこぼれ落ちるのを防ごうというのだろう。

　みずからもまた傷だらけのイグレインは、背中に淡い光の翼を展開し、パトリックをかかえて空に舞い上がった。パトリックをかかえての飛翔に、空を自由に飛ぶ鳥ほどの速さや機き敏びんさはない。ただ、少しずつ確実に、イグレインたちはこの戦場から離脱しつつあった。

　一方、足に絡みついた糸を切断して立ち上がった伊織は、夜空に逃れたパトリックたちを見上げ、クリスをゆっくりと振りかぶった。

　しかし、あの不ふ可か視しのつぶてがパトリックを撃ち落とすことはなく、伊織は突然、糸が切れたあやつり人形のようにその場に崩れ落ちた。

「イオリ!?」

　伊織が倒れると同時にクリスが地に落ち、すぐに少女の姿となって現れたが、彼女もまた伊織のかたわらに倒れ伏したまま、立ち上がろうとはしなかった。
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　ぽつんぽつんとともる街灯の光を受けて、長い長い橋の上に長い影が伸びている。

　通りかかる深夜タクシーもなく、血まみれのふたりは身を寄せ合うようにして、影を引きずって歩き続けていた。

　伊織との戦いでひびだらけにされたイグレインの肌には、痛々しい無数の傷が走っていた。かろうじて折られはしなかったものの、今の彼女に残された力では、〝燐翅フエアリーライド〟によって飛び続けることすらできない。

　しかし、パトリックの傷はさらに深刻だった。定期的にイグレインが口移しであたえるエルフィンブラッドによって、腹膜と腹筋の再生はひと通り終わっていたが、ズタズタにされた内臓が完治するにはかなりの時間を要するだろう。咳き込むたびにパトリックが吐血している事実が、何よりもそれを雄弁に物語っている。

「ぼっちゃま、しっかりなさってください」

　自分の血をこまめにパトリックにあたえ、イグレインは何度も呼びかけた。そうでもしなければ、パトリックはそのまま目を閉じ、永遠に意識を失ってしまいそうだった。

　弱々しく震える手で、パトリックは懐から〝書〟を取り出した。

「これさえあれば……きみは、楽園に行けるんだろ……？」

「ええ……そう聞いています」

「楽園に行けば、どんな願いでも、かなうんだろ……？」

「はい――」

「なら、ぼくは……このままずっと、きみといっしょに、暮らしたいな……」

〝書〟を懐に戻したパトリックは、今にも消え入りそうな声で弱々しく笑った。

「え、いえんに……誰からも邪じや魔まされずに、あの館で、きみとふたりで――イグレインさえ、いてくれれば、ぼくは――」

「ぼっちゃま、お気を確かに。……別にわたしたちが負けたわけではありません」

「そ、だね……」

「もう一度――今は退いても、いつかまたふたたび立ち上がればいいんです。〝書〟はわたしたちの手にあるのですから」

「ああ……きみとなら、やれる。ぼく、らは――」

「はい。最高のパートナーですから」

　いつしかイグレインの頰は涙で濡れ光っていた。

　あの日――ブラックフォード館で初めてクリスと会った時にイグレインが感じた不安は、少女が持っていた〝書〟が原因だったわけではない。ほかならぬクリス自身に恐れを感じたのだということを、七年後の今、イグレインははっきりと悟った。

　ひとりのウォーライクとしては、クリスはイグレインに遠くおよばないだろう。そして、おそらく伊織もパトリックにおよばない。

　しかし、そのふたりが手を取り合った時、その力はイグレインの想像をはるかに超える。真実は判らなかったが、イグレインが知るどんなウォーライクよりも強い潜在的な力が、クリスの幼い身体の中に眠っているのは確かだった。そして、それを完全に引き出せるロードこそが宮本伊織なのだ。

　今はもう、パトリックをクリスたちにかかわらせてはいけない。イグレインすら戦せん慄りつせずにはいられない、ウォーライクなるものの真の恐ろしさを垣かい間ま見みた今、あえてそれに触れることは自殺行為でしかなかった。

〝妖精の書レボル・シオグ〟は手に入った。今はそのことを僥ぎよう倖こうと受け止め、アイルランドに戻って再起を計るべきだろう。この〝書〟を調べれば、イグレイン自身が――クリスがそうであるように――ウォーライクとしてさらなる高みにいたることができるかもしれない。そうすれば、いつかパトリックに本懐をとげさせてやることもできるかもしれない。

　そうとでも思わなければ、この若者は絶望に押おし潰つぶされてしまう。目的のためには非情に徹てつすることができるパトリック・ハーンが、実はとても繊せん細さいな心の持ち主だということをイグレインは知っている。もし自分が宮本伊織に絶対に勝てないなどということになれば、プライドの高いパトリックは壊れてしまうだろう。

　だからイグレインは前に進む。

　パトリックを守るため、彼の矜きよう持じを守るため、名誉ある撤退を――。

「――――」

　不意に真正面から浴びせかけられたまばゆい光に目を細め、イグレインはその場に立ち止まった。

　長い橋のほぼ中央、白いラインの上に、一台のクルマが停まっていた。

　そこから降りてきた大小ふたつの人影を見て、イグレインは息を呑んだ。

　たった一分前まで、パトリックを絶望から救おうと考えていたイグレインの胸に、今は救いがたい絶望が冷たく乾いた風となって忍び込みつつあった。

　いつの間にかパトリックは気を失っていた。

　イグレインはパトリックを街灯に寄りかからせるように横たえると、ガードレールを乗り越えて車道に飛び出し、ゆっくりと近づいてくる人影に向き直った。

　震える手をひと振りし、その指先にコブウェブの光の糸をきらめかせる。パトリックというパートナーのいない今のイグレインには、敵と戦うすべはそのくらいしか残っていなかった。

「ぼっちゃま――」

　静かに眠るパトリックを一いち瞥べつし、イグレインはそれきり沈黙した。

　結果はどうあれ、たぶん、戦いはすぐに終わるだろう。

　一度静かに目を閉じ、ふたたび目を開けた時、イグレインは赤い足跡をアスファルトに刻んで走り出した。
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　健けん二じたちがそこへやってきた時、すでに戦いは終わっていた。戦いの痕こん跡せきは何も残ってなかったが、ここで戦いがあったであろうことは容よう易いに想像がつく。

　勝者が誰なのかは不明だが、敗者は明らかだった。

「――――」

　白い燐りん光こうが残るアスファルトの一角を、マラハイドは無言で見つめていた。同じウォーライクとして、ウォーライクの最期に何か思うところがあるのだろう。

　何となく声をかけることができず、健二は小さく嘆たん息そくすると、ひとりでパトリックの所持品をあらため始めた。

「札入れにケータイに……あとは小銭だけか。海外旅行にしちゃあ身軽だな」

　いったん取り出したものを、手袋をはめた手で慎重に戻していく。少々荒っぽくやってもパトリックが目を醒ますことはないと判っていたが、妙なところで悪人になりきれない健二は、そんなふうに気を回してしまうのである。

「――ケンジさん」

　健二のもとにやってきたマラハイドが、何かいいたげに顎をしゃくった。

「ん？」

　振り返ると、向こうから黒塗りのリムジンが近づいてくるのが見えた。

「……やっぱこいつの居場所を逐ちく一いち把は握あくしてたんじゃねえか。居場所が判ってんならこっちに情報回せってんだよ」

　小さく毒づいた健二は、ガードレールに腰を降ろし、見覚えのあるリムジンが目の前で停車するのを待った。

「――ご苦労さま」

　リムジンの後部座席のパワーウインドウが開き、魅み惑わく的てきなハスキーボイスが健二たちをねぎらった。もっとも、それが形ばかりだということは、冷ややかな青い瞳を見ればすぐに判る。

「それで、首尾はどうなの？」

「どうせどっかで見てたんだろ？」

「きょうは見ていないわ」

「なら聞くけどよ」

　大袈裟に肩をすくめ、健二は精一杯の皮肉を込めてラ・ベルにいった。

「――アンタとは手を切れって忠告されたぜ」

「誰に？」

「さあな。少なくとも人じゃあねえのは確かだった。……アンタ、バカでかい黒犬を飼ってる男に心当たりは？」

　じっとラ・ベルの横顔を見つめていた健二は、その瞬間、彼女がわずかに表情を変えたのを見逃さなかった。

　ラ・ベルは気持ちいいぐらいに健二の質問を無視し、歩道に倒れているパトリックを見やった。

「そこにいるのはパトリック・ハーンね。どうしたの？」

「知るかよ。オレたちが見つけた時にはもうこうなってたぜ」

「あなたたちが倒したわけじゃないのね？」

「おい、だらしねえとかケチつけるなよ、アンタ？　そもそもこっちは死ぬような目に遭あってたんだぜ？　こいつらが泊まってるホテルをようやく突き止めて、ケリつけようと思って乗り込んだらバケモノみてェな黒犬に襲われて、どうにかそいつをやりすごしてからこいつを捜さがしてたんだ。むしろアンタより先にここへ来られたことを褒ほめてもらわねえとな」

「別にあなたたちを不ふ甲が斐いないというつもりはないわ。……そう、黒犬に邪魔をされたのね」

　目を細め、ラ・ベルはそう反はん芻すうした。

「――それよりどうする？　個人的にゃ気が進まないんだが、こいつ、とどめを刺しとくかい？」

「まだ生きているの？」

「ああ、かろうじてな。内臓がいくつか破裂してるようだが、まだエルフィンブラッドの効果は続いてるようだし、今すぐ救急車を呼べば助かるかもしれねえぜ？」

「あなたがそうしたいのならすればいいわ」

「おいおい、いいのかよ、それで？」

「ウォーライクを失ったロードには何もできないわ。――それで、その子は〝書〟を持ってるの？」

「いや、あいにくとそれらしいものは何も持ってねえな」

　最初から持っていなかったのか、それとも誰かに持ち去られたのか――少なくとも今の段階では、どちらとも判断はできかねた。

「…………」

　ラ・ベルは健二から視線を逸らし、運転席のジョンに声をかけると、そのままリムジンを発進させた。

「あ！　おい、ちょっと――！」

　健二が慌てて呼び止めたが、リムジンはそのままいずこかへと走り去っていった。

「……ったく、何なんだ、あの態度？　いつものことっちゃいつものことだけどよ」

　相変わらず傲ごう慢まんで身勝手な美女のやりように健二が眉をひそめていると、血まみれのパトリックをじっと観察していたマラハイドが、緊張感のない声で尋たずねた。

「健二さん、この人、どうします？」

「どうするっつってもなあ――」

　もはや健二にとっては、パトリックが死のうが生きようがどうでもいい問題だった。ラ・ベルの言葉ではないが、イグレインというパートナーを失った今、パトリックはロードとしての記憶も失う。もしパトリックが助かって健康を回復したとしても、もう健二の敵として目の前に立ちふさがることはありえなかった。

「どっちでもいいといやァいいんだが……このまま放置しといてあしたのニュースで変死体発見とかいってるのを聞くと、たぶん後味の悪い思いをするだろうしな」

「じゃあ連絡しますね」

　そういって自分の携けい帯たい電話を取り出したマラハイドを、健二は慌てて止めた。

「こらこらこら！　何度もいってるだろ、救急車呼ぶなら公衆電話にしろって！　ケータイからだと足がつくんだよ！」

「ああ、そうでした。すいません」

「……まーちゃん、一度行った大食いの店のことは絶対忘れねえのに、どうしてこういう肝心なことは忘れちまうんだ？」

　包み紙を剝いた棒つきキャンディをくわえ、健二は大袈裟に嘆息した。






















　大きなあくびを嚙かみ殺ころし、常葉ときわは宮みや本もと家けのキッチンで包丁を振るっていた。鍋なべの中では昆こん布ぶと煮に干ぼしで出だ汁しを取った味み噌そ汁しるが、豆腐を投入されるのを待っている。

　朝日の射し込むキッチンのテーブルに座り、果物ナイフでリンゴの皮を剝むきながら、ルテティアはぶつくさと文句を垂れた。

「ちょっとぉ、このナイフよく切れないんですけどー！　センパイ、ちょっと代わりに剝いてよぅ！」

「それはナイフが悪いのではなくきみの技術がつたないだけだろう？」

　賽さいの目めに切った豆腐を味噌汁の鍋に投入し、コンロの火を落として、常葉はルテティアを振り返った。

「――皮を剝くのが面倒なら、いっそ皮ごとかじったら？」

「……そうするわ」

　ナイフを放り出し、ルテティアは中途半端に皮の剝かれたリンゴにかじりついた。何しろルテティアは、まるで鉛筆の芯しんでも削るかのように、皮といっしょにその下の実までごりごり削り落としているのである。このまま皮を剝かせてリンゴの体積が半分になってしまうよりは、皮つきのままかじらせたほうがもったいなくはない。

「そういえばパリにいた時もこうやって皮ごと食べてたのよね。忘れてたわ」

「いかにきみが宮本後こう輩はいにすべてを押しつけていたかということだね」

「わたしはただこの家での先せん達だつに倣ならっただけだもん」

「クリスが彼に甘えているからといって、年上のきみが彼女に倣うのはおかしいんじゃないかな？」

「あら、どうしてわたしがクリスより年上だなんて思うわけ？　外見年齢と実際の年齢が一致するウォーライクなんて、たぶんいないと思うわよ？」

「それはただの詭き弁べんだ。少なくとも、きみの精神年齢はあの子よりも上なんだから」

　巨大な炊すい飯はん器きを開け、炊たき上あがったばかりのごはんをしゃもじで混ぜながら、常葉は静かに嘆たん息そくした。

　ゆうべ常葉がかけつけた時には、すでに戦いは終わっていた。ルテティアのいましめを断ち切り、それからふたりで人目を忍ぶようにして伊い織おりとクリスをここまで連れ帰ってきたのが夜半すぎ。それからは常葉とリリオーヌ、それにルテティアの三人で、伊織の手当てにかかりきりだったのである。おかげで常葉は、生まれて初めて家人に無断で外泊するはめになってしまった。

「――それにしてもさあ」

　椅い子すに逆向きに座り直したルテティアは、しゃくしゃくとリンゴを食べながら、またも不満そうにいった。

「あの女はどうして来なかったわけ？　やっぱりアレ？　あの女、実はミッチーと昔つき合ってて、それで今のカノジョであるわたしを見殺しにしようとしたとか？」

「そんな理由で宮本後輩まで見捨てるはずはないと思うけどね」

　伊織から常葉に向けて送られたメールは、同時に薬くす子こにも送られていた。だが、最後まで薬子が姿を現すことはなかった。伊織の手当てのために力を貸してほしいという常葉のメールに対しても、いまだ返信がない。

　ルテティアの説を一いつ蹴しゆうはしたものの、実は常葉も、薬子からのリアクションがないことには大きな疑念をいだいていた。こういうことを繰くり返かえしていれば、伊織が彼女の行動や真意に対して次第に懐かい疑ぎ的てきになっていくのも当然だろう。

　常葉は目頭を押さえて軽くかぶりを振り、話題を切り替えた。

「――ところで、きみのいっていた話のことだけど」

「クリスのこと？」

「そう。――それ、本当かい？」

「ウソついてどうするのよ」

　三角コーナーにリンゴの芯でスリーポイントシュートを決め、ルテティアは立ち上がった。

「――絶対あの子、ふつうのウォーライクじゃないわ」

「パトリックがいっていた〝語フりイ部リ〟とかいうものなのかな？」

「そんなの判んないわよ。わたしだって初めて聞く単語だもん。……ただ、ミッチーが来れば何か判るかも。ミッチーは伊織の父親の研究資料にすべて目を通したっていってたし、自分でもいろいろと調べてたから」

「……そうだね。どちらにしろ、宮本後輩はしばらくは戦えないよ。数日はおとなしく寝ていてもらわないと」

「そのことでひとつ質問があるんだけど」

　冷蔵庫からよく冷えたオレンジジュースを取り出し、パックに直接口をつけて飲みながら、ルテティアはいった。

「伊織が臥ふせってる間、わたしやクリスの食事はどうするの？　朝昼夜、三食ごとにピザを一〇人前ずつデリバリーしてもいいと思う？」

「それはさすがに――駄目なんじゃない？　きみはいいかもしれないけど、今の宮本後輩にそんな食生活を受け入れるキャパシティはないよ、たぶん」

　グリルに鮭さけの切り身をずらりと並べ、常葉は苦笑した。確かにこの家には、伊織以外に食事の用意ができる人間がいない。洗濯や掃除くらいはルテティアでもどうにかなるかもしれないが、毎回尋じん常じようではない量を作らなければならない食事の用意は、彼女にもクリスにも無理だろう。

　軽くうんざりしながら、常葉はルテティアにいった。

「あしたでひとまず学校が終わるから……まあ、その叔お父じ上うえとやらが帰国するまでは、わたしが通ってもいいよ」

「え？　大丈夫なの？」

「さいわい、宮本後輩はわたしのおばあさまに受けがいいからね。彼が夏バテで寝込んでいるといえば、毎日通って食事を作るくらいはかまわないといってくれるさ」

　それ以前に、まず今回の外泊の弁明をしなければならないだろうが、常葉はあえてそのことは考えないようにした。

「――さて、魚が焼けたらもう食べられるよ。クリスもリリオーヌもおなかを空かせているだろうから、たくさん食べさせてあげないとね」

「わたしは？」

「きみはろくに戦ってないんだろう？　そのへんでリンゴでもかじっていなよ」

「……案あん外がい冷たいのね、トキワセンパイって」

「あいにくときみにまで気を回す余裕がないのさ」

　エプロンをはずし、伊織や少女たちの様子を見に書しよ斎さいへ向かおうとした常葉のポケットで、その時、ケータイがメールの着信を知らせて震え出した。
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　遮しや光こうカーテンの引かれた薄暗い部屋の中で、デスクライトだけをともし、早はや瀬せ薬子はコンパクトな本を読んでいた。

　壁の時計は午前七時近い。そろそろ身み支じ度たくをととのえ、学校に行く準備をしなければならない時刻だった。

「薬子さま」

　ドアをノックする音に続いて、エルクドゥーンの控ひかえめな声が聞こえてきた。

「――宮本とトッキーのとこに詫わびのメールをぶっときやしたぜ」

「ありがと。……詳しいことは学校で聞くってつけ足しておいてくれた？」

「へい。……ですが、返信が返ってくるかどうかは判りやせんぜ？　何しろこっちは、向こうの切せつ羽ぱ詰つまったメールをひと晩中無視しちまった形になっておりやすからねえ」

「それで愛想を尽つかされるなら、それはそれでいいわ」

　溜ため息いき混まじりに本を閉じ、薬子はソファから身を起こした。

「――エルク、今け朝さはごはんいらないわ。野菜ジュースとヨーグルトだけにして」

「それで昼までもちやすか？」

「ゆうべだってたいした運動はしてないんだから、別にどうってことないわ。……夏だし、ちょうど少しダイエットしたいと思っていたのよ」

「判りやした。すぐに用意しやす」

「ありがと」

　薬子が手にしていた本の表紙にはタイトルも何も記しるされておらず、その代わりに、生乾きの血を思わせる赤黒い染みが点々とついていた。

　しばらくその本を見つめていた薬子は、それを鍵つきのひきだしにしまい込み、ドアを開けてダイニングに向かった。
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　冷房の効いた書斎のソファに横たわり、伊織はじっと天てん井じようを見上げていた。

　ときおりその視界がぐらぐら揺れるのは、あきらかに貧血によるめまいだった。前回と今回、短期間のうちにあまりに大量の血を失いすぎている。いかに超人化している間のこととはいえ、こうして生きているのが不思議なくらいだった。

「…………」

　伊織はかすかにしびれる手を自分の胸に添そえてみた。どこに出しても恥ずかしい、貧ひん弱じやくな胸板をＴシャツ越しに感じるが、しかし、穴は開いていない。

　伊織には、ゆうべの戦いの記憶がほとんどなかった。かろうじて覚えているのはパトリックに顎あごを蹴けられたあたりまでで、その後何が起こったのかは、ルテティアの証言でしか把は握あくしていない。

　この胸に巨大な穴が開いて、それでも立ち上がり、常じよう軌きを逸いつした戦いぶりを見せてパトリックを圧倒したとルテティアはいうが、とうてい信じられるものではなかった。前回の戦いを通して、伊織は自分の力がパトリックにおよばないことを思い知らされていたからである。

　だが、自分に特別な力はなくとも、クリスにならそれがあるのではないかと、伊織はそう感じていた。

「ほらほらー！　これ見て、イオリー！」

　スリップ姿で落書きをしていたクリスが、寝ている伊織の顔に紙を載のせた。

「……近すぎて何も見えんが」

　死人じゃないからやめろといっても、たぶんクリスには通じないだろう。

「はい、これこれ～♪」

　あらためて伊織の目の前にかざされた画用紙には、派手な色使いで女の子の絵らしきものが描かれていた。

「……何だ、これは？」

「フリル！　フリルのびしょうじょせんし！」

「は……？」

「たたかうびしょうじょにかくべくざるのフリルだよ！　きのう教えたでしょ！」

「……それをいうなら欠くべからざる、だ。言葉もろくに知らないくせに、難しいいい回しを使おうとするな。まず辞書を引け、辞書を」

「あーあー、聞こえな～い！」

　耳を押さえて辞書うんぬんの小言をやりすごしたクリスは、ふたたびフローリングの床にべたっと寝転がり、クレヨンでの創作活動に戻った。

「……ぬぅ」

　すると今度は、クリスの隣となりで静かに絵を描いていたリリオーヌが、批ひ評ひようを求めるように自分の作品を伊織に差し出した。エジプトの壁画のような立体感のない平べったい画風は、たぶん、幼い少女たちに共通のものなのだろう。それでも、リリオーヌの絵はクリスよりはまだましだった。












「……フリルだな、これも」

「ぬう」

　伊織の簡かん潔けつな感想に深くうなずき、リリオーヌもまた芸術活動に戻った。

「……やれやれ……」

　同じ激げき闘とうをくぐり抜けたはずなのに、満足に起き上がれない伊織に対して、クリスは朝から元気だった。むしろ蒸し暑さにバテ気味だったきのうよりも活いきがいい。おまけに伊織と同様、ゆうべのことを何も覚えていないというのも都合がよすぎる。

「まったく不条理極まりないな……あしたは終業式だというのに」

　通知表の出席日数を土ど壇たん場ばで修正するはめになった担任教師に胸きよう中ちゆうで詫び、伊織は窓のほうを見やった。

　ふと、ローテーブルの上の伊織の携けい帯たい電話が鳴った。

「イオリー、クスコからメール！」

「……貸せ」

　震ふるえる手でケータイを開いてメールに目を通していると、書斎に常葉が顔を出した。

「宮本後輩」

「……先せん輩ぱいのほうにも来ましたか、先生からのメール？」

「ああ、たった今ね」

　自分のケータイを揺ゆらし、常葉は何ともいえない表情を浮かべた。

「いまさら謝られても困るんだけどさ。……きみ、きょうは休むだろう？」

「さすがにきょうは――はい。あしたも休むかも」

「なら、先生にはわたしから説明しておくよ。……もしかしたら、あえていろいろなことを伏ふせたままにしておくかもしれないけどね」

「先輩までおれの真似をしなくたっていいんですよ」

　かすかにただよってきた和風の朝ごはんの匂いに、伊織はゆっくりと身を起こした。まだめまいはあるが、今は充分な栄養と休養を取って、失われた体力を取り戻さなければならない。

　クレヨンを放り出してキッチンに向かった少女たちに苦笑しながら、常葉は低い声で笑った。

「手を貸そうか？　ひとりで歩ける？」

「そのくらいは大丈夫ですよ。……それより、ちゃんと目を光らせていないと、クリスは自分の好きなものを勝手にあるだけ食べ尽くすヤツですよ。いいから先に行っててください」

「うん、判った」

　常葉が書斎を出ていくと、伊織は四し肢しに力が入ることを確認しながら、ゆっくりと立ち上がった。めまいはあるが、自力で歩けないほどではない。

　その時、また伊織の携帯電話が鳴り出した。

「――――」

　サブ液えき晶しように表示された牧まき島しまさつきの名前を見て、伊織はめまいが激しくなったような気がした。







　あとがき




　昔、といっても一〇年くらい前ですが、カルボナーラを作ろうと思ってたびたび失敗していました。

　今はまったくといっていいほど失敗しません。伊い織おりのカルボナーラはぼくが自分で作る時のレシピそのままです。なぜあんなシンプルな料理をマズくできたのか、振り返ってみると不思議で不思議で仕方がありません。

　まあ、せっかく失敗せずに作れるようになったのに、コレステロールの関係でそうばくばく食べるわけにいかなくなったというのは、皮肉といえば皮肉ですが。

　クリスはともかく、あんなものを毎日のように食べているのにまったく太らないどころか、むしろ痩やせっぽちといっていい体型を維持している伊織は――小説だからといってしまえばそれまでなんですが――あまりにもずるいと思います。作者本人の憎ぞう悪おを一身に受けているキャラといっても過言ではありません。

　……実はあいつもウォーライクなんじゃねえの？




　というわけでみなさんこんにちは、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。暑い日が続くきょうこの頃、いかがおすごしでしょうか？

　これまでそういうもののお世話にならずにきたのが不思議なのですが、少し前、生まれて初めて整体とかいうもののお世話になりました。確か三巻の仕事が全部片づいたあとくらいに、肩から首、背中にかけての筋肉が異様に痛くなったんですよ。

　ちょっと上を向いたり下を向いたりするだけで、首を中心に激痛が走る走る！　その痛みが日常生活に支障があるくらいになっちゃったし、場所が首なので、このまま放置してさらに悪化したらまずいということで、最も寄より駅の駅前にある整体サロンでごりごりやってもらいました。

　そこの先生には、「かなりヒドい凝こりなので、定期的に来てください」といわれたんですが、二回通っただけであとは行ってません。次に痛くなったらまたお世話になりますよ、ええ。だって、わざわざ予約取って出かけるの面倒だし。

　これがウチの隣にあるとかなら、週一で通うのもアリかと思うんですけど、残念ながらウチに一番近いところにあるお店っぽいものは、タピオカ粉の入った白いたいやきのお店なのでした（モチモチでうめえな、おい）。




　というところで閑かん話わ休きゆう題だい。

　今回は『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク』の第四巻をお届けいたしました。

　思えばこのシリーズの第一巻が発売されたのが、ちょうど一年前の八月末。あの時のあとがきでも、暑い暑い蒸し暑いと、いくら愚ぐ痴ちってもどうしようもない夏の暑さをうったえていた覚えがありますが、こうしてリアルな時間の流れではすでに一年がすぎているというのに、伊織くんたちの時間は、ゴールデンウィーク直後くらいから夏休み直前まで、まだ二カ月くらいしか経過していません。

　現代モノでシリーズをやっていると、だいたいこの手のジレンマというか、もどかしさにぶち当たります。

　要するに、書くほうとしてはですね、街の描びよう写しやとか、このシリーズでいえば宮みや本もと家けの献こん立だて（？）とか、そういったものにいろいろと変化をつけたいので、今回は春、次回は夏、さらにその次は秋、みたいな感じでさくさく時間を進めたいんです。宮本家で伊織とクリスとルゥがちゃんこ鍋なべをつつくとか、土鍋サイズのグラタンを作らされる伊織とか、そういう食卓でわけもなくシリアスな会話が続くシーンとかをですね、ぼくは書いてみたいわけですよ。もともとぼくは暑がりなので、もう夏っぽいシーンなんか当分書きたくねー！　とすら思うわけです。

　けど、実際にはなかなかそうはいかない。どうやってもストーリーの流れに合わせて時間を進めなきゃならないんですよね。

　特に二巻のラストからこの四巻までは、ルテティア登場～パトリック襲しゆう来らいという一連の流れなので、どうやっても途中にブランクを置けなくて、結果的にすべてが、梅つ雨ゆ入いりから梅雨明けくらいのごく短期間に起こった事件ということになりました。

　何かもう、すごく濃密な日々を送っていますね、宮本伊織。ほかのクラスメイトたちより早く老ろう成せいするのも当然のような気がします。




　そういう、時間の流れ方の制約以上にいろいろと面倒なのが、シリーズを続けていくとキャラが増えていくということなんですよね。

　スタート時は伊織＆クリスと薬くす子こ＆エルクしかいなかったのが、常葉ときわ＆リリオが加わって、健けん二じ＆まーちゃんも二巻かぎりのはずが生き残り、さらにまた今回、グレアムさんとオルトニートが増えて、書くほうとしてはマッチングに気を配らないといけないとうになりました。

　これが極端に味方が少なくて敵ばっかりというバランスだと、二対一とか三対一で伊織たちがボコボコにされて物語終了、みたいになっちゃうし、それが逆でもまずい。敵ひと組に対して伊織＆薬子＆常葉たちがぶつかるハンディキャップマッチじゃ、まったく緊張感がなくなるし。

　まあ、そのくらいの数でかかっても勝てるかどうか怪しいんじゃない？　というような雰ふん囲い気きをつねにかもし出してる人がいるので（マダムとかじじいとか）、いざとなればそういうマッチングもあるかもしれませんけど。

　ただ、アクションシーンだけじゃなくて、日常のシーンでも描写しなきゃならないキャラが増えるというのは、楽しくもあり難しくもあり、フクザツなところです。

　たとえばヤマザキなんかは、ストーリーの本筋にはまったく絡からんでこないヤツなんですけど、どこかで絶対に出しておかないとぼくが落ち着かないという――。そういやこのところ古ふる田た先生もぜんぜん出てこないな。

　いや、それどころか薬子先生の出番すら――。

　……ま、いいか。




　というわけで、今回のあとがきもそろそろおしまい。このへんで、お世話になったみなさまがたへのお礼の言葉を。

　毎回表紙のどこかにかならず謎なぞ生物（ぬいぐるみともいう）をまぎれ込ませてくれるフルーツパンチ先生、カラーページに水着のシーンばかりを持ってきた編集担当ミスターＮ、そしてお馴な染じみデザインの伸しん童どう舎しやさま、今回もありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　さて、次回のお目見えは今のところほぼ決まってまして、ファミ通文庫の公式サイト「FB online」のほうに連載していた短編をまとめたものになると思います。もちろん書き下ろし追加で。

　連載していたのは伊織＆クリス編と健二＆マラハイド編、ルゥ編と全部で三本あるんですが、ルゥのエピソードだけで文庫一冊の半分以上の枚数があるので、書き下ろしも含めると、どう考えても一度にすべて収録するのはムリですね。連載二本＋書き下ろし一本の組み合わせになるのかもしれません。

　どれとどれをチョイスするのか、まだちょっと判らないのですが、どれもさりげなく本編に深くかかわる重要なナニを盛り込んであるので、サイトのほうで読んだことのないみなさんにも、この機会にぜひ読んでいただきたいと思います。

　ということで、次回、短編集のあとがきページでまたお会いしましょう。

　それじゃ！





嬉野秋彦
























著者

嬉野秋彦

Akihiko Ureshino




４月19日生まれ。もうすぐ９月！　９月といえば『ポケモン』新作！　ということで、たぶんこの本が出る頃には、年甲斐もなく『ポケモン』三昧の日々を送っているに違いない。ちなみに、冒険のパートナーにはチコリータを選ぶ予定。理由は最終進化系でもそこそこ可愛いから。

http://www.ureshino.cn/
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フルーツパンチ

Fruitpunch




１月14日生まれ。奈良県の何所かの山に寄生、登山下山が大変と言いつつもバイク・車の免許を取りに行こうとしない。愛鳥のマンゴちゃんをこよなく愛してます。愛し過ぎてマンゴちゃんから嫌われてます。でも愛しつづけます。
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